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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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巻末特別付録

立華の優しいＩＴ説教部屋







　ＳＥとして長生きするコツはなんだと思う？　桜さくら坂ざか君くん。

　長生きってのは……つまり一つの会社で壊こわれずふてくされず、精神的にも肉体的にも平へい穏おんに生きていくってことだけど。

　……分からない？　簡かん単たんだよ。

　仕事を探さない。

　これだけさ。

　ん？　どういう意味かって？

　そうだな。桜坂君はこういうことってないかな。

　物もの凄すごい修しゆ羅ら場ばプロジェクトに投入されて連日連夜残業続き。徹てつ夜やに休日出勤だらけの案件が、ある時不意に完了したとする。普通に考えれば嬉うれしいよね。ようやく一息つけた、ゆっくり休もう、そんな風に思うんじゃないかな。

　でもなぜか落ち着かない。気持ちが浮うわついてやり残したことがないか探してしまう。ああこの資料ちょっと雑だな。そういえば忙しすぎて放置してたけど、アラートメール途中からチェックしてなかったっけ。ん……この週次レポート、なんか抜け漏れが多いな。直しておかなきゃ、ｅｔｃ、ｅｔｃ……。

　そうこうしているうち別の案件がやってくる。桜坂君は休む間もなく次のプロジェクトに投入されてしまう。しかも仕事のレベル感を上げたせいで前の時よりやることが増えている。それを繰くり返すうち、いつしか桜さくら坂ざか君くんは一人ひとりでこなしきれない作業量を抱えていく。ヘルプ要員が割り当てられればいいけど割り当てられなかったら……分かるよね、どこかのタイミングで業務は破は綻たんする。パンク、決けつ壊かい、おしまいだ。

　車は急に止まれないって言うけど、多忙に慣なれた心もなかなか日常に戻れないものでね。気が急せいて急いてどうしようもなくなって、暇というだけで罪悪に思えてくる。新しい仕事を次から次に見つけ出してしまう。

　だけどね桜坂君、お祭り騒さわぎが長続きしないのと同じで、心もいつかはもとの状態に戻してあげないといけない。ランナーズハイも度を超せば毒となる。研とぎ澄すまされた身体からだと意い識しきはどこかで耐えきれなくなりぽっきり折れてしまう。いわゆる燃もえ尽き症候群ってやつだ。英語でいうところのバーンナウト、要するにガス欠だよ。

　僕が見る限り真ま面じ目めなエンジニアほどガス欠にかかりやすい。仕事の精度を上げ、顧こ客きやく満足を高め、業務知識を深めなきゃって思い詰める人材。前向きに、能動的に、積せつ極きよく的てきに案件をやりとげようとする技術者。……そう、他ほかでもない君のことだよ、桜坂君。

　え？　藤ふじ崎さきさん酔ってませんかって？

　いやだなぁ、日本酒の一いつ升しようや二升で酔っ払うわけないじゃないか。まだまだ宴うたげは始まったばかりだよ。……あ、店員さん、僕と彼に田でん酒しゆ二合ずつ。

　………。

　えーと、なんの話だっけ。

　そうそうガス欠の話だ。

　永遠に走り続けられる車がないのと同様、永久に働ける人間なんていやしない。どんな鉄人もいつかは休きゆう憩けいして英えい気きを養う必要がある。ガソリン──気力・体力を補充しないと生きていけない。

　つまりだね、僕が言いたいのは「やらないでいい仕事はするな」ってことさ。放っておいてもタスクは山のように降ってくる。わざわざ自分から苦労を背負い込むことはない。休める時は素直に休んで代休を消化する。体力を温存する。そうすることで初めて何十年という会社員生活をまっとうできるんだ。東とう京きようマラソンを五十メートル走のペースで走る人はいないだろう？　同じ話だよ。

　え？　室むろ見みさん？

　ああ、彼女の動き方は真ま似ねしちゃ駄だ目めだよ。三日三晩徹てつ夜やしてそのままＤＣ作業に突入するような人なんだから。もう体組成自体が違う、別の星の人間と思った方がいい。同じペースで突っ走ったら一週間もたたず潰つぶれてしまうよ。実際僕はギブアップしたしね。マネージャーとしての立場もあるから一度だけ作業に付き合ってみたけど、……真面目に帰れなくなってね。食事もツナ缶ばかりだし空くう調ちよう切れてもお構いなしに仕事してるしで。本当背中にスイッチかボタンでもついてるんじゃないかと思ったよ。桜坂君、よく室見さん脱がして遊んでるよね？

　何か妙な部品ついてなかった？

　……え、脱がしてない？　おかしなこと言うのはやめてください？　いや、だってこないだ君、彼女の靴下持ってオフィスを走り回ってたじゃない。……うん？　あれは違う？　確たしかに持ってたけど色々事情があった？

　………。

　まぁいいや。

　とにかく、繰くり返しになるけど桜さくら坂ざか君くん、仕事は無理して探しちゃ駄だ目めだよ。タスクがなくなったら無理せず休む。存分にリフレッシュして次の仕事に備える。間違っても「何かやることありますか？」なんて訊きいちゃいけない。余裕を持って、最大でも全力の７０％くらいに稼か働どうをとどめておくべきだ。そうすれば突発的な作業やトラブルにも無理せず対応できる。徹てつ夜やや休日出勤で身体からだを壊こわすこともない。

　分かったかい？

　うん、参考になったようなら嬉うれしいよ。僕もチームのメンバーが壊れるところなんて見たくないからね。いやいや頭なんか下げなくていいよ。僕と桜坂君の仲じゃないか。

　……ところでさ、その空いた時間で一つ頼みたいことがあるんだけど。……いいかな？

　あ、ちょっとなんで逃げるんだい桜坂君。大丈夫、誰だれでもできる簡かん単たんな仕事だから。ほんの二に人にん月げつ、いや三、四人月くらいかな？　ははは、まぁ細かい数字はおいといて。とりあえずお酒でも飲みながら話そうか。店員さん天てん狗ぐ舞まい二つで。……あれ？　桜坂君？　どこに行ったの、桜坂君……？
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『業務確かく認にん終了しました。待たい機き解除いただいて結構です。お疲れ様でした』

　電話連絡を聞いた瞬しゆん間かん、全身の緊きん張ちようが音を立て抜け落ちていった。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは受話器を置きガッツポーズ、天てん井じようを仰いだ。背もたれに身体からだを預け大きく深呼吸する。一瞬唇を結んだ後。

「終わったー！」

　我慢しきれず叫んでしまっていた。

　十月一日木もく曜よう日び、午後十二時十分。スルガシステムオフィス。

　工兵はＳＥ部の自席に腰掛けている。机の上には何枚ものチェックリストと体制図、それに連絡先一いち覧らんが置かれていた。ドキュメントタイトルは「ベターメディア様本社移転プロジェクト・移転当日資料」。そう、今日きようこの日こそ二ヶ月近く続いた引っ越しプロジェクトのリリース日なのだ。旧六ろつ本ぽん木ぎオフィスを出て新本社──有あり明あけオフィスでの業務開始日。不測の事態に備え昼過ぎまで待機するよう言われていたのだが、その解除連絡が先の電話だった。

　終わった、終わった、終わった。

　つぶやくように言って余よ韻いんを味わう。じわじわと快感がこみ上げてきた。ああやったんだ、自分はプロジェクトをやりとげた。人生初のＰＭ、統括案件を。

　楽な仕事ではなかった。序じよ盤ばんのごたごたはもちろん、スコープが決まったあともプロジェクトは迷走し続けた。顧こ客きやく担当者は相変わらず丸投げで金きん額がくや契約の調ちよう整せいまで押しつけてくる。スケジュールは錯さく綜そうし仕様凍結日は幾度となくスルー。一体何度ＰＭのポジションをぶん投げたくなっただろう。だが室むろ見みや薬やく院いん、他ほかのメンバーは全力で工兵を支えてくれた。互いにババを押しつけ合うことなく、一丸となり顧客に向き合ってくれた。まったく……自分のようなひよっこにはもったいないチームだ。彼らがいなければとっくにプロジェクトは破は綻たんしていただろう。

『あんたね、こんなプロジェクトチームが普通と思ったら大間違いだから。前にも話した通り商流が絡まない業者は赤の他人、いえサバンナの肉にく食しよく獣じゆうみたいな存在よ。隙すきを見せれば後ろから食いつかれる。厄やつ介かいごとを押しつけられる。今回みたいなやり方でいつも成功すると思わないことね』

　室見はしかめっ面つらで忠告してくれたが、確たしかに今回は特殊なケースなのだろう。たまたま薬院のようなエンジニアと知り合え、お互いの落としどころを探れた。イグゼク・ソルからスルガシステムへと、そもそものプロジェクト体制を組み直せた。通常ならありえない話だ。環かん境きように恵まれていた……としか言いようがない。

　だがそれでも。

　それにしてもだ。

　自分が一つのプロジェクトを完遂したことにかわりない。

　プロジェクトマネージャ桜坂工兵、出版社移転のプロジェクトを無事完了！

　くふっ。

　口元をにやけさせつつ席から立ち上がる。大きく伸びをしているとパーティション向こうのカモメと目があった。

　黒髪白はく皙せき、エプロン姿のアシスタントは小さく首を傾かしげてみせた。

「工こう兵へい君くん、ずいぶんご機き嫌げんだねー」

「そう見えますか」

「見える見える」

　カモメはうなずいた。

「たとえるならあれだね、誰だれもいない教室で好きな女の子の体育着を見つけた中学生みたい」

「あーなるほど分かりやすい……ってなんすかそれ！　そんな嫌いやらしい顔してました僕!?」

「アテレコすると『ふっふっふ、好きなだけ叫ぶといいさ。ここじゃどうせ誰にも聞こえない。おうおうかわいそうに、震ふるえてるじゃないか、可愛かわいいなぁ立りつ華かちゃんは。くくっ、たまらん肌だぜ』って顔だったね」

「どんな顔ですかそれ!?」

　表情豊かにもほどがあるだろう。

　だいたい誰もいない教室って設定じゃなかったのか。なんで室むろ見みさんが出てくるんだ、シチュエーションがよく分からない。……うん？　自分と室見さんが同級生ならいいのか。同じクラスの勝ち気な女の子。気が強くて苦手だったけど、ふとしたきっかけから一いつ緒しよに行事（学園祭の実行委員など）をこなし彼女の魅み力りよくに気づいていくとか。で、思いを伝えきれぬまま卒業式前日になり、誰もいない教室で彼女の体育着を──

　………。

　駄だ目めだ最後で一気に変態っぽくなった。途中まで青春ラブコメだったのに。繫つなげると途と端たんに無理が出てくる。

　どうしてこうなった。

　工兵は嘆息しかぶりを振った。

「仕事が一つ片づいたんですよ。二ヶ月くらい室見さんと一緒にやってたやつ」

「ひょっとして……例の引っ越し？　ベターなんとかって出版社の」

「ええ、ええそれです」

　工兵の答えにカモメは目を丸くした。

「へー、よかったじゃない。あれ確たしか工兵君が責任者だったよね？　無事終わらせたんだ。すっごーい」

「いやぁ……それほどでも」

　ありますけどね。

　工兵ははにかみつつ頭を搔かいた。

「正せい確かくに言うとまだ成果物納品とか完了報告会とか残ってるんですけどね。でもまぁ大きな山は越えました。他案件も落ち着いてますし、今週末は出勤せずにすみそうです」

「ここのところずっと休日出勤してたもんねー、工こう兵へい君くん」

　感慨深げに言ってカモメは目をしばたたいた。

「あ、じゃあひょっとして工兵君三連休？　確たしか明日あしたの金きん曜よう、代休申しん請せいしてたよね？」

「ええ、ええ」

　工兵はうなずいた。

「それどころか今日きようは待たい機き終了次第帰っていいと室むろ見みさんに言われてるんです。早出だった分、退社時間前倒ししてかまわないって。三連休どころか三・五連休ですよ？　まったく信じられませんね。なんていい会社なんでしょう。本当、ブラック企業とか言ってすみませんでした。もう休みすぎて身体からだがなまっちゃいそうですよ」

「……立派に社畜化してるなぁ」

「え？　なんですか。何か言いました？」

「ううん、なんでもない」

　カモメは首を振り工兵に向き直った。

「それで？　休日は何か予定入れてるの？　飲み会とか買い物とか旅行とか」

「カモメさんの行きたいところならどこだって企画しますよ！」

「そっか、特にプランないんだね。家でゆっくりするんだ」

　………。

　思いっきりスルーされた。

　結構勇気を出して言ったのに……ショックすぎる。

　うつむきがちになり慟どう哭こくを嚙かみ殺す。数すう瞬しゆん人生の価値について煩はん悶もんした後、工兵は息をついた。

「……まぁ、久しぶりに何もせず過ごしますよ。テレビでもつけて部へ屋やでごろごろしようかなぁと」

「うんうん、そういう時間も必要だよねー、たまには」

　カモメはにっこり笑いキーボードから手を放した。腕を伸ばし小さくストレッチする。

「んー……じゃあ午後はあたしオフィスに一人ひとりかぁ、藤ふじ崎さきさんは出張だし立りつ華かちゃんも」

「あ、そうですね」

　室見は今日終日外出という話だった。午前中に作業を一つ、午後から客先定例を複数入れているらしい。最後のアポが狭さ山やまに六時（！）だとかで（誠に珍しいことではあるが）会社に戻らず直帰すると言っていた。

「すみません、電話番とか宅配便対応とか全部お任せすることになっちゃいますけど……」

　恐きよう縮しゆくして頭を下げるとカモメは「あー、いいのいいの」と手を振った。

「気にしないで、工こう兵へい君くんが入社する前は普通に私一人ひとりでやってたことだし。事務処理も今日きようは比較的落ち着いてるから」

「ですか」

「ですです」

　カモメは片目をつぶった。

「だから工兵君はゆっくり休んで。会社のことなんか忘れてぱぁっとリフレッシュしなよ」

　ぱぁっと……ねぇ。

　昼日中に解放されたところでそうそう開放的な気分になれそうもないが、まぁ本屋と喫茶店巡りでもしてみるかな。ちょうど今日は週刊モーニングの発売日だし。音楽を聴ききながらコーヒー片手に読書するとか。

　……うん、うん、いいね。

　小さくうなずき顔を上げる。

「じゃあお言葉に甘えて。ちょっと室むろ見みさんに報告メールだけ出してから引き上げますね」

「はぁい」

　カモメの声に送られ自席に戻る。画面のロックを外しメーラーを表示、新規メッセージに室見のアドレスを入力する。

　報告メール……と言っても大した内容ではない。『ベターメディアの件、無事完了しました。引き上げますので何かあれば連絡ください』程度の文面だ。見直しを含んだところで送信に五分もかからないだろう。

　案の定すぐにメッセージは書き上がってしまった。最後にもう一度誤字脱字を確かく認にん、送信ボタンを押そうとした時だった。

　ぴょこんと通知領域に新着メッセージのアイコンが現れる。ウィンドウを切り替えるとベターメディアプロジェクトのフォルダにメールが届いていた。送信元は……顧こ客きやく担当者？

　なになに……機き器きの保守連絡先リストを事前に送ってほしい？　急ぎでないが完了報告会の前に社内へ展開しておきたい？　可能であれば来週火か曜よう日びまでに……か。

　ふむ、いつも他ひ人と事ごとな担当者にしてはなかなか前のめりな態度だった。ようやく自分達のシステムという自覚が出てきたのか。感心感心。……まぁできればもうちょっと事前に伝えてほしいものだけど。

（来週火曜日ねぇ……）

　なんとも中途半端な期日だった。月曜日は業なり平ひらの定例があるからまとまった時間を取りづらい。火曜は火曜で色々定例の後始末がありそうだった。まぁ各ベンダーの連絡先とか材料は揃そろっているし、一いち覧らんにまとめる程度なら大して時間もかからないだろうが──

　………。

　やってしまうか。

　悩んだ末決断する。

　明日あしたから折角の三連休だ。心残りを抱えたまま休みに突入したくない。何、どうせ二、三十分の話だ。早く帰れることに変わりはない。

　椅い子すに座り直しＥｘｃｅｌを起動する。二行目左から機き種しゆ、シリアル番号、窓口情報の順に列タイトルを記載、罫けい線せんで囲い大ざっぱに表の体裁を整ととのえた。あとは各ベンダーのメールから情報を拾い表に当て込んでいく。

　しばらくは順じゆん調ちように作業を進められた。あらかじめ成果物のイメージを合わせておいたことも奏功したのだろう。各ベンダーの報告内容にも過不足はなかった。鼻歌交じりにキーボードを叩たたき続けること十数分、工兵はふっと指を止めた。

　んん……ん？

　眉まゆ根ねを寄せ考え込む。

　なんか妙だ。イグゼク・ソルから来た資料、二階と五階のフロアスイッチ、シリアル番号がかぶってないか？　セルを並べ直して……と。ああやっぱり、同じ値が入っている。……ってこれＵＰＳとか全部一いつ緒しよの数字じゃないか！　しかもシリアル番号っていうより型番っぽいし。……うわ、ちょっと……ひどいな、これ。

　電話機を取り上げイグゼク・ソルの営業をコールする。ほどなくしてガチャリと電話が繫つながった。

『はい、もしもし』

「あ、すみません。スルガシステムの桜さくら坂ざかと申しますけど」

『ああ……ああ、どうもお世話になっております！　このたびは色々ありがとうございました。おかげさまで無事立ち上がったみたいで。いやぁ一安心ですね、よかったよかった』

　ううむ……なんだろうな、この清すが々すがしい、やりとげた感満載の台詞せりふ。イグゼク・ソルは結局機器販のみで大したトラブルにも巻き込まれなかったはずなのだけど。……釈然としない気持ちのまま応答する。

「いえいえ、まだ完了報告会がありますから。引き続きよろしくお願ねがいします」

　慇いん懃ぎんに言ってから工こう兵へいは「で、ですね」と口く調ちようを切り替えた。

「送っていただいた機器一いち覧らん、ちょっと情報に不ふ整せい合ごうがあるみたいなんですけど」

『不整合……？　ですか』

「シリアル番号が重ちよう複ふくしてたり、型番っぽい値が入ってるんですよ」

『えぇ？　本当ですか？』

　またまたぁと言わんばかりの声だった。

『お出しした資料はちゃんと複数の担当者でダブルチェックしてるはずなんですけど』

　………。

　みんなでフォントの不統一でもチェックしてたんですか？

　重い溜ため息いきを漏らしつつ工こう兵へいはこめかみを押えた。

「とにかく一度営業さんの方でも確かく認にんしてもらえますか。見ていただければすぐ分かると思いますので」

『はぁ、承知しました』

　電話を切ってディスプレイに向き直る。かぶりを振りＥｘｃｅｌの画面を再表示した時だった。

　胸元の携帯がうなりを上げる。取り出して液晶画面を見ると……あれれ、顧こ客きやく──ベターメディアの担当者だ。

「はい、スルガシステム桜さくら坂ざかです」

『ああどうも。度たび々たびすみません。今よろしいですか？』

　ええと携帯を肩に挟み込む。メモ帳を引き寄せ一枚めくった。

「どうかされました？」

　まさか待たい機き終了後に問題でも起きたのか。やや不安になり問いかけるが。

『先程メールを一通お送りしたと思うんですけど』

　なんだ……その件か。

　ほっと一息つき肩の力を抜く。

「保守連絡先の件ですよね？　ええ、届いてますよ。今取りかかってるのですぐお出しできると思います。……今日きよう中じゆうに提出すればよいですよね？」

『あ、いえ、その……実はですね、少し修正というか追加のお願ねがいがあって』

「追加……？」

　不ふ穏おん当とう極まりない単語だった。

「どういう内容でしょう」

　警けい戒かいしつつ訊たずねると顧客は『いやいや、大した話じゃないんですが』と慌てた様よう子すで付け加えた。

『ソフトウェアのサポートポリシーってあるじゃないですか。ＢＩＧ─ＩＰとかの機械で、何世代前のファームまでサポートするってやつ。あれを追記いただきたくて』

「サポート……ポリシー」

　記き憶おくを探りつつつぶやく。

　ああ……なんかそんな情報もベンダーから来ていたような？　首を傾かしげながらメモ帳に書きつける。

「分かりました。確認して追記します。他ほかはよろしいですか？」

『ええ、大丈夫です。あ、今日中じゃなくても、来週火か曜よう日びまででいいですから』

「はい、あ、でも今日中目め処どでお出しするようにします」

　有無を言わさず告げて会話終了。

（そっちがよくてもこっちが嫌いやだっつーの）

　携帯をしまい今度こそ表の修正に取りかかる。

　イグゼク・ソル関連のセルをグレイアウト、新規にサポートポリシーの列を追加した。ベンダー各社のメールを確かく認にんし保守サイクルの情報を抜き出していく。何社か記載が漏れていたのでその部分はメールで問い合わせ。ついでに作りかけの資料を添付し確認依頼しておく。

　………。

　むぅ。

　一通り手配した後、工こう兵へいは腕組みした。

　さて……各社から返信が来るまでどのくらいかな。三十分、いや一時間？

　その間時間を無む駄だにするのも癪しやくだ。折せつ角かくだから別の資料も片づけておくか。物理結けつ線せん図ずとかポートアサイン表とか。……あれ、最後の変更項目まだ反映されていなかったはずだし。

　ファイルサーバにアクセスし目当ての資料をコピー、デスクトップに貼はりつけてリネームする。

　編へん集しゆう開始。

　……ってこれ全然更新されてないじゃん。最後の変更どころかここ数週間の修正が丸々抜け落ちている。なんだよもう……室むろ見みさんだな、本当あの人ドキュメンテーションはいつも後回しなんだから。

　仕方ない。こちらでやれるところはやっておくか。最新コンフィグを確認すれば現況はおおよそ読み解ける。ディスクリプションとＶＬＡＮ ＩＤを参考にして……うん。

　おおうネットワーク図の線が微妙にズレてるぞ。こういうの気になるんだよなぁ、ちゃんとコネクタに接続しないと。合わせられるところはグリッド線に合わせて、サイズ調ちよう整せいで垂直に、あとフォントのサイズも──

　夢中になり作業していると不意にコンコンと固い音が響ひびいた。

　顔を上げる。

　パーティションの入り口でカモメがこちらを見下ろしていた。手の甲でパーティションをノックしていたのか、右手を上げた姿勢でたたずんでいる。
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「工兵君、まだ仕事していくの？」

　ひどく訝いぶかしげな口調だった。工兵は目をしばたたいた。

「？　いや……もうすぐ帰るつもりですけど。あと少しだけやったら」

「少しって、もう定時よ？」

「へ？」

　慌てて壁かべ時ど計けいを見る。時刻は……五時十五分？

　え……ええええ？

　呆ぼう然ぜんとする工兵にカモメは小さく溜ため息いきをついてみせた。

「声かけても全然気づかないし、夢中になって仕事してるから。……大丈夫？　またなんだかんだやっているうちに終電になっちゃうんじゃない？」

「いや……いやそんなことは」

　ないはずという台詞せりふを工こう兵へいは喉のど元もとに押しとどめる。定時って……全然気づかなかった。ほんの一時間くらいしか作業していないつもりだったのに。

　冷や汗が頰ほおを伝う。

　なんだこれ、時間の感覚がなくなるほど仕事に没頭していたのか？　帰っていいと言われたのに？　それって……なんというか室むろ見みさんと同じワーカホ──

（………）

　ぶるぶると首を振る。

　冗じよう談だんじゃない、自分は断じて仕事中毒なんかじゃない。プライベートを大切にする今時の若者。ゆとり……そうゆとりなのだ。仕事とか本当大嫌いですから。余暇万歳！　有給万歳！

　不安を振り払いカモメに向き直る。

「大丈夫です。今日きようはちゃんと家で夕ご飯食べますから。本当あと少しなんですよ、ベンダーからメールさえ返ってきたらそれで終わりなんで」

「そう？　ならいいけど……」

　あんまり無理しないようにね。気遣わしげに言い残しカモメは去っていった。

　工こう兵へいは画面を確かく認にん、まだメールが届いていないことをチェックし携帯を取り上げる。イグゼク・ソルの営業にリダイヤル。

『はいもしもし』

「スルガシステムの桜さくら坂ざかですけど。昼過ぎに電話した件、どんな感じでしょう？」

『あ、申し訳ありません。あれ今まさにチェックかけてるところでして。そうですねぇ、あと三十分くらいでお出しできるかと』

「すみません、ちょっと急ぎ目でお願ねがいできると。今日きよう中じゆうにお客様へ提出する予定なので」

『あーはい、急がせます』

「お願いします」と告げ電話を切る。

　工兵は椅い子すにもたれかかり時と計けいを見た。現時刻は……五時二十分。三十分後ということは五時五十分か。情報到着後すぐ資料に反映すれば六時までには帰れる──が。

　えらく中途半端だな……。

　五分待ちなら休きゆう憩けいするつもりだった。一時間待ちなら別の仕事に取りかかっていただろう。だが三十分となるとどうにも使いづらい。いや……何もせずゆっくりしていればいいのだろうが、気が急せいているせいか暇を持て余したくなかった。

　三十分でできること、三十分でできること。

　しばらく考えた後、思いつく。

　そうだ、使わない書類をシュレッダーにかけておくか。ミーティング続きで資料がたまってきてるし。ここらでいらなくなったドキュメントを整せい理りしておこう。机の上も片づくし一石二鳥だ。

　うん。

　深々とうなずき離り席せきする。

　資料を携え入り口脇わきの複ふく合ごう機きスペースに、サイドテーブルを引き寄せホチキス・クリップ置き場にした。

　五枚ほどプリントを取り分けシュレッダーに投入してみる。紙詰まりはない。続けて八枚、九枚。徐々に枚数を増やしつつ資料を処分していった。

　スイッチの見み積つもりに機器パンフ、議ぎ事じメモは──転記済みだな。提案書ドラフトは不要、手順書叩たたきもいらないか。ＯＫ。裁断、裁断、裁断。

　リズミカルに資料を投げ込むこと数分、ふっと違和感を覚え工兵は腕を止めた。

　投入間際のプリント、その裏面に赤ペンの走り書きが見える。裏返し確かく認にんすると四角を積み上げたような図があった。

　あ……やば。

　慌ててプリントを引き戻す。

　先週頭だったか、室むろ見みにＶＰＮのレクチャーを受けた。データがどのように暗号化されパケットとなるのか、一連の流れをホワイトボードに書いてもらったのだが、その内容をパワーポイントにまとめるよう指示されていたのだ。ベターメディアのリリースに忙殺されすっかり失念していた。

　危ない危ない。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいプリントを退たい避ひさせる。

　放置して休んだら間違いなくどやされるところだった。あんた、上長の指示無視して代休取得とかいい度胸してるわね、刺すわよ。とか言って。

（……まぁ、一時間もあればできあがるかな）

　頭の中で計算する。

　連絡先リストと合わせて七時までには資料作成完了。速攻帰宅し食事の準備に取りかかる。……うん、家で夕ご飯という目標に変更はない。ちょっと……ほんのちょっと遅れたが当初の予定通りだ。

「工こう兵へい君くん？　あたしそろそろ引き上げるけど」

　カモメの声に振り返る。黒髪のアシスタントはショルダーバッグを携え入り口にたたずんでいた。工兵は小さく会釈した。

「お疲れ様でした。また週明けに」

「うん、ゆっくり休んでね。……って」

　カモメは小首を傾かしげた。

「なーんか……普通に明日あしたも会いそうな気がするのよねぇ」

　………！

　なんてことを！

「や、やだなぁカモメさん。何言ってるんですか。そんなことあるわけないです。休みますよ、ちゃんと、折せつ角かく案件も一段落ついたんですし」

「ならいいけど」

　カモメは嘆息した。眉まゆ根ねを寄せひどく不安げな表情になる。

「本当早く帰った方がいいよ？　いつまた仕事が降ってくるか分からないし、社長が飛び込みで案件持ってくるかもしれないでしょ？　あたしが工兵君の立場なら携帯の電源切ってとっとと退散するな。これ以上状況が悪化しないうちに」

　悪化……。

　不ふ穏おんな単語にぞくりとする。

　工兵はかぶりを振った。

「いやぁ、もう本当帰りますよ。あと三十分……一時間、いえ、二時間以内には」

「………。まぁ忠告はしたから」

　諦あきらめ気味に言ってカモメは鞄かばんを肩に掛け直した。口角を持ち上げるように微笑する。

「じゃあまた来週」

「はい、また月げつ曜よう日びに」

　扉が閉まる。あとには空くう調ちようとＰＣファンの低い音だけが残された。

　よし……。

　腕まくりしシュレッダーに向き直る。

　遊びの時間は終わりだ。今から自分は修しゆ羅らになる。電話が来ようと来客があろうと一切取り合わない。脇わき目めもふらずタスクを片づけ退社してやる。社会人失格と罵ののしりたくば罵れ。定時を過ぎた時点で電話番は廃業だ。今の自分は全まつたき私人、善意で居残ったただのボランティアだ。サラリーマンとしての良りよう識しきなど期待してもらっては困る。

　残作業は……保守連絡先リストとＶＰＮのまとめか。うん、もうこれ以上は絶対に増やさない。たとえ飛び込みの依頼が来ても無視して引き上げてやる。

　帰る、帰る、絶対に帰る。

　呪じゆ文もんのようにつぶやき工こう兵へいは資料の裁断を再開した。




　………。

　あれれぇ……？

　工兵は目をしばたたいた。

　時と計けいの針が午後十時を示している。いつの間にこんな時間になったのか──、わけが分からない。自席についたまま工兵は首を捻ひねった。

　ドキュメントの処分後、室むろ見み向けのレポートを処理、そうこうしているうちイグゼク・ソルからメールが到着した。予定通り保守情報が出てきたことに安あん堵どしつつ添付ファイルをクリック、修正内容をチェックし始めて……それからどうした？

　ああ……そうだ、思い出した。Ｅｘｃｅｌの起動がやたらと遅くて待っている間に他ほかのメールを眺め始めたのだ。特に対応する気はなかったが、たまたま即レスできそうなものがあったので返信画面を開いて……それで──

（おいおいおい）

　薄うす気き味み悪わるささえ覚えて工兵は独りごちた。一体どうなってるんだ自分は。時間に対する認にん識しきが完全におかしくなっている。終電どころではない。放っておけばエンドレスで仕事をし続けそうだった。

　……帰ろう。

　今更ながら決意する。まだいくつかタスクが残っているが潮しお時どきだ。今の流れはあからさまに危険すぎる。

『本当早く帰った方がいいよ？　いつまた仕事が降ってくるか分からないし、社長が飛び込みで案件持ってくるかもしれないでしょ？』

　カモメの言葉が蘇よみがえる。

　確たしかに……災害と社長は忘れた頃ころにやってくる。今この瞬しゆん間かんも、あの禿はげ頭あたまがＳＥ部に向かってきているかもしれなかった。双そう眸ぼうをぎらつかせ、分厚い唇を歪ゆがめ、案件担当という名の生いけ贄にえを探しながら。

　………。

　ぶるりと身み震ぶるいし立ち上がる。鞄かばんを取り上げ乱らん暴ぼうにノートＰＣを投げ込んだ。

　だいたい室むろ見みからの連絡が一切ないのも妙だった。

　ミーティング開始が六時だとしてさすがにもう帰宅の途についている頃だろう。いつもの彼女なら車中あれやこれやとメールを送ってくるはずだ。ミーティングログとか工こう兵へいへの指示出しとか、忘れないうちに情報展開してくるはず。だが昼過ぎから今まで室見からのメールは一通たりと届いていない。ＭＬ・ＩＲＣ・携帯メッセージ、いずれも不気味な沈ちん黙もくを保っていた。

　何かトラブルでもあったのか。

　あの室見がメール一本出せないような状況。社長の無む茶ちや振ぶりどころではない、超ちよう弩ど級きゆうの異常事態。

　いかん。

　唐突に危き機き感かんが現実味を帯びてきた。デスクトップＰＣの電源をオフ、ネックストラップを外し鞄のポケットに押し込む。携帯は胸ポケット、財布も忘れていない。よし脱出──

「桜さくら坂ざか、いたああああ！」

「いませええええん！」

　入り口扉の向こうに小柄な少女が現れていた。

　片手をドアに突き前傾姿勢になっている。服装はボウタイ付きのシフォンブラウスに膝ひざ丈たけスカート、脇わきに黒のジャケットを抱えていた。

　大粒の瞳ひとみに細い手足、小さな頭は人形のよう。腰まで届くロングヘアはキューティクルつやつやで天使の輪わさえ浮かび上がっている。ふっくらした頰ほおはほんのり上気し、あたかも薔ば薇らのエキスを落としたようだった。百人いれば百人が彼女のことを愛らしいと言うだろう。だが今、少女の整ととのった顔は喜悦に歪ゆがんでいる。彼女──室見立りつ華かは肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮かべ室内に入ってきた。

「本当……会えてよかったわ。なんか携帯の電源が入らなくなって、あんたに連絡しようと思ってもできなかったのよ。もう帰っちゃってたらどうしようかと思ったわ。さすが桜坂、いてほしい時にいてくれる。私の自慢の部下よ」

「や、何言ってるんだかさっぱり分かりません。僕もう帰るんで、何かお話があるならまた来週ってことで」

　ドスッ。

　細長い物が背後のパーティションに突き刺さった。おそるおそる振り返ると長柄のドライバーがグリップを震ふるわせていた。一いつ瞬しゆん遅れ、はらりと千切れた髪が宙を舞まう。

　ひぃぃいい！

　総毛立つ工こう兵へいに室むろ見みは奇妙に優やさしげな口く調ちようで告げた。

「遠えん慮りよしなくていいわよ。まぁゆっくりしていきなさいって。十時に帰るのも十二時に帰るのも朝五時に帰るのも大して違わないでしょ？」

「いやいやいや最後のは全然違いますよ!?　てかなんですか、僕朝五時まで拘こう束そくされるんですか？　嫌いやですよそんなの！　室見さん帰っていいって言ったじゃないですか！」

「ごめん、あれなし」

　いやあああああ！

　半泣きで抵抗するが室見は容赦なかった。

　ジャケットを脱がされ鞄かばんの中身をぶちまけられる。ネックストラップとノートＰＣを再装備。首筋をつかまれ打ち合わせスペースに引っ張っていかれた。

　まさに蹂じゆう躙りん、いやも応もない。身も心も土足で踏みにじられた気分だった。

「……ううう、汚された。汚されちゃったよぅ」

　オフィスチェアですすり泣いていると、室見が資料を片手に戻ってきた。縮ちぢこまる工兵に眉まゆをひそめてみせる。

「何よ桜さくら坂ざか、元気ないわね」

「あるわけないでしょ!?　誰だれのせいだと思ってるんですか！　……うぅ、社会人になってから初めて平日夜に家でご飯食べられると思ったのに。こんな、……こんな」

「ツナ缶食べる？」

「いりません！」

　悲鳴のように言って顔を覆おおう。

　……ああ、折せつ角かくの早退が。温かな夕ゆう餉げが。

　まったく悔やんでも悔やみきれない。カモメさんの言う通りさっさと退社しておけばよかった。いや、カモメだけじゃない。先々週くらいに藤ふじ崎さきさんと飲んだ時も同じことを言われたっけ。仕事は無理して探すな。休める時は素直に休め──と。

　工兵は深い溜ため息いきを漏らした。暗い表情のまま顔を上げる。

　まぁ……何もかも今更だ。まさか室見を押しのけ帰宅することもできない。嘆いている暇があったらさっさと用件を片づけ引き上げたかった。

「……で、今度は一体何があったんですか。提案ですか、ＰＭですか、それとも運用引き継ぎですか？」

　捨すて鉢ばちに言い放つと、だが室見は鼻を鳴らした。

「いやあねぇ、いきなり帰ってきてそんな重い話するわけないでしょ。あんたどんだけ私のこと信用してないのよ。失礼しちゃうわね。ちょっと傷ついたかも」

　んん……？

　いつものノリで構えてしまったが違うのか？　大して深刻な話じゃない？　コピー取りとか議ぎ事じ録ろく起こしとか、その程度の内容……？

　いそいそと姿勢を正す。室むろ見みは嘆息した後、小首を傾かしげた。

「ところで桜さくら坂ざか、あんた西にし日に本ほんと東ひがし日に本ほんどっちが好き？」

「？　なんです藪やぶから棒に」

「いいから、とりあえず思いつくまま答えてみて」

　………？

　心理テストか何かか？　珍しいな、室見さんが仕事中に雑ざつ談だん挟むなんて。よっぽど疲れているのか。まぁ朝から出ずっぱりだし無理もないか。

　東と西……か。

「どちらかって言われれば……まぁ西ですかね。比較的賑にぎやかなイメージがありますし、食事も美お味いしいところが多い印象で。大おお阪さかとか、あと博はか多たとか」

　室見は「ふむふむ」とうなずいた。

「ちなみに、あんた的に静しず岡おかって東日本？　西日本？」

「……また揉もめそうな話題を振りますね。まぁ静岡って言っても横に長いんで、熱海あたみなんかは完全に首しゆ都と圏けんでしょうね。焼やい津づ・藤ふじ枝えだあたりはどっちつかず、磐いわ田たあたりからもう中部って感じですか。何せ電話は西日本、電力会社は東とう京きよう電でん力りよくと中ちゆう部ぶ電でん力りよくが混在、ＪＲは東とう海かいが大部分って有様なんで。静岡ってくくりで分けようとすると色々ややこしいんですよ」

「そこを敢えて分けるなら？」

「大おお井い川がわ以東が東、以西が西って感じですかね。あ、これ地元民に言うとまた揉もめるんで。あくまで僕の感覚ってことで」

　なるほどねぇ。

　室見は感心したようにうなずき手元のノートに何事か書きつけた。

　……いや待て。なんだそのメモ。

「室見さん？　ちょっと室見さん」

「何よ」

「まさかとは思いますけど、今の話って仕事に関係ありませんよね？」

　いくらなんでもこの振りから業務に繫つながらないだろう。そう思ったのだが。

「あるわよ」

　あんのかよ！

　目を剝むく工こう兵へいに室見はＡ４のプリントを一枚差し出してみせた。

　眉まゆ根ねを寄せ、奪い取るようにプリントをつかむ。何々……オリヴィエ株式会社、拠点ＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバリプレースプロジェクト、展開スケジュール？

　オリヴィエ……という社名には聞き覚えがあった。確たしか電子ピアノやオーディオ機き器きを作っているメーカーだ。実家の妹も小学生の頃ころ、ここのピアノで練習していたように思う。そこのサーバを更改？　自分達が？

　だが室むろ見みは首を振った。

「ああ、言っておくけどサーバ更改を請うけ負ったのは別ベンダーよ。ラムダコムってユーザー系のＳＩｅｒ、業なり平ひらのコンペにも来てたけど……覚えてない？」

「ええっと……すみません」

　悩みつつ答えると室見は「まぁいいわ」と嘆息した。足を組み背もたれに肘ひじを預ける。

「順を追って説明するわね。今日きようの午後、私は社長と一いつ緒しよに狭さ山やまのお客さんを訪問してたの。プロキシアプライアンスの提案で……まぁそれ自体は大した内容じゃなかったんだけど、打ち合わせの場にね、ラムダコムの営業がいたの」

「？　なんでまた──」

　他社の営業が提案の場に？

　室見は肩をすくめた。

「そのお客さん、保守契約一本化のために全案件の機器をラムダコムから購こう入にゆうすることにしてたの。だからプロキシアプライアンスも作業は私達でいいけど、ハードはラムダコムから買わせてほしいって相そう談だんされてね。もう社長大だい激げき怒ど」

「激怒……」

「もともとハード込みで売れるって前提で作業費値引いてたから。数百万の機器費用がなくなったら本当何のために案件やってるか分からなくなるのよ。作業費なんてほんの数十万しか乗せてないし。社長も珍しく真っ当な切れ方して。であれば話自体なかったことにと言い出したから客も慌てちゃって」

　ほぉ。

「で、まぁ収拾つかなくなりそうになった頃ころ、ラムダコムの営業が場所をあらためましょうって言い出したのよ。休きゆう憩けいスペースかどこかに社長を連れていって十分……ううん二十分くらい話してたかしら？　戻ってくると二人ふたりとも妙にニコニコしててね『分かりました、作業だけでやらせていただきます！』って」

「え……それって、まさか」

　室見はこくりとうなずきプリントを投げ出した。

「バーターで別案件流すから、それで手打ちにしろって言われたのよ。結果来たのがこれ、ＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバ更改の現地設置作業」

「……はぁ」

　曖あい昧まいにつぶやき資料を取り上げる。

　なるほどね、ラムダコムが実施中のサーバリプレース案件について現地設置部分だけ切り出してきたのか。設計・設定・機き器き送付をラムダコム、それ以降をスルガシステムという分担で。

　そこまで考えて得とく心しんする。

「ははぁ……分かりましたよ。さっきの室むろ見みさんの質問、東ひがし日に本ほんと西にし日に本ほんどっちが好きってやつ。あれ作業場所の話ですね？　どの拠点に誰だれが行くか検討してるとか」

「へぇ、桜さくら坂ざか、察しがいいじゃない。そうよ、複数拠点あるからあんたの希望も加味しようと思って、訊きいてみたの。あんた出張って初めてでしょ？　たまには旅行気分で羽を伸ばしてくるのもいいかなって」

　ほお。

　予想外の言葉だった。沈ちん黙もくし手元の資料を眺める。

（出張……か）

　そういえばこの会社に入って以来、首しゆ都と圏けん以外で仕事をしたことはない。だいたい山やまの手て線せん圏内で打ち合わせして、たまに郊外のデータセンターに赴おもむくくらいだ。折せつ角かくＷＡＮ構築みたいな全国案件もやっているのに行動範はん囲いの狭いこと甚はなはだしい。このあたりで一度視野を広げてみたかった。

　それに──と工こう兵へいは思った。作業が早く終わればちょっとした観かん光こうもできるはず。室見の言う通り、旅行気分で羽を伸ばせるかもしれなかった。

　工兵は鼻び腔こうを広げた。

「いいですねぇ。で？　僕はどこに行くんですか？　博はか多たですか、大おお阪さかですか」

「えーと」

　室見はメモ帳をめくった。

「十月三日に福ふく岡おか、四日に広ひろ島しま、翌日朝一で神こう戸べ、午後に京きよう都と行ってそれから」

「ちょっと待ったああああ！」

　工兵は絶叫した。両目を剝むき机から身を乗り出す。

「なんですかそれ!?　軽く全国行脚あんぎやじゃないですか！　え？　西日本出張って本当に西日本中回れってこと？　僕一人ひとりで？　ちょっと、わけが分からないんですけど！」

「心配しなくても大おお井い川がわ以東は引き受けるわ。あんた、さっきそこを東日本と西日本の境界って言ったわよね？　部下のアドバイスを素直に聞き入れる私。マジ理想の上司」

「そんな理不尽な理想の上司いねぇよ！　てか東日本を室見さんで西日本が僕って、二人ふたりで全国展開するつもりですか？　おかしいでしょその計画、色々と！」

　嚙かみつかんばかりの勢いで詰め寄る。だが室見は拗すねたように口角を押し下げた。

「仕方ないでしょ。ラムダコム、この案件受注する時、現げん調ちよう費用を考こう慮りよし忘れていたらしくって。既存利益の切り出しでしかコスト捻ねん出しゆつできないって言うのよ。逆算するとうちら二人、一週間分の稼か働どうしか取れないってわけ。まぁどうしようもないわね」

「それ体ていよく炎上案件の後始末押しつけられただけじゃないですか！　全然バーター取引になってませんよ！　馬ば鹿かですかあの社長、いやもう本当頭おかしいでしょ!?」

「桜さくら坂ざか」

　ぽんと肩に手を置かれた。室むろ見みは陰いん鬱うつ極まりない眼まな差ざしで工こう兵へいを見た。

「……私それと同じやりとりを三時間以上繰くり返した挙げ句ここにいるの。お願ねがいだから今更話を蒸むし返さないでくれる？　これ以上頭痛をひどくしたくないの」

「………」

　ささくれだった声こわ音ねに沈ちん黙もくする。室見の目は千年生きた老女のように暗く澱よどんでいた。全すべてに倦うみ疲れた、諦あきらめも露あらわな表情だった。

　いや……すみません、本当お疲れ様でした。

　頭を下げた後、ふっと気づく。

「あれ？　ちょっと待ってくださいよ。さっき十月三日福岡って言いました？」

「言ったわね」

「十月三日って……明後日あさつて、土ど曜よう日びですよね？」

「おー」

　今気づいたかのように室見が手を打つ。
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「本当だ。あらあら休日出勤になっちゃうわねー。うっわびっくり、全然気づかなかったわ」

「絶対噓うそだ！　気づいてた、確かく信しん犯はんでしょ!?」

「ちなみに明日あしたはラムダコムと事前打ち合わせなんで、朝九時に内うち幸さいわい町ちよう」

「いやぁああ！」

　工こう兵へいは絶叫した。顔中の筋肉を引きつらせ立ち上がる。

「か、か、勘弁してくださいよ！　金土日出勤って僕の休み全消滅じゃないですか！　だいたい月げつ曜よう朝一に神こう戸べって、業なり平ひらの定例どうするんですか!?　僕と室むろ見みさん、二人ふたりして休むわけにいかないでしょ!?」

「心配いらないわ。さっき橋はし本もと課か長ちように電話したらトピックも少ないので次回定例はスキップしましょうって言ってくれたから。あ、ちなみにお土産みやげは博はか多たの明めん太たい子こでいいって」

「うそぉおおおおお！」

　───。

　かくて工兵の三連休は泡のごとく消えた。

　取り損ねた代休は勤きん怠たい表ひようの残休暇日数を順じゆん調ちように押し上げ、翌月の給料日を迎えたタイミングで正式に消滅した。
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　地鳴りのような轟ごう音おんが大気を揺らす。一いつ瞬しゆん遅れて国内便の到着アナウンスがターミナルから響ひびいてきた。

　桜さくら坂ざか工兵はスーツケースから手を放し周囲を見渡した。バス停の向こうに巨大な看板が並んでいる。空が広い。秋晴れの下もと、タクシーが車寄せに長い列を作っていた。

　──本当に来ちゃったよ。

　かすれ声でつぶやき視し線せんをもたげる。建物の屋上に『福ふく岡おか空くう港こう　国内線　ＤＯＭＥＳＴＩＣ』の表記が見える。福岡──本物の九きゆう州しゆうだった。

　十月三日土曜日、午前十一時。工兵は福岡空港第二ターミナル、国内線到着口にいる。天気は晴天、休日の日中にもかかわらず人の流れは多かった。見み慣なれぬ行き先表示のバスが低いエンジン音を響かせ出発していく。観かん光こう客きやくと思おぼしき外国人が陽気に歓かん談だんし通り過ぎていった。

　いそいそと鞄かばんからメモ帳を取り出す。今日きようのスケジュールは……と、十二時五十分入にゆう館かん、十三時ジャストで作業開始か、まだ二時間ほど余裕がある。昼食の時間を考えてもゆっくり移動できそうだった。

（……まぁ、とはいえ明日の朝一にはもう広ひろ島しまなんだけどね）

　肩を落とし嘆息する。

　まったく慌ただしいことこの上なかった。折せつ角かくよさそうな店がいっぱいあるのに、これでは飲み歩くこともできない。

　せめて前泊できていたら……一いつ瞬しゆんそう思いかけて首を振る。

　結局昨日きのう──金きん曜よう日びはラムダコムと終電近くまで打ち合わせしていた。事前の予想通り案件は絶ぜつ賛さん大炎上中、手順書はおろか拠点リストさえ出来上がっていなかった。矛む盾じゆんだらけの情報をまとめ上げようやく準備を終えたのが深夜二時。ちなみに飛ひ行こう機きは午前八時五十分発で起床は朝の六時ときた。もはや怒りを通り越し苦笑いさえ浮かんでくる。前泊など望むだけ虚むなしかった。

　……さてと、お仕事お仕事。

　メモをしまい地下鉄の入り口に向かう。目的地は福ふく岡おか市しの北側、博はか多た湾わんをのぞむウォーターフロントにあった。地図を見る限り最寄り駅は空くう港こう線せんの西にし新じん駅えき、ここからなら乗り換えなしに一本で行けるらしい。土地勘のない人間にはありがたかった。

　エスカレーターを下り改札階へ、ＰＡＳＭＯが使えなかったので久しぶりに券売機を利用する。

　ホーム階に降りるとちょうど博多方面の電車が発車するところだった。慌てて駆け込み座席につく。スーツケースを引き寄せた瞬間、甲かん高だかいベルの音が響ひびき渡った。扉が閉まり、一瞬おいて横からのＧが身体からだを揺らす。重々しい走行音とともに電車が走り出した。

　工こう兵へいは溜ため息いきを一回、肩掛け鞄かばんを膝ひざに乗せた。中からクリアファイルを一部取り出す。プリントのタイトルは『現地設置・試し験けん手順書』、今日きようの作業マニュアルだった。

　昨日散々読み込んでいたが作業前にもう一度目を通しておきたかった。ただでさえやっつけで作ったのだ。現地で不備が見つかったら目も当てられない。不安要素はなるべく事前に潰つぶしておくべきだろう。

　ぱらりとプリントをめくる。

　まずは案件概要。

　現状Ｗｉｎｄｏｗｓにて構築されている拠点ＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバを専用の装置アプライアンスに入れ替える。

　ＤＮＳ・ＤＨＣＰ──については入社後しばらくしてから調しらべたことがある。どちらもエンドユーザーにＩＰアドレスを意い識しきさせないための仕組みだ。

　今更言うまでもなくインターネット上の全すべての機器はＩＰアドレスという識別子──番号で通信している。本来であればユーザーは各端末にこの数字を設定、所属するネットワーク（サブネット）や通信の投げ先（デフォルトルート）を指定しなければならない。ウェブやメールの利用も同様、通信したいサーバを番号で指定しアクセスする必要があった。

　だが一般ユーザが全てネットワークの知識を持っているはずもない。ＩＰアドレスの設定？　何それ？　という人もいれば、数字とＵＲＬ／メールアドレスを紐ひもづけて考えられない者もいるだろう。

　そうしたユーザーのために設定・アクセスを自動化・簡かん便べん化かするのが両サーバの役目だった。

　順に見ていこう。まずはＤＮＳ、これはインターネットにおける電話帳のようなものだ。あるホスト名がどのＩＰアドレスに対応しているかを検索・回答してくれる。たとえばgoogleにアクセスしたい時、実アドレスである74.125.153.103をブラウザに打ち込む者はいないだろう。google.jpまたはgoogle.co.jpなどと入力するはずだ。クライアントはこの名前をＤＮＳサーバに問い合わせ対応するＩＰアドレスを取得・接続する。結果としてユーザーはウェブサイトの実アドレスを意い識しきせずコンテンツを閲えつ覧らんできるわけだ。

　次にＤＨＣＰ、Dynamic Host Configuration Protocol。

　直訳すれば『動的ホスト（ＰＣ）設定手順』とでもなるのだろうか。こちらはまぁ読んで字のごとく、ＰＣのネットワーク接続を自動化してくれる仕組みだ。スイッチポートにパソコンを繫つなぐだけであとは勝手にアドレスやデフォルトゲートウェイが付与される。全然意識していなかったが、自宅のブロードバンドルータにもこの仕組みが採用されているらしい。道理で何も考えずインターネットに接続できたはずだ。意外なところに意外な技術、勉強の種はどこにでも転がっているということか。

　今回のお客さん──オリヴィエはこれらの機き能のうを自前のＷｉｎｄｏｗｓサーバで動かしていたようだ。だが管理が煩はん雑ざつになってきたのとＩＰｖ６対応を推し進めるため、専用アプライアンス導どう入にゆうを決めたらしい。

　将来的には全拠点のアプライアンスをグリッド・モジュールで集中管理することも検討しているとのことだった。ＮＴＰ（時刻同期）サーバ・認証基き盤ばんなども統合し拠点インフラのハブにしていくのだとか。

　なんとも希け有う壮大な話。エンジニア魂を揺さぶられる未来予想図。──だが実のところこうした説明は今回の作業に何の関係もない。なぜなら工こう兵へいに与えられたミッションはただ単純に機械を設置・電源をつけることでしかないからだ。

　まぁＬＥＤの確かく認にんやインタフェースへのｐｉｎｇ打ちくらいあるだろうが、基本機械の中身をどうこうする予定はない。中にどんな設定が入っているかまったく意識不要だった。

　ぱらりとページをめくる。

　手順一、事前送付済みの機器を開かい梱こん。

　手順二、チェックリストを用いて内容物を確認。

　手順三、ラックマウント、配はい線せん。

　手順四、ＬＥＤ確認後、ラムダコムのエンジニアに連絡。

　以上。

　単純極まりない。わざわざエンジニアを出す必要があるのか疑いたくなる内容だった。

　……こんなもん現地のお客さんでもできるんじゃないのか？

　訝いぶかしげな工兵に、だが室むろ見みは昨晩仏ぶつ頂ちよう面づらで答えたものだった。

『あんたエンドユーザーがどれだけＩＴリテラシーないか分かってないでしょ？　電話線とＬＡＮケーブル、電源コードの区別もつかない人達よ。そんな担当者にラックマウントだＬＥＤ確かく認にんだと言って伝わると思う？』

　……まぁ、伝わらないだろうな。

　ふっと、実家の父親が思い浮かぶ。こないだ電話した時、やたら「グルグル」「グルグル」言っているので何かと思ったら「ググる」のことだった。「グルグル」って、どこの魔ま法ほう陣じんだ。確たしかにあのレベルの人に作業をお願ねがいするくらいなら、多少金がかかってもエンジニアを雇った方がいい。

「西にし新じん、西新」

　おっと。

　車内アナウンスが目的地への到着を告げる。工こう兵へいはクリアファイルを鞄かばんに押し込むと座席から立ち上がった。




　地下鉄駅を出て北上する。二十分ほど歩くと住宅地が途と切ぎれリゾート地のような景けい観かんが現れた。南なん欧おう風ふうのマンションやホテル、ショッピングセンターが整せい然ぜんと立ち並んでいる。

　空が広い。十月の太陽がアスファルトに明るい光を落としていた。気候が穏おだやかなせいか、どことなく日本離ばなれした景け色しきにも思える。更に進んで行くと周囲の建物が近代的なオフィスビルに入れ替わった。海沿いに電波塔と思おぼしきガラス張りのタワーが見える。

（えーと……確かこのへんだよな）

　地図を確認、福ふく岡おかタワーがあれで海があっちだから……ああ、あそこか。

　交差点の向こうに八階建てのビルを認める。一見普通の建物だが中は某キャリアのデータセンターになっているらしい。福岡近郊のオリヴィエ拠点を集約する地方ハブとのことだった。

　横断歩道を渡りながら携帯を取り出す。

　とりあえず無事着いた旨むね、室むろ見みにメールしておくか。ちゃんと起きれたか心配してるだろうし。……ていうか室見さんこそきちんと布団出られただろうな。

　電話帳からアドレスを選択、新規メール作成。

　───。

『桜さくら坂ざか：無事つきました、今データセンター前です』

　送信。

　数秒遅れて返信メールが届く。

『室見：迷った』

　………!?

『桜坂：ま、迷ったってどういうことですか？　室見さん今日きよう札さつ幌ぽろですよね。一体どういう動き方してるんですか!?』

　彼女の作業場所は札幌駅の至近、千ち歳とせ空くう港こうからなら電車で一本だ。どう考えても迷うはずがない。そう思ったのだが。

『室むろ見み：電車乗ってたら苫とま小こ牧まいとかいう駅に着いた』




　逆だー！




　え、あれ？　苫小牧って確たしか空港からの直通便とかなかったよね？　わざわざ電車乗り継いで迷ったの？　何してるのこの人!?

　慌てて私用携帯を取り出し路ろ線せん図ず検索、表示された情報を転記する。

『桜さくら坂ざか：とにかく千ち歳とせ線せんの下り、札さつ幌ぽろ行きの電車に乗ってください！　終点まで降りちゃ駄だ目めです。さっ、ぽ、ろ、えきのアナウンスがあるまで大人おとなしく座っていてください！』

　送信。

　一息つき額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　まったく……なんてスケールのでかい方向音痴だ。いや引きこもりだし、東とう京きようの土地勘も大概怪しかったけど。にしても、ねぇ。

　まぁでもこれだけ念押しすれば大丈夫だろう。溜ため息いき混じりに独りごちた瞬しゆん間かん。

『室見：……ねぇ、函はこ館だて行きってやつが来てるんだけど、これ乗っちゃ駄目？』

　駄、目、に、決、ま、っ、て、ん、だ、ろー！

　ほ、本当にもう！　この子供上司ときたら……！

　学校で地理の授業ちゃんと受けたのか!?　実は見かけ通り中学生で、社会科は未み履り修しゆうってオチじゃねーだろうな!?　あーもう、まったく！　世話の焼ける！

　………。

　結局、時刻表と乗車ホームまで調しらべ上げ室見にメールした。次に停車した駅名を教えてもらい路線図チェック、札幌行きであることを確かく認にんしようやく安あん堵どする。

　気づけばすっかり時間が経過していた。時刻は午後十二時四十分、入にゆう館かん十分前。今からではコンビニ弁当を買いに行っている余裕もない。

　ああもう……結局昼ご飯食べられなかったし。

　嘆息を一回、諦あきらめてビルのエントランスをくぐる。

　ＤＣのフロアは三階だった。案内表示を確認し目的階に。エレベーターを降りるとすぐセンターの受付スペースだった。年若い男性スタッフがカウンター向こうで立ち上がる。工兵は荷物を肩にかけなおした。

（えーと……まずは入館手続きか）

　データセンターはセキュリティの都合上、事前申しん請せいされた人間しか入れないようになっている。登とう録ろくされた担当者（今回はラムダコムのエンジニアか）が入館者情報をメールし、限られた日時のみ作業を許可される仕組みだ。

　もちろん入にゆう館かん者しやの本人確認はきっちり行われる。写真つきの身分証を要求されるし、厳きびしいセンターなら生体認証まで行われたりする。このあたり普ふ段だんなら横で室むろ見みが細々指示してくれるが今日きようは自分一人ひとりだ。全すべて自前でこなさなければならない。大したやりとりではないが……やっぱり緊きん張ちようする。

「こんにちは」

　会釈しつつカウンターに歩み寄る。男性スタッフは「こんにちは」と慇いん懃ぎんに頭を下げてきた。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかです。本日十二時五十分で入にゆう館かん申しん請せい出ていると思うんですが」

「お待ちください」

　男性スタッフは手元の端末に視し線せんを落とした。マウスクリックを数回、片かた眉まゆを持ち上げる。

「……すみません、もう一度御おん社しや名めいとお名前よろしいでしょうか」

「え？　……あの、スルガシステムの、桜坂です」

　カタカタとキータッチの音が響ひびく。

　男性は難むずかしい表情で画面を見つめていたが、ややあって首を捻ひねった。

「いえ……申請はいただいていないですね」

「……は？」

　工こう兵へいは瞬まばたきした。

「い、いや、そんなはずありませんよ。十二時五十分入館でスルガシステムの桜坂ですよ。本当に出てませんか？」

「うーん……ないですねぇ」

　そんな馬ば鹿かな。

「ちょっと、ちょっと待ってください。確かく認にんします」

　短く言って壁かべ際ぎわに退たい避ひ。携帯を取り出しラムダコムの外線をコールした。呼び出し音が数回響いた後、電話が繫つながる。

『はい、ラムダコムです』

「あ、もしもし。私スルガシステムの桜坂と申しますけど」

『お世話になってます』

「お世話になっております。あの……オリヴィエ様の作業についてなんですが。ご担当者様、いらっしゃいますでしょうか？」

『オリヴィエさん……の作業ですか』

「はい」

『少々お待ちください』

　訝いぶかしげに告げて声が離はなれる。電話向こうから『おい、オリヴィエさんの件って誰だれがやってるんだっけ』『え、作業の内容？　いや、ちょっとそこまで聞きけてないけど』というやりとりが聞こえてきた。

　工兵は口元を歪ゆがめた。不安が黒雲のように湧わき上がってくる。なんだろう、ひどく嫌いやな流れだった。

　昨日きのうの打ち合わせを思い出す。散々手順を詰めたあとラムダコムのエンジニアが突然「僕、明日あした別件で外しますから」と言い出したのだ。無む論ろん呆あつ気けに取られた。何言ってるのこの人？　寝不足でおかしくなったの？

　だが先方は自信満々に「代わりの人間をアサインします」と言いきった。「オリヴィエの件と言えば分かるようにしておきます」「スケジュールはちゃんと引ひき継ついでおきますから」──そう断言されたから安心していたのだが。

『お待たせしました。すみません、担当の者がただいま打ち合わせに入っておりまして。戻り次第折り返しという形でよろしいでしょうか』

　全然引き継がれてないし！

　血相を変え携帯にかぶりつく。

「いや、いやいや、それはちょっとまずいです。今お客さん先なんですけど、入にゆう館かん申しん請せいが出ていないらしくて中に入れないんですよ。作業時間も近づいているので、早急に連絡をお取りしたいんですけど」

『あー、えーっと……うちが入館申請出すことになってるんですか？』

「はい」

　緊きん張ちよう感かんのない相手に説明し続けること数分、ようやく「すぐ折り返させます」の言げん質ちを取る。

　電話を切り壁かべ際ぎわの長なが椅い子すに腰掛ける。じりじりしながら待っていると携帯が震ふるえた。

『もしもしぃ、スルガシステムの方ですかぁ』

　奇妙に間延びした声が響ひびいた。抑揚の少ない、だがやや尻しり上あがりな声こわ音ね。どこかの方言だろうか？　ひどくゆったりした調ちよう子しで聞こえてくる。相手は工こう兵へいの焦しよう燥そうを気にかけた様よう子すもなく続けた。

『すみません、ちょっとスケジュールとかちゃんと引き継げてなくて。えー、オリヴィエさんのサーバリプレースですよね？』

「はい」

『今ＤＣにいらっしゃるんですかぁ？』

「ええ」

『じゃあ作業始めてもらって。終わったら確かく認にんしますんで連絡もらえますか』

　いやいやいやいや。

「あの……さっき別の方にお伝えしたんですけど、入館申請が出ていないらしいんですよ。なので今サーバルームに入れなくて」

『ええぇ？』

　なんだぁそれぇと相手がつぶやく。

　それはこっちの台詞せりふだ。

「とにかくそういうわけなんで、今申しん請せいメール出してもらえると助かるんですけど」

『ははぁ……うーん』

　曖あい昧まいな返答。訝いぶかしげに唸うなった後。

『申請メールのフォーマット、どこにあったかなぁ』

　知らねぇよ！

　ていうかこの人の喋しやべり方かた、誰だれかに似てるな。平坦でアクセントの少ない声こわ音ね。……誰だっけ？　芸能人──じゃなくて解説者……でもなくて、ああ、分かった。あれだ。

　つぶやきシロー。

『あぁありましたぁ、じゃあ送りますんで。えー……コールバック認証終わったらまた電話する形でいいですか』

「はい、お待ちしています」

　電話を切って一息つく。やれやれ、これでなんとか──

　瞬しゆん間かんブゥンと電話が震ふるえた。

「もしもし？」

『あぁすみません、入にゆう館かん情報のお名前と会社名？　教えてもらえますか。事前にお聞きしているかもしれないですけど、こっちに情報来てなくて』

「………。スルガシステムの桜さくら坂ざか工こう兵へいです。社名はカタカナ、名前は桜の坂に工事の工、兵隊の兵で」

『スルガシステムのぉ……桜坂さん。……あぁそうだ。あと一個、すぅごく今更な話なんですが』

「？　なんですか？」

　シローさん（仮称）は一拍おいた後、悪びれた様よう子すもなく訊たずねた。

『そもそも桜坂さん、今どこのＤＣにいるんでしたっけ？』

「………」

　───。

　血管がブチ切れそうなやりとりの末、なんとか入館手続きを終える。受付で事前送付された機き器きを受け取りサーバルームに、台車の音を響かせながらラックにたどりついた。

　鞄かばんからカッターナイフと手順書、ノートＰＣを取り出す。機器を開かい梱こんしながら工兵は手順書を眺めた。えー、まずは設置場所の確かく保ほか。ラック図にマークされた機器を取り外しスペースを空けること。

　資料を見ると下から２２Ｕ目（１Ｕは４４・４５ミリ）にラックマウント型サーバが描かかれている。用途はファイルサーバ（新機器にリプレース済み）。既にシャットダウンされているため問答無用で撤てつ去きよしてよい、と。

　よぉし、じゃあちゃっちゃと外しちゃいますか。

　ドライバー片手に腰を浮かせる。ラック扉を開け２２Ｕ目を確かく認にん、目当てのサーバが。

　………。

　ない。

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　かぶりを振りもう一度覗のぞき込む。やっぱりない。いや……正確に言えば機き器きは設置されている。２２から２３Ｕ目に一台、暗灰色の装置が。だがどう見てもサーバではない。何十本ものケーブルが差し込まれＬＥＤを煌きらめかせている──紛うことなきネットワークスイッチだった。

（……えーと）

　工兵はラック図を見下ろした。資料を逆さに見ている、Ｕを数え間違えている、そもそも別拠点のドキュメントを参照している。考え得る限りの可能性を排除した結果、工兵は確信した。

　これ……資料間違ってるぞ。

　更新漏れか転記ミスか。とにかく資料と現況が異なっている。アプライアンス設置予定場所にあるのは現役バリバリ、絶ぜつ賛さん稼か働どう中ちゆうのネットワーク機器だった。

　工兵はＤＣ貸与のＰＨＳを取り上げた。先程聞いておいたシローさんの携帯番号にダイヤルする。




『はい、もしもし』

「すみません、スルガシステム桜さくら坂ざかですけど」

『あぁ、どうもぉ。終わりましたか？』

「終わってないです。えーっとですね、設置予定の場所に別の機器が入ってるんですけど」

『えぇ？　なんだぁそれぇ』

　だからそれはこっちの台詞せりふだ。

「ラック図、古いのをいただいているかもしれないんで、ちょっと確認いただけますか。ちなみに３５Ｕ目の棚板、ビスとケーブルしか載っていないんで、これ外してよければ設置場所にしちゃいますけど」

『あー……ううん、それはちょっと確認しないと。オリヴィエさんに訊きいてみるんで、少し待ってもらえますかぁ』

「はい、お願ねがいします」

　電話が切れる。

　───。

　十分。

　二十分。

　三十分。

　………。

　おい待てこら。

　工こう兵へいはシローさんの番号にリダイヤルした。

『あぁ、はいはい』

「すみません、状況どんな感じでしょう？」

『いやぁ、オリヴィエさんの担当者がつかまらなくてですねぇ、今うちのアカウントエンジニアに確かく認にんしてるところです』

「………。あの、ちょっとうかがいたいんですけど、これ作業時間とか大丈夫なんですか？」

『作業時間？』

「設置が長引いたらお客さんの業務に影えい響きよう出ちゃうとかないんですか？」

『んー』

　シローさんは鼻をすすった。

『大丈夫じゃないですかねぇ。休日ですし、午後いっぱい監かん視し静せい観かんかけてるようですから』

　ふむ……。

『というわけで二十四時までは大丈夫ですよ』

　………!?

「い、いやそれはちょっと困ります。僕、明日あしたの広ひろ島しま作業も担当なんですよ。今日きよう中じゆうに移動しないと朝一の入にゆう館かんに間に合わなくなるんで」

『ははぁ』

　相手はなぜか感心したようにうなずいてきた。

『それなら急がないとぉまずいですねぇ』

「はい」

　答えつつ工兵は額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　……って、マジで二十四時まで引っ張っていいと思ってたのか、この人。ありえねぇ、……シローさんやばすぎる。

　戦せん慄りつする工兵に、だが相手はあくまでのほほんとした口く調ちようで告げた。

『とにかくエンジニアの確認が取れ次第ご連絡しますんで、もう少々お待ち──あ……ああ、来た来ました。すみません、このまま待っていてもらえますか』

「はい……」

　シローさんの声が遠ざかる。

　そのまま放置されること四分、五分、六分。いい加減電話を切ってやろうかと思った頃ころ、通話口に声が戻ってきた。

『すみません、お待たせしました。さっき教えていただいた３５Ｕ目……でしたっけ。そちらに入れてもらってＯＫです』

「了解しました」

　やっと方針が決まった。安あん堵どして電話を切る。さて……機き械かいを出してラックマウントの準備に取りかかるか。内容物を確かく認にん、本体よし、電源ケーブルよし、イーサネットケーブルもよし。で取り付け金具が……

　………。

　ない。

　携帯を取り出してリダイヤル。

「もしもし、スルガシステムの桜さくら坂ざかです。すみません送付物に取り付け金具が入ってないんですけど」

『えぇ？　なんだぁそれぇ』

　工こう兵へいは空箱を蹴けり飛ばした。
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　十月四日（日）ＡＭ９：４５　株式会社オリヴィエ　広ひろ島しま支社




「あ、もしもし。スルガシステムの桜さくら坂ざかです。すいません、今お客さんオフィスの玄関にいるんですけど……インターフォン鳴らしても応答がなくて、というかぶっちゃけ誰だれも出勤してないっぽいんですけど。どうしたらいいですか？」

『えー？　おっかしいなぁ。ちゃんと立ち会ってもらうよう連絡したはずなんですけど。……分かりました、お客さん捕まえますんで少し待たい機きしててもらえますか』

「………。少し待機って、どのくらいでしょう」

『まぁ休日ですしねぇ、二時間か三時間か、そのくらいで』

「………」
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　十月五日（月）ＡＭ８：００　株式会社オリヴィエ　神こう戸べ営業所




「スルガシステムの桜坂です。すみません、今もうお客さん先なんですけど、立ち会い者の方が機器の設置場所分からないと仰おつしやってて。ラックマウントか棚置きかとか、そのあたりも決まってないっぽいんですがどうしましょう？」

『えー？　おっかしいなぁ。ちゃんと先方で考えといてもらうよう依頼したはずなんですけど。……ううん、じゃあ仕方ないですね、そっちで適当に場所決めちゃってもらえますか』

「適当に……って、お客さん、ケーブルの繫つなぎ先さきとかそのへんの構成も分かってないみたいですけど」

『うーん？　そのへんのＰＣのＬＡＮケーブルたどっていったら、大本のラックにたどりつけないですかね？』

「………」
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　十月五日（月）ＰＭ３：００　株式会社オリヴィエ・ロジスティクス　京きよう都と流通センター




「スルガシステムの桜坂です。えーと……設置後の通信確かく認にんお願ねがいしてからそろそろ二時間になりますけど状況どんな感じでしょう？　お客さんが早く帰らせろって相当お怒りな感じなんですけど」

『えー？　おっかしいなぁ。情シスの方からちゃんと事情説明してもらってるはずなんですけど。……いやぁ、実は新しん機き器き用の通信ポリシーをファイアウォールに入れていなかったらしくて、今業者に設定変更を依頼しているんですよ』

「……な、なるほど。じゃああと一、二時間……五時くらいまでには全部終わると言っておけば大丈夫ですかね？」

『いやぁ？　原則一営業日以内のベストエフォート対応らしいんで、そこをなんとかと、今日きようの二十二時までには設定終わらせてもらえるよう鋭えい意い調ちよう整せいしてるところです』

「………」
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　十月五日月げつ曜よう日び、午後十一時。

　工こう兵へいは梅うめ田だのビジネスホテルにいる。

　チェックイン終了後、とるものもとりあえずベッドに倒れ込んだ。スーツがしわくちゃになるのも気にならない。気を抜けばそのままずぶずぶとシーツに沈み込んでいきそうだった。

　疲れた……

　顔を横に向け半はん眼がんとなる。窓の外に大おお阪さかの夜景が広がっていた。見み慣なれぬ形状の高層ビル、真しん紅くに瞬またたく航空障害灯。分厚いガラス越しでもざわざわという喧けん噪そうが伝わってくる。

　普ふ段だんなら「初めての町だし遊びに行ってみるか」とでも思うところだ。だがさすがに今日は無理だった。明日あしたは午後一で大阪データセンター作業、夜には名な古ご屋やへ移動しなければならない。一息ついている余裕などなかった。

（……なんて案件だ）

　工兵は嘆息した。

　まったく、ぐだぐだもいいところだった。事前調査は皆無、資料と現況はことごとく異なり誰だれも正せい確かくな構成を把握していない。想定外の事態が起こる度たび作業はストップしシローさんの確認を待つこととなる。もちろんその間工兵にやれることは何もない。ただひたすらお客さんの白い目に耐え続けるだけだ。針のむしろとはまさにこのことだった。まだ自身のオペレーションで手間取った方が気楽だ。

　ああ……室むろ見みさんにレポートしなきゃ。

　萎なえた意い識しきを奮ふるい起こし起き上がる。お互い遠隔地ということもあり、毎晩その日の作業結果をチャットで報告し合っているのだ。不都合があれば室見経由でラムダコムにエスカレーション・調整……という流れだったのだが、蓋ふたを開けてみればトラブルだらけでただの愚ぐ痴ち吐き大会になっていた。

　とはいえ部下としてホウレンソウはきっちりしなければならない。工兵は寝転がったまま鞄かばんからＰＣを取り出した。電源オン、モバイルカードを繫つなぎＶＰＮ接続、会社のＩＲＣ（チャット）サーバに接続する。

　室むろ見みは……オンラインか。確たしか今日きようは郡こおり山やまに泊まっているはずだ。




桜さくら坂ざかＰＣ：室見さん、室見さん、いますか？




　待つこと十数秒、画面に返信が現れる。




室見ＰＣ：遅い。何してたのよこんな時間まで、もう寝ちゃいそうだったわよ。




　う、なんか不ふ機き嫌げんだ。慌てて謝しや罪ざいする。




桜坂ＰＣ：すみません、ちょっと作業が長引いてて、今ホテルについたところなんです。

室見ＰＣ：へー、作業が長引いて、ねぇ。ふぅんそうなんだぁ。

桜坂ＰＣ：な、なんですか、疑わしげな感じで。僕噓うそなんかついてませんよ。

室見ＰＣ：さっきお客さんから電話があって、桜坂さんは午後二時に引き上げました、西にし中なかのガールズバー行くから急いでたみたいですって言われたわよ。




　………!?




室見ＰＣ：なーんてね☆　うっそー、びっくりした？　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]




　………。

　うわぁ……やばい、超殴りたい。

　工兵はこめかみをひくつかせながら返信した。




桜坂ＰＣ：……室見さん、嫌いやなことがあったからって僕に当たるのやめてもらえません？　その調ちよう子しだと、今日きようの作業も大概だったみたいですけど。

室見ＰＣ：………。大概なんて言葉じゃ語り尽くせないわよ……




　室見のコメントは呪じゆ詛そのようだった。




室見ＰＣ：接続予定のスイッチに空きポートがなくて急きゆう遽きよカスケードスイッチを準備。そしたら今度はコンセントの空きが足りないって言われて、ホームセンターまで電源タップ探しに行ったのよ？　それだけでもムカつくのに顧こ客きやくの現地担当者、「あ、ホームセンター行くならついでにインクカートリッジも買ってきて」とか言い出して。五千円渡されて「釣りはいいから」とか。ほんっと私のことなんだと思ってるのよ。エンジニアを馬ば鹿かにするにも程があるわ。

桜さくら坂ざかＰＣ：……かける言葉が見当たりません。

室むろ見みＰＣ：おまけにホームセンターの店員、『お嬢じようちゃん何年生？　お遣い偉いねぇ』とか言い始めるし。帰り道に知らない人から『小学生一人ひとりじゃ危ないよ、お家うちまで送ろうか？』って声かけられるし。なんなのよこの町。どいつもこいつも人を馬鹿にして。

桜坂ＰＣ：それは……人情味溢あふれるよい町ってことじゃないですか？

室見ＰＣ：最近の小学生はスカートみじけぇなぁ、ハァハァって言われた。

桜坂ＰＣ：変態さんだった！




　てかまたスカートで作業してるのかよ……この人。相変わらず無防備極まりないな。頼むから自分のいないところで犯罪とかに巻き込まれないでくれよ。やきもきしながら考えていると、室見が「で？」と話題を切り替えてきた。




室見ＰＣ：私の話はともかくあんたはどうなのよ。ちゃんと作業終わったの？

桜坂ＰＣ：……ああ、えーと、それはですね。




　記き憶おくを探りつつ今日きようの作業をレポートしていく。神こう戸べ営業所での設置場所探し、京きよう都と拠点での待ちぼうけ、ファイアウォールの設定漏れなど、を思いつくまま説明していった。

　一通り報告したあと、工兵は嘆息した。言葉にまとめると一層疲労感が増してくる。一体自分は何をやってるのか、休日全部潰つぶしてまで、惨みじめすぎると思った。




桜坂ＰＣ：というか本当なんなんですこの案件？　ＰＣ使うって言っても精々ｐｉｎｇ打ちくらいですし、基本力作業か顧こ客きやく対応じゃないですか。こんなのもＳＩｅｒの仕事なんですか？

室見ＰＣ：ＳＩっていうか……まぁＣＥね。

桜坂ＰＣ：ＣＥ？

室見ＰＣ：カスタマーエンジニア。サーバーやアプライアンスの設置、保守点検を専門に行う職しよく種しゆのことよ。




　へぇ……。

　そんな分類があるのか。初めて聞く言葉だった。設計に関わらず現場作業だけをやるエンジニア、そんなのが職種として成り立つのか。まぁ言われてみれば機き器き故障の時、ハードウェアベンダーに連絡して交換に来てもらうけど。そうか……あれがＣＥか。




室むろ見みＰＣ：まぁＣＥと言っても業務内容はまちまちだけどね、現地で設定チェック、チューニングするようなケースもあれば、今回みたいに純粋な作業員として派遣される場合もある。案件によって必要とされる技術力も異なってくるし、障害事案か否かで対応のスピード感も違う。ただ基本的な区分けとしてはさっきも言った通り。ＳＥは原則リモート対応・上流工程寄り、ＣＥは現場寄りね。

桜坂ＰＣ：なるほど……。

室見ＰＣ：ねぇ桜さくら坂ざか。




　室見のコメントが一いつ瞬しゆん、険しさを増したように思えた。




室見ＰＣ：あんた、さっき「こんなのＳＩｅｒの仕事なんですか？」って言ったけど。物理的なプラットフォームなしにインフラは稼か働どうしないのよ。机上でいくら構成図を捻ひねくり回しても、基き盤ばんとなる機き械かいが設置されなければシステムは動かない。そして現地の設置・保守作業には電源のオフ・オン手順やラッキング、整せい線せんといった独自のノウハウが存在する。あんただって分かったでしょ？　今回の件で、電源の手配や空きポートの確かく保ほ、そういう細かい準備がどれだけ大切か。

桜坂ＰＣ：……それは、……はい、確たしかに。




　嫌いやと言うほど。




室見ＰＣ：だから「こんな単純作業はエンジニアリングじゃない」とか馬ば鹿かなことは言わないで。システムは全階層レイヤがきちんと自分の役割を果たしてこそ機能する、どの技術要素が偉いとか偉くないとか区別しちゃ駄だ目め。

桜坂ＰＣ：……すみません。




　恐きよう縮しゆくする工こう兵へいに室見は諭さとすような調ちよう子しで続けた。




室見ＰＣ：あんた最近ＰＭだプリセールスだって上流工程ばっかり関かかわってたでしょ？　いい機会だからこのあたりで一度現場の感覚を取り戻しておきなさい。ＷＢＳで一言「設置作業」と書かれている内容に何が含まれているのか。適正なエンジニアリング工数を見み積つもるのにどういう考こう慮りよが必要なのか。




　室見のコメントに工兵ははっとなった。

　そうか……ひょっとして今回の作業、社長の無む茶ちや振ぶりというのは口実で、実は室見さんなりのＯＪＴだったんじゃないか？　ＰＭ・プリセールスエンジニアと来て、やや頭でっかちになっている自分を戒いましめようとしていた──とか。

　であれば半ば強引に三連休を取り消してきたのも得とく心しんできる。こんな案件を受注する機き会かいは滅めつ多たにない（あったら嫌いやだ）。自分に現場の感覚を叩たたき込むため、心を鬼にし業務をねじ込んできたのだとすれば。

　………。

　工こう兵へいは拳こぶしを握りしめた。なんとも言えない感慨が胸に湧わき起こってくる。やっぱり室むろ見みさんは凄すごい。こんな時でさえ自分の成長──キャリアパスを考えてくれているなんて。感動に突き動かされるまま工兵はキーボードを叩たたいた。




桜さくら坂ざかＰＣ：すみません、僕、室見さんのこと誤解してました。人手不足で泥どろ縄なわ式しきにアサインされたとばかり思ってましたけど……ちゃんと考えがあってのことだったんですね。社長の無む茶ちや振ぶりでさえＯＪＴに使う機転、深しん慮りよ遠えん謀ぼう。いやはやお見それしました。さすがは室見さん、上司の鑑かがみです。

室見ＰＣ：……へ？




　十数秒の沈ちん黙もく。




室見ＰＣ：そ、そうよ、よく分かってるじゃない。これも教育の一いつ環かん、ＯＪＴカリキュラムの一つよ。間違っても手近にいる人間を捕まえたわけじゃないわ。誰だれでもいいとか、猫の手でも借りたいとか、あ、桜坂いたチャーンス！　とか、そんなこと欠片かけらも思ってなかったから。




　………。

　深慮遠謀ではなかったらしい。

　……なんだよもう。折せつ角かく見直したのに……感動して損した。

　工兵は溜ため息いきを一つ、疲れきった表情でコメントした。




桜坂ＰＣ：まぁ……経けい緯いはどうあれ、折角の機会ですから色々勉強してきますよ。ＣＥ──カスタマーエンジニアの業務ってやつを。




　室見は「うん」と申し訳なさそうにリプライしてきた。




室見ＰＣ：悪いけどあと二拠点だけお願ねがい。終わったら今回の代休消化していいから。

桜坂ＰＣ：はい。室見さんもあんまり無理しないでくださいね。

室むろ見みＰＣ：私は大丈夫よ。慣なれてるし。じゃ、そろそろ寝ておくわね。おやすみ。

桜さくら坂ざかＰＣ：おやすみなさい。




　短く挨あい拶さつを交わしチャット切断、ＰＣからログオフする。工こう兵へいは鞄かばんをベッドから降ろし仰あお向むけになった。

　明日あしたは……十三時現地入りか。

　久しぶりにゆっくり眠れそうだった。天てん井じようを眺めているうち徐々に意い識しきが遠ざかっていく。

　その晩、──工兵はシローさんに耳元で延々とつぶやかれる夢を見た。




　　　　[image: ]




　翌六日午前十時。

　工兵はチェックアウト時間ギリギリに出しゆつ立たつし、梅うめ田だの町に繰くり出した。

　アバンザのジュンク堂書店で新刊コミックを購こう入にゆう、桜さくら橋ばし交こう差さ点てん角のスタバに入る。サンドイッチとショートラテを頼み窓際の席に着いた。

　鞄から作業場所の地図を取り出す。目的地は……北きた区く堂どう島じま？　ここからなら歩いて十分もかからないか。十二時半に出発すれば二十分前には到着する。ゆっくり朝食を味わいメールチェックして、……うん、買ってきた漫画も読み終えられるな。なんと優ゆう雅がなモーニング。普ふ段だんの平日では考えられない気ままさだった。ついつい出来心で出張も悪くないななんて思えてくる。……まぁ実作業が始まればそんな余裕、粉こな微み塵じんに吹き飛んでしまうのだろうが。

　工兵は嘆息しコミックを取り上げた。表紙中央にスーツ姿の女の子が描かれている。最近人気急上昇中のオフィス・ラブコメだった。主人公は新社会人の男の子、たまたま入った職しよく場ばはなぜか女の子だらけで、主人公を巡り恋のさや当てが勃ぼつ発ぱつする──という話だった。ある意味ベタなのだが自分と同じ新米社会人視点ということもあり妙に面おも白しろい。深夜残業で気になる女子社員と二人ふたりっきりになったり内ない線せん電話でいきなり告こくられたりと、読んでいて飽きなかった。

　本巻では他部署のややストーカーっぽい女性社員が登場する。彼女は他ヒロイン同様主人公に好意を持ちライバルの多さにやきもきしている。なんとか競きよう争そう相手に先んじねばと強引なアプローチをとるのだが、それが報われないと分かった瞬しゆん間かん、常軌を逸した行動に……という筋だった。

　いやもう本当、この女性社員が怖いのだ。主人公の行く先々に現れ、あたかも偶然会ったかのように挨拶してくる。客先や業者のオフィス、出勤前・帰宅途中の路上、果ては自宅前に至るまで。影かげのごとく主人公に付きまとってくるのだ。恐怖を感じた主人公は密ひそかに調ちよう査さを開始し彼女が自分のスケジューラをチェックしていることに気づく。そしてダミー予定を入れまくることで追跡を振りきるのだが……。

（………）

　ページをめくりながら工こう兵へいはごくりと唾つばを飲んだ。

　最後のシーンで主人公が社内イントラにアクセスしている。ほとぼりも冷めたしスケジューラをもとに戻すか、そう思ったらしいが──

　週予定のページはびっしり書き込みで埋まっていた。自分の入力した予定は全消去され、たった一つのセンテンスが何十、何百、何千行と書き連ねられている。




『どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？　どこですか？』──




　きゃあああああ！

　工兵は本を閉じた。

　怖い怖い怖い。

　なんてところで終わるんだ。……これ絶対ラブコメじゃないだろ。次回以降どうやって続けるつもりだよ。サロメか、それとも阿あ部べ定さだオチか。

　呼吸を整ととのえマグカップに口づける。

　まったく……社内恋愛なんてするもんじゃないな。人間関係が濃のう密みつすぎるし、うまくいかなかった時のダメージも計り知れない。学校なら数年経たてば卒業──関係リセットできるが、会社は基本終身雇用だ。愛憎は当事者の退たい職しよくまで残り続ける。ましてや三角関係など……ううん考えるだに恐ろしい。

（その点うちの会社は平和だよなぁ）

　室むろ見みさんは仕事以外興きよう味みないし藤ふじ崎さきさんは家庭第一、社長は……よく知らないけど社員に手を出したりしないだろう。個人的にはカモメさんともう少し深い関係になりたいが、あの人は自分など眼がん中ちゆうにないだろうし。このコミックみたいなことはどう考えても起こりそうに──

　………。

　いや、待て。

　なんか最近似たようなことがなかったか？

　行く先々で社内の人間と会う。予想外のところで知人に挨あい拶さつされる。あと帰宅途中に偶然同僚と合流する、とか──

　数すう瞬しゆん考えた末思い出す。

　そうだ梢こずえさんだ。

　ＯＳ部の同僚、姪めい乃の浜はま梢。

　先々週だったか、客先で梢こずえと鉢合わせた。普ふ段だん内勤の彼女がなぜと思ったが、その時は確たしか電源障害か何かの謝しや罪ざい訪問と説明されたように記き憶おくしている。更に先週、データセンターの休きゆう憩けい室しつで彼女と遭そう遇ぐうした。ちょうど監かん視しルータの設置日という話で、そんな偶然あるのかと感心したものだが……うん？　待てよ。こないだの休日、秋あき葉は原ばらのゲーセンで彼女に会わなかったか？　欲しいプライズがあるから久しぶりに訪れたとか言っていたが。

　………。

　ま、まさかねぇ。いや、確かにちょっと梢さんサイコなところあるけど。にしたって、ねぇ？　ただでさえ忙しい人なんだし、自分なんかを追いかけ回す余裕あるわけないだろう。まったく自じ意い識しき過剰にも程がある。いやだなぁ自分ったら、あは、あはははは。

　だが考えれば考えるほど不ふ審しんな記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　そういえば最近、やたらに梢と帰るタイミングが一致していないか？　オフィスを出ようとしたらエントランスで遭遇したり、エレベーターに乗った瞬しゆん間かん、彼女が駆け込んできたり。まるで自分の退社時間がウォッチされているかのような……

　工兵は卓上のコミックを見下ろした。

　作中のシーンが蘇る。暗い目で主人公のスケジュールを眺める女性社員。彼女は訪問先の社名から住所を割り出し自分の予定を調ちよう整せいする。なんとか主人公と出会えるように、前後の移動時間を計算し。

　ぶるりと身体からだが震ふるえる。

　いや、いや、やめよう。ただでさえ疲れているところにこんな本読むから妙なこと考えるんだ。梢が自分をつけているわけない。そう、気のせい、気の迷いだ。思い過ごし、錯さつ覚かく。考えすぎ──

「あれ？　桜さくら坂ざかさん？」

　噓うそぉぉぉぉおおおお！

　工兵は椅い子すから飛び上がった。窓を背に立ちすくむ。すぐそばに見み慣なれたワンピース姿の女性が立っていた。丸顔に小ぶりな鼻、唇。寝ね癖ぐせ頭あたまが愛らしい小動物系の女の子。
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　姪乃浜──梢。

　彼女はトレイ片手に目をしばたたいていた。もう一方の手でタブレット端末を抱えている。東とう京きようにいるはずの同僚はじっと工兵を見つめ、破顔した。

「やっぱり、桜坂さんだぁ」

　ぎゃあああああ！

　恐怖も露あらわに身を縮ちぢこまらせる。工兵は周囲の視し線せんも頓とん着ちやくせずかぶりを振った。

「か、勘弁してください。僕なんか追いかけても面おも白しろいこと何一つないですよ。首チョンパとか心中エンドとかマジ無理なんで。せめてもう少し甘酸っぱい方向性でいきましょう。そ、そうだ、とりあえず男だん女じよ７しち人にん夏なつ物もの語がたりあたりから」

「………？　なんだかよく分かりませんけど……スーツなんか着て桜さくら坂ざかさんお仕事ですか？　特に今日きよう運用がらみのイベントがあるとは聞いてませんけど──」

　本心から不ふ思し議ぎそうな口く調ちようだった。

　工こう兵へいは息を詰め、梢こずえの様よう子すをうかがった。小動物系の女の子はきょとんとした表情でたたずんでいる。本当になぜ工兵がここにいるのか分からない様子だった。

　工兵はしばらく沈ちん黙もくした後、ほうっと息をついた。

「仕事……ええ、そうです。仕事です。ちょっと室むろ見みさんの案件で現地作業があって、昨晩から梅うめ田だに泊まっているんです。……ていうか梢さんこそどうしたんですか？　こんなところで」

「私ですか？　私は単純に里帰り中ですよ。昨日きのうから一週間お休みいただいているんです」

「里……帰り？」

　意外な言葉に訊たずね返す。

　梢は小さくうなずいた。

「言いませんでしたっけ、私大おお阪さかの出身ですって」

「聞いてません……！　え、え、そうなんですか？　だって梢さん、言葉だって全然標準語じゃないですか」

「いややわぁ桜坂さん。そないなこと言うて、うち言葉崩れんか、いっつもドキドキしてんねん」

「完かん璧ぺきな関かん西さい人じんだ！」

　しかも一人称が「うち」とか……本当にいるんだ、そんなしゃべり方する人。

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの前で梢こずえは気恥ずかしげに咳せき払ばらいした。

「私ミナミの人間なんで……素のまましゃべるとちょっと言葉が荒いんです。以前部署の人に注意されたんで、意い識しきして言葉遣いをあらためてるんですけど……桜さくら坂ざかさんも気になるようでしたら遠えん慮りよなく言ってくださいね」

「ああ……はい、いや全然気にならないから大丈夫ですけど」

　なかなか意外なバックグラウンドだった。そうかぁ梢さん関西人なんだ。地方の出とは聞いていたがまさか大阪出身だとは。生き真ま面じ目めだしあまりボケツッコミとかしないから気づかなかった。

　感心して立ち尽くす工兵だったが、ややあってはっとなる。

「あ、すみません。ずっと立ち話しちゃってて。座ってください、机くっつけましょうか」

「え？　いいんですか、お邪じや魔まして」

「もちろんです。僕も知らない土地に一人ひとりで心細かったんで」

　どうぞどうぞと椅い子すを勧める。梢は「じゃあ遠慮なく」と席を引いた。タブレットを置きアイスコーヒーに口づける。一いつ瞬しゆん視し線せんが交こう錯さくし、梢は照れくさそうに肩をすくめた。

「なんか……不ふ思し議ぎな感じですね。地元で会社の方とお茶するなんて」

　はにかんだ表情が実に愛らしい。見ていると先程まで怯おびえていた自分が恥ずかしくなる。何がストーカーだ、ごく普通のどこにでもいる女の子じゃないか。いやぁ失敬、失け──




「うっふふぅ、オリヴィエ案件に大おお阪さか作業があるって聞いて、場所と時間の当たりつけておいた私マジ冴さえまくりー。ランデブー成功？　ていうかホームで獲え物ものを逃がすわけないですぅ」




　………!?

「あ、あの、梢さん？　何か言いました？」

「え？　何も言ってませんよ。気のせいじゃないですかぁ」

「で、ですよね」

　なんか物もの凄すごく怖い独白聞いた気がするけど……気のせいだよね。

　かぶりを振る工兵に、梢は少し身を乗り出してみせた。

「それで……？　桜坂さん今日きようはどんなお仕事なんですか。ルータ現げん調ちようかサーバー構築か何かですか？」

「いやぁ……それが全然大した話じゃなくて」

　工兵は頭を搔かいた。どう説明するべきか、迷いつつ作業内容を語っていく。サーバリプレースとは名ばかりの力仕事、正しよう味みの作業量は大したことなくどちらかと言えば顧こ客きやく説明が主務。元もと請うけは適当で顧客は丸投げ、頼みの綱つなの室むろ見みさんは電車の乗り換えさえまともにできず。……って、なんか喋しやべってて悲しくなってきたぞ。なんだよこの揉もめ事ごと処理屋感。低レイヤ主体の業務と言ってもあんまりだろう。

　だが梢こずえは感心したようにうなずいた。

「偉いですね桜さくら坂ざかさん。実作業だけじゃなく、調整や顧客説明もきっちりこなすなんて。立派にフィールドエンジニアしているじゃないですか。なかなか初めてでできることじゃないですよ」

「？　そ、そうですか。僕、技術屋っぽいこと何一つしてませんけど。本当ならもう少しコンソールいじったりとか、あと設定打ち込んだりするのかと思ってたんですが」

「そんなの手順書さえあれば誰だれでもできます。ＣＥに必要な能力は不測の事態で臨りん機き応おう変へんに動けること、素人しろうとのお客さんに分かりやすく状況説明できること、以上二つです。資料と現況が異なることなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じですから、その度たびに思考停止されたら仕事を任せられません」

「はぁ」

　そんなものか。

　いまいちピンと来ない。視線を逸そらし鼻の頭を搔いていると、梢が「だいいち」と続けてきた。

「ラッキングやケーブリングだって立派な技術です。コンソールを取る方がエンジニア的に格上とか格下とか、そういう考え方、私嫌いです。システムはハードとソフト両方の上に成り立っているんですから、どっちが偉いとか考えるだけ無意味です」

「………」

　室見と同じ意見だった。

　うーん、この二人ふたり仲悪いくせに結構価か値ち観かん似通ってるんだよなぁ。立場さえ違えばもう少し親しくなれるだろうに。もったいない。どっちも優ゆう秀しゆうなんだから、協力して仕事すれば凄すごいパフォーマンスを発揮できるはずなのに。

　数すう瞬しゆん考えた末、心を決める。よし折せつ角かくだからここらで一丁二人の仲を取り持ってみるか。

「梢さん、梢さん」

「……はい？　どうしました」

「今仰おつしやったのと同じようなこと、昨日きのう室見さんにも言われましたよ。いやぁ意外にお二人、気があうのかもしれませんね」

　瞬間、場の空気が凍りついた。

　梢の唇がきつく嚙かみしめられる。彼女はややうつむき加減になり頰ほおを震ふるわせた。握りしめたストローが歪いびつに折れ曲がっていく。

「私と室見さんが同類……私と室見さんが同類……私と室見さんが同類……」

　呪じゆ詛そのような声。机が震しん動どうし左手のプラスチックカップがぐしゃりとひしゃげる。工こう兵へいは慌てて声をかけた。

「う、噓うそです！　噓、冗じよう談だんです。そんなこと言われてません。梢こずえさんと室むろ見みさんは全然似てませんから！」

「……本当ですか」

　泣きそうな目で見上げられる。工兵はぶんぶんとうなずいた。

「本当です！　もう神に誓って」

「人付き合いの下へ手たなところとか、ちょっと似ていると思ってません？」

「そんなこと……全然！」

「室見さんのことワーカホリックって言うけど、姪めい乃の浜はまだって大概な仕事中毒じゃないかと思ってるでしょう」

「いやいや、ワークライフバランスといえば梢さん。梢さんと言えばクオリティオブライフの象徴って思ってますよ！」

「私のこと……好き？」

「ええ、もち……うおぉっぉとぅ！」

　慌てて口をつぐむ。

　危ない。勢い任せに大変なことを口走るところだった。

　てか何訊きいてるのこの人!?

　目を剝むいて睨にらみつけるも梢は何食わぬ表情で首を傾かしげている。

　ん……ん？　聞き違いか？　おかしいなぁ。嘆息し顔を伏せた瞬しゆん間かん。

「ちっ」

　………!?

「？　どうしました桜さくら坂ざかさん、変な顔して」

「いえ……」

　今舌打ちが聞こえたような……？　いかんな、働きすぎで疲れてるのかも。

「まぁ室見さんのことはともかく」

　梢は口く調ちようをあらため作業手順書を引き寄せた。細い首を傾げページをめくる。

「現場第一というのは私もバイト時代散々言われてましたしね。現調経けい験けんのないＰＭに『設置』時間や工数とか見み積つもられたくないですし。そういう意味だと今回の作業、桜坂さんにとってはよい経験になると思いますよ。今後桜坂さんがどういう進路を選ぶにせよ」

「そう……なんですかね」

「そうですよ。だから……あら」

　梢の手が止まる。彼女は団どん栗ぐり眼まなこを見開きプリントを注視していた。

「？　どうしたんですか」

「……今回の作業場所、堂どう島じまのＪＴ＆Ｗセンターなんですか」

「ええ、そうみたいですね」

　何か問題でもあるのか。不安に思い訊たずね返すと梢こずえは首を振った。

「ああ、すみません。別に問題があるとかじゃないです。ただ単に私がバイト先で初めて受け持ったお客さんもここを利用していたんで、それで懐なつかしく思っただけです」

「梢さんの……初はつ顧こ客きやくですか」

「ええ」

　梢は感慨深げにうなずいた。

「塚つか本もとの部品メーカーで……本当ちっちゃな会社だったんですけど、そこの担当者さんが私のこと気に入ってくれて色々仕事させてもらえたんです。プロキシとかメールリレーとか、ゲートウェイ周りはあらかた触らせてもらいましたね。凄すごく勉強になりました」

「ははぁ」

　なるほど、ＩＴ業界入りして最初の顧客・データセンターか、それはさぞかし印象に残っているだろう。自分も堀ほり留どめ証しよう券けんと豊とよ洲すのＤＣは（まったくよい思い出でないが）記き憶おくに焼きついている。おそらく一生忘れることはないだろう。梢の場合、よいお客さんと過ごせた時間なわけだから、なおさら忘れられないはずだ。

「本当貴重な体たい験けんだったんですよ。新人で──しかもバイトの私に本番システムいじらせてくれたりして。Tera Termのセットアップから始めて、何もかも手探り状態で」

　うんうん。

「マニュアルも構成資料も何もなくて、それでも設定変更しろと現地に投げ出されて。担当者さんは速攻タバコに出かけちゃうし、わけが分からない中、作業時間だけはきっちり決められてて」

　うんうん……ん？

「おまけに私のカードだと一度退出したら再入室できなくなるからって。寒くても喉のど渇かわいても我慢するしかなくて。トイレに行きたい時だけ仕方なく担当者をＰＨＳで呼び出したんです。なのにあの担当者、自分が煙草タバコルーム出たくないから『えー、なに、なんで退出したいの？　それ緊きん急きゆう？　作業終わってからじゃ駄だ目め？』とか言い出して。本当ありえない、ありえない、ありえない。あのジジイ、死ねばいいのに」

　………。

　楽しい記き憶おくではなかったらしい。

　梢は歯を嚙かみしめた。鼻び腔こうを広げ、剣けん吞のん極まりない視し線せんで机を睨にらみつける。

「極めつけはセグメント追加の作業時です。その頃ころ細かなオペレーションはお客さんの方に引き継がれてて、手順書に従いＷＡＮルータの経路を設定してもらったんです。そうしたらその担当者さん、見事にオペミスしてデフォルトルート消しちゃって」

　うぉ……。

「仕方がないので私が直接現地──ＤＣに行って、ルータのコンソールを取ろうとしたんです。そうしたら今度はパスワードエラーで弾はじかれちゃって。……色々話を聞くとどうもそのお客さん、社内監かん査さか何かでパスワード変更も同時に行っていたらしいんですね。で、よりにもよって入力したパスワードをタイプミスしたという」

「マジですか……」

　無む茶ちや苦く茶ちやだった。設定ミスした上にパスワード誤入力とか、打つ手なしじゃないか。自分が梢の立場なら間違いなく逃げ出している。

「そ、それでどうしたんですか」

　身を乗り出し訊たずねると、だが梢こずえは肩の力を抜いた。

「なんとかしましたよ。たまたまＣＩＳＣＯ社のルータだったんでパスワードリカバリーが使えたんです。コンフィギュレーション・レジスタを編へん集しゆうして」

「コンフ……なんですか？」

「コンフィギュレーション・レジスタです。コンソール接続の場合、ターミナルソフトからブレーク信号を送ることでＲＯＭモニタに落ちられるんです。ここでレジスタを編集するとコンフィグの読み込みシーケンスをスキップできて。パスワードはコンフィグに書かれていますから、読み込みしないようにさえ設定すれば初期認証を省略できるんです」

　う、うう……また呪じゆ文もんのような単語を並べ立てて。時々別次元の人間になるよな、梢さんも室むろ見みさんも。ていうか認証スキップって……いいのそれ？

「まぁ原則としてルータのコンソールを握れる人でなければこの手は使えませんからね。現地への入室権限、もしくはコンソールサーバへのアクセス権限を持っている人──すなわち管理者向けの非常手段って位置づけなんじゃないでしょうか」

「なるほど……」

　色々奥が深いんだな。まぁバイト時代からそんな風にゴリゴリトラブルシュートしてたらそりゃ梢さん、運用のプロにもなるわなぁ。さすがは〈プロジェクトメンバー殺し〉。ふんわりした顔して、きっちり修しゆ羅ら場ばをくぐってきている。胸もでかいし。

　感心しつつ胸元を（こっそり）眺めていると梢はやや声を明るくした。

「そんなことより桜さくら坂ざかさん、これ、予定表見ると三時で作業終わりみたいですけど、そのあと何か予定あるんですか？」

「予定……ですか？　うーん、特に。新しん幹かん線せんの切符が九時なんでそれまでぶらぶらしているつもりでしたけど」

「まぁ、九時！」

　梢は両手を合わせた。

「じゃあ五時間くらいゆっくりできるんですね！　よかったら私、大おお阪さかご案内しましょうか？　美お味いしいお店もいくつか知ってますし」

「え？　え、でも作業、三時に終わるかどうか分かりませんよ？」

「大丈夫です。実は私、家族と買い物に来てるんですよ。今ちょっと別行動していますけど、食事が終わったら合流予定なんです。だから遅れたら遅れたらで普通に家族と買い物してるだけですし、桜さくら坂ざかさんが気にする必要ないですよ」

「そうなんですか」

「ええ、だから遠えん慮りよなく。こんな機き会かい滅めつ多たにありませんし」

　そう目を輝かがやかせ言われる。

　工こう兵へいは視し線せんをさまよわせた。

　……確たしかに、自分と梢こずえ二人ふたりで大阪を訪れることなどまずないだろう。出張らしい楽しみも何一つ味わえていないし。ここらで一発旅行気分を堪たん能のうするのも悪くなさそうに思えた。

「じゃあ……お言葉に甘えて」

　頭を下げた瞬しゆん間かん、梢は飛び上がらんばかりに喜んだ。

「やったー！　それじゃあ桜坂さんには大阪の夜を心ゆくまで堪能してもらいますね。粉物、焼き肉、５５１の豚まん、ＨＥＰＦＩＶＥの観かん覧らん車しやにもお連れしますよ。あ、あと空中庭園も」

「……よ、よく分からないですけどお任せします」

　てか最後の方、微妙にデートコースっぽいけど……気のせいか？

　………。

　考えすぎか。

　結局、作業終了次第梢の携帯に連絡することとなった。別れ際、梢が「あ、お父とうちゃんお母かあちゃん？　今日きようの夜紹介したい人がおんねん。うん、大事な話やから二人とも来て」と電話していたのが気になるが、まぁこれも考えすぎだろう。

　───。

　四よつ橋ばし筋すじを南下、アバンザを行きすぎ一本目の角を右折する。狭い路地を進んでいくと高架の向こうに無骨な高層ビルが見えてきた。最上階にはＪＴ＆Ｗのロゴ、工兵は地図を確かく認にんしうなずいた。うん……あれか、分かりやすい。

　時と計けいを覗のぞき込む。時間は……午後十二時四十五分か。十分に余裕を持った動き方だ。このままスケジュール通り進めば三時以降は梢と大阪観光、めくるめくナニワの夜を堪能できるはずだった。

　だが……。

　工兵は溜ため息いきをつく。

　まぁ……そんなうまくいくわけないよね。今までの流れを見る限り次から次へとトラブルが起こるに決まっている。資料が更新されていないのは序の口、ラックスペースがなかったり、周辺機器の設定が未変更だったり、挙げ句にリモート確認がいつまでたっても終わらなかったり。で、結局自分は梢こずえに平ひら謝あやまりするのだ。……すみません、作業が長引いて合流できそうにないです。折せつ角かく誘っていただいたのに申し訳ありません──と。

　ああもう本当、デジャブかってくらい鮮せん明めいに思い浮かぶ。予知能力者かよ自分。ジャーン！　桜さくら坂ざか工こう兵へいはこの仕事の結末を完かん璧ぺきに予測する！　ただしバッドエンドのみ！

（……はぁ）

　つまりは期待しすぎるなということだろう。楽しい食事や観かん光こうが待っているなどと思うな。自分は仕事が終わり次第、名な古ご屋やに直行する。とるものもとりあえず、電車の時間に追われながら。

　暗あん澹たんたる気分のまま入にゆう館かんし受付のインターフォンをつかんだ。

　どうせ入館申しん請せい、きちんと出てないんだろうな。ここでまず三十分ロス……と。

『はい、受付です』

「お世話になります、スルガシステムの桜坂と申します。十三時からの作業で入館申請出ているかと思うんですが」

『お待ちください』

　短く告げて保留される。大して期待せず待っていると、予想外に早く相手が戻ってきた。

『はい、承うけたまわっています』

「あー、ですよねぇ、そうだと思って──え？」

　工兵は目を瞬またたいた。眉まゆをひくつかせ訊たずね返す。

「え……？　今なんて仰おつしやいました？　入館申請が……出てる？」

『はい？　え、ええ……受理していますけど』

「馬ば鹿かなッ」

　思わず叫んでしまっていた。当然のごとく『……は？』と訊きき返される。

『すみません、なんですって？』

「ああ……ごめんなさい。なんでもないです。受理されてるんですね、そうですか、それはよかった。あは、あはははは」

「………」

　相手は薄気味悪そうに沈ちん黙もくしていたが、そこは仕事だからだろう、平静に言葉を続けてきた。

『では係の者が同伴アテンドしますので、その場で少々お待ちください』

「はい」

　待つこと数分、作業着姿の青年が現れる。簡かん単たんな本人確かく認にんの後、受付に通され入館処理。身分証コピーに持ち物確認、金属探たん知ち機きのチェックまで受けてようやく入館を許される。さすが通信業界最大手のデータセンター、セキュリティチェックも空港並みだった。

　二重、三重のゲートを抜けマシンルームに。目当てのラック前で解放される。

　工兵は係員を見送るとＰＨＳを取り上げた。手順書と照らし合わせラムダコムの番号を入力する。

（ふっ……）

　工こう兵へいはニヒルに微笑ほほえんだ。

　で、出てくれないってオチだろ？　もう分かってるんだよ。上げてから下げる、期待を持たせてからズドンと落とすってね。ふん、もう騙だまされないからな。さぁ、とっとと留守電になるがいい！

『はい、ラムダコムです』

　………。

　……へ？

『もしもし？』

　怪け訝げんそうな声こわ音ねに、工兵は慌ててＰＨＳを握り直した。

「あ、もしもし……スルガシステムの桜さくら坂ざかですけど」

『ああ桜坂さん。お待ちしてました。前の作業が早く終わっちゃって、十分くらい前から待たい機きしてたんですよぉ。もうラック前ですか？』

「……え、えーと、はい。ラック前にいます」

『じゃあいつでも確かく認にんできるんで、作業終わったら連絡ください。よろしくお願ねがいします』

　シローさん……だよね？　これ。なんかえらく手際いいけど……。本物？

　確認しようとするも、だが既に電話は切れていた。

　仕方なくラックに向き直る。頭を搔かきつつラック扉を開け──瞬しゆん間かん、工兵は凍りついた。

（マジか……）

　呆ぼう然ぜんと口をあける。

　ラック中央、空きスペース脇の柱にテプラが一枚貼はりつけられている。

　プリントされている文字は──『ＤＮＳ・ＮＴＰ設置予定場所』。ご丁てい寧ねいにも接続用のケーブルが二本、脇わきにねじりっこで仮留めされていた。

　尋常ならざる用意周到さだった。念のためラック図を確認するも設置位置の間違いはない。スイッチポートも資料通りのアサインだった。

　ありえないありえないありえない。

　呪じゆ詛そのようにつぶやき頭を振る。試みに頰ほおをつねってみると普通に痛かった。夢じゃない、現実だ。

　工兵は愕がく然ぜんとした。

　なんてこった。時間通りに作業が始まって、担当者と正常に連絡がついて、部材と情報が過不足なく揃そろっているなんて……！

　もう駄だ目めだ！　世界の因果律がおかしくなっている。破局──この世の終わりだ！

　………。

　崩ほう壊かいしかけた意い識しきを、だが工こう兵へいは必死で立て直す。

　待て、待て。諦あきらめるのはまだ早い。

　きっとどこかに問題があるはずだ。全すべて順じゆん調ちようなんてありえない。機き械かいがバグっていたりネジ山が馬ば鹿かになっていたり、工具がぶっ壊こわれたりとか、そういう種々雑多なトラブルが必ず起こるはずだ。いつものように、社長案件の標準的なノリで。

　───。

　だがどれだけ作業を続けても問題は起こらなかった。

　午後二時五十分、予定時刻十分前に全ての工程が完了する。工兵は「お疲れ様でした」の声に送られＤＣを出た。

　周囲は……まだ明るい。

　狐きつねにつままれたような思いで周囲を見渡す。

（本当に……終わっちゃったよ……）

　呆ぼう然ぜんとつぶやき首を捻ひねった。

　なんとも想定外の結末だった。まさか予定より早く解放されるなんて。これなら梢こずえとの大おお阪さか観かん光こうも問題なく楽しめる。名な古ご屋やへの移動も余裕を持ってできるはずだった。

　うーむ。

　腕組みしつつ唸うなるような声を上げる。

　なんだか釈然としないが、まぁ終わったなら終わったで素直に喜ぶべきだろう。トラブルがないから物足りないとか、そんなこと冗じよう談だんでも考えるべきじゃない。藤ふじ崎さきさんも言っていたじゃないか。タスクがなくなったら無理せず休む。存分にリフレッシュして次の仕事に備えろと。丁度先週、その戒いましめを破りひどい目にあったばかりだ。今日きようこそ教訓を活いかすべきだろう。

（よぉし、遊ぶぞ）

　刹せつ那なに、享楽的に、仕事のことなど忘れてぱぁっと遊びまくろう。ＤＮＳ？　ＤＨＣＰ？　何それ？　自分本当、コンピュータはゲーム以外興きよう味みありませんから！

　………。

　と、その前に。

　工兵は一いつ瞬しゆん素に戻り胸ポケットの携帯を取り出した。連絡帳から室むろ見みのアドレスを選択しメール作成。

『大おお阪さか作業、無事完了しました。特に問題ありません』

　送信ボタンを押す。簡かん素そなアニメーションに続いて送信完了──ＯＫの文字が表示された。よし……これでホウレンソウもきっちりすませた。本日の仕事完了！　あとは全部自由時間！

　拳こぶしを突き上げ大きく伸びをする。鼻び腔こうを広げ深呼吸した瞬間、だが唐突に携帯が震ふるえた。

　ん？

　はて……室見さんからか？

　えらくレスポンスいいなと思いつつ液晶を見る。だが画面に表示された発信者名は『姪めい乃の浜はま梢こずえ』となっていた。

（梢さん？）

　なんだろう。予定に変更でもあったのか。不ふ思し議ぎに思いつつメールを表示。




『時間通り作業終わってよかったですぅ(^_^)　お疲れ様でしたぁ』




　!?

　ぎょっとなって周囲を見渡す。待て待て待て。なんで自分が作業完了したこと知ってるんだ、この人!?

　どこかから見られているのか。息を詰めうかがうもそれらしい気け配はいはない。工こう兵へいは表情を強こわばらせ返信文を打ち込んだ。

『はい、なんとか無事に。……ってなんで分かるんですか？　梢さん。僕まだ何も連絡してませんよね？』

『だってずっと見てましたし……今も』

　うそぉ!?

　慌てて振り向くも。

『なぁんて冗じよう談だんですよ冗談。桜さくら坂ざかさん、作業中ＩＲＣ立ち上げてましたよね？　さっきオフラインになったので、それでＤＣ退たい館かんしたんだなぁと思った次第です(^_-)』

　………。

　なんだよ人ひと騒さわがせな。

　てかＩＲＣずっとチェックしてたのかよ、家族と買い物しながら。それも大概怖いぞ。

　工兵は溜ため息いきを一つ、気を取り直して返信した。

『まぁお察しの通り、オンスケで作業終わったのであとは自由時間です。梢さんは？　合流できそうですか？』

『はい、大丈夫ですよ。待ち合わせ場所は……ええっと、地下鉄西にし梅うめ田だ駅えきの北改札とか言って分かります？』

『分からないですけど……調しらべればなんとかなると思います』

　どうせあちこち案内表示もあるだろうし。特に心配しないでいると。

『桜坂さん、今目の前に高架ありますよね。阪はん神しん高こう速そくの』

『………？　ええ、まぁありますけど』

『そこの下をくぐって直進してください。左手にガラス張りのビル見えますよね？　そっち方面に道を入っていく感じで』

『……はぁ』

『あ、だめです。そこ右に進んじゃ。左です。植え込み伝いに回り込む感じで』

　やっぱりどこかで見てるだろ!?　絶対！

　───。

　不ふ審しん極まりないナビに導みちびかれ大通りに出る。ＤＯＴＩＣＡと書かれた地下街に入り北上。商店街を抜けると改札脇わきにワンピース姿の女の子が見えた。ミディアムボブの髪がぴんぴんと跳ねている。彼女は工こう兵へいの姿を認めると元気よく手を振ってきた。

「桜さくら坂ざかさぁん」

　小動物めいた丸顔が綻ほころぶ。桜の蕾つぼみが開くように魅み力りよく的てきな笑えみだった。一いつ瞬しゆん工兵は息をするのも忘れ立ち尽くす。うわぁやっぱり可愛かわいいわ、この人。

　彼女は小走りに駆け寄ってくると工兵を見上げた。両手を後ろで組みにかっと笑う。

「お疲れ様でした。道迷いませんでした？」

「おかげさまで……まっすぐ来られましたよ。ただ途中の案内図見てびっくりしましたけど、この地下街って駅三つ分くらい繫つながってるんですね。闇やみ雲くもに歩き回ったらすぐ迷っちゃいそうです」

　ああと梢こずえは小さく顎あごをもたげた。

「確たしかに……東ひがし梅うめ田だ・梅田・西梅田。全部地下で繫つながってますからね。それに加えて阪はん急きゆう・阪はん神しん・ＪＲ、デパ地下、ガーデンシティも接続してますから。初めての人はわけが分からないでしょうね」

　なるほど……大おお手て町まち・東とう京きよう駅えきの地下みたいなものか。あそこも初めてだと大概分かりづらいしな。

　工兵は頭を下げた。

「すみません、僕本当土地勘ないんで。どこか遊びに行くとかいっても、道案内全部お任せになっちゃいますけど……いいですか？」

「もちろんです！」

　梢は鼻息も荒く言った。

「完かん璧ぺきにエスコートしますから一瞬たりとも私のそばを離はなれないでください。なんなら手を握っていただいてもいいですし、腕とか組んじゃってもいいですよ？」

「え？　じゃあ二人三脚とかでも!?」

「二人二脚だってどんとこいです！」

「………」

　歩きづらそう……。

　悪ノリしてネタを振ったら真正面から打ち返されてきた。さすが関かん西さい人じん……侮あなどりがたし。

　いそいそと梢の横に並び歩き出す。彼女は顎あごに指を当て考え込んだ。

「じゃあ……まずはどこに行きましょうね。桜坂さん何か大おお阪さかで見たいものあります？」

「見たいもの……ですか」

　あらためて問われるとなかなか出てこない。工こう兵へいは首を捻ひねった。

「ベタですけど……道どう頓とん堀ぼりのグリコ看板とかくいだおれ人形とか。あれってこの近くです？」

「近く……ではないですね。地下鉄で四駅くらい南に下ったところです。行ってみますか？」

　ああいや、と工兵は手を振った。

「すぐ行けるならと思っただけなんで。距きよ離りがあるんだったらまた今度で大丈夫です。このあたりは……何が有名なんですか？」

「うーん」

　梢こずえは下唇を突き出し寄り目がちになった。

「昼間も言いましたけどＨＥＰの観かん覧らん車しやや空中庭園、あとは東ひがし通どおり商しよう店てん街がいとかですかねぇ。百貨店やシティホテルは……東とう京きようでも行けるでしょうし」

「じゃあとりあえずＨＥＰの観覧車行きますか？」

「それは〆しめです」

　ぴしゃりと言われた。

　普ふ段だんの彼女からは考えられない、有無を言わさぬ口く調ちようだった。押おし黙だまる工兵をよそに梢は真剣極まりない表情で考え込んだ。

「空中庭園も日没後の方がムードありますし……ステーションシティは人だらけで落ち着けませんし。……うん、うん決めました。東通商店街に行きましょう。昔ながらのアーケードなんですけど、大おお阪さかの商店街はちょっと独特の雰囲気がありますから。東京の方にも楽しんでもらえると思いますよ」

「はい……」

　あまり選択の余地はなさそうだった。

　梢の先せん導どうで地下街を進む。阪はん神しん電車の乗り場を迂う回かい、東ひがし梅うめ田だ駅えきの改札付近で地上に出た。

　Ｙ字型の交差点を囲むようにカラフルな高層ビルが建ち並んでいる。西梅田・堂どう島じまと異なり人の流れがとにかく激はげしい。渋しぶ谷やを思わせる喧けん噪そうと信しん号ごう機きの誘導音が複雑に入り交じっている。梢は迷いのない足取りで右手の枝道に入っていった。

「お……」

　工兵は目を見開いた。

　賑にぎやかなアーケードが眼前に広がっていた。モールの天てん井じようから、店てん舗ぽの外がい壁へきから、軒先から、雑然と看板がぶら下がっている。昼日中だというのに店々はネオンを瞬またたかせ、呼び込みの店員を出動させていた。

「騒そう々ぞうしいでしょう」

　梢は肩をすくめた。

「休日でなくてもこんな調ちよう子しなんです。ましてや金きん曜ようの夜なんて凄すごいですよ。サラリーマンやＯＬ、学生が夜通し店を変え大おお騒さわぎしてますから」

「はぁあ」

　確たしかに……陽気な光景だった。繁はん華か街がいの駅前にアーケードというのもなかなか珍しい。新しん宿じゆくや池いけ袋ぶくろ、渋谷などの都心では見られない眺めだった。

「大阪はアーケードが多いんです。ミナミには心しん斎さい橋ばし筋すじ商しよう店てん街がいがありますし、もうちょっと東に行くと日本一長い天てん神じん橋ばし筋すじ商店街というのもあります。本当は心斎橋筋の方が賑やかで楽しいんですけど、雰囲気はこちらも似たような感じですから」

　歩きながら梢こずえが色々と説明してくれる。

　通りの南側は曾そ根ね崎ざきという地名で、かの曽そ根ね崎ざき心しん中じゆうの舞ぶ台たいであること。商店街の中程にやたらとネタのでかい寿す司し屋やがあること（通常の三〜四倍だとか）。飲食店以外にもプライズ系のゲームセンターやまんだらけがあること。……などなど。

　しばらく進んだ後、梢は「あ」と声を上げた。

「工こう兵へいさん、あそこ。あれ食べましょう。折せつ角かくですから」

　伸ばした指の先に小さなテイクアウト型の店舗が見える。青いのれんに「味自慢」「たこ焼き」の文字が躍おどっていた。梢は工兵の腕を引き店に近づいていった。カウンターから身を乗り出し「おじさん、たこ焼き八つ」と告げる。

　程なく熱あつ々あつのたこ焼きが出てきた。青あお海の苔りと鰹かつお節ぶしが白い湯気に揺れている。離はなれていてもマヨネーズの香ばしい匂においが漂ってきた。

　梢は満面の笑えみを浮かべ工こう兵へいを振り返った。

「ここのは美お味いしいんですよぉ、私も専門学校の帰りによく食べたんですけど。二皿三皿は余裕でしたから。工兵さんも是非味わってみてください」

「ほほほぅ」

　興きよう味み津しん々しんに手を伸ばす。だが梢は「あ」と慌てたように包みを引っ込めた。

「ちょっと……ちょっと待ってください。えーっと」

　顔を正面に戻し店てん舗ぽを見渡す。カウンター脇わきの長椅い子すに歩み寄ると座ざ布ぶ団とんを指さした。

「ここ、ここに座りましょう。並んで……ゆっくり食べましょう」

「え、そこですか？」

　怪け訝げんな声になったのは席上に先客がいたからだ。派は手でな柄シャツのおばさんがスペースの半ばを占有している。ご丁てい寧ねいにも買い物袋を三つ、傍かたわらに置き食事を続けていた。三人がけの椅子はどうひいき目に見ても１・５人分しか空いていない。

　工兵はかぶりを振った。

「や……僕は立ってますよ。梢さんだけ座ってください、ちょっと窮きゆう屈くつそうですし」

「窮屈？　何を言ってるんですか。がっつり空いてますよ？　さ、座ってください。私の横に、ほら」

　言いながらおばさんの横に腰掛ける。平手で座ざ布ぶ団とんをばんばんと叩たたいた。そう言われては無視するわけにもいかない。仕方なく工こう兵へいは梢こずえとおばさんの間に座った。

　……案の定狭い。買い物袋から距きよ離りを取ろうとすると必然梢と肩を寄せ合う形になる。すぐそばに彼女の丸顔があった。白い頰ほおがほんのり上気している。潤うるんだ瞳ひとみが工兵を映していた。

「桜さくら坂ざかさん……こんなに密着して……大胆」

「いや、いやこれどうしようもないでしょ!?　だから窮きゆう屈くつそうだって言ったのに！　てか梢さん、なんかこっちに近寄ってきてません!?　じりじりと、じわじわと！」

「えー、気のせいですよぉ。……よいしょっと」

「なんか座り直してるし！」

　気づけば肩どころか脇わき腹ばらまで密着していた。服の生き地じ越ごしに彼女の体温が伝わってくる。工兵は一いつ瞬しゆん抗こう議ぎしようとしたが、彼女の幸せそうな顔を見ていると何かどうでもよくなってしまった。

「桜坂さんとたっこやきぃ、桜坂さんとたっこやきぃ」

　不ふ思し議ぎな歌を口ずさみながら、梢がたこ焼きを勧めてくる。爪つま楊よう枝じで一つ取り上げ工兵の口元に。
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　工兵はまじまじとたこ焼きを見つめた。

「これは……いわゆる『あーん』というやつですね」

「『あーん』というやつです。狭くて桜さくら坂ざかさんが手を使いづらそうだからしょうがないのです」

　なるほど……じゃあしょうがないな。

　首だけを傾けかぶりつく。

「熱あつっ！　熱っ!?」

　熱ねつの塊が舌の上で踊る。予想外の高温だった。濃のう厚こうな香りがスチームと化し鼻をつきぬけていく。工こう兵へいは口を開閉させ、内部の熱を逃した。

「ああもう、だめですよぅ。少しずつ食べないと」

　梢こずえはころころ笑いながら自身もたこ焼きにかじりついた。あ、その爪つま楊よう枝じ自分に食べさせたやつ──と指摘する間もない。彼女は満足そうに相そう好ごうを崩した。

「うん、変わらない味です。高校時代から通ってますけどずっと同じ食感なんですよねぇ、ここ。値段もほとんど変わってませんし」

「へぇ」

　いわゆるふるさとの味というやつか。言われてみれば確たしかに懐なつかしい風味だ。昔、祭りの縁えん日にちで食べた時のような。

　梢と二人ふたり、無言でたこ焼きをつついていく。時間がゆったりと過ぎていった。……ふむ、いいなぁこういうのも。旅先で見知らぬ風景を眺めながらご当地料理を味わう。しかも横には可愛かわいい女の子。言うことない。まぁ仕事の同僚なのがちょっとアレだけど。

「そういえば桜坂さん、明日あしたは朝早いんですか？　今日きようは午後一作業でしたけど」

　唐突に訊たずねられた。工兵は目をしばたたいた。

「え？　ああ、はい。そうですね、早いです。朝九時現地入り……だったかな。なんでです？」

「ああいえ、今日と同じ時間なら明日の朝移動しても大丈夫だったのにと思って。実は合流する前、うちの家族に『桜坂さん泊っていってもらえば？』と言われたんですよ」

　ほぉ。

「もしご迷惑じゃなかったらの話なんですけど。……ホテル代も節約できますし、新しん幹かん線せんの切符は取り直せるからいいかなと思って。それで。……ああ、でも」

　梢は両手を振った。

「朝一の作業じゃ無理ですね。……残念です。折せつ角かく桜坂さんをおもてなしできると思ったのに……」

　切なそうにうつむく。工兵は慌ててかぶりを振った。

「や、そんな。よしてください。今だって十分もてなしてもらってるのに。お休み中わざわざ大おお阪さか観かん光こうに付き合っていただいて、梢さんにはどれだけ感かん謝しやしても感謝しきれません」

「本当……ですか？」

　顔を上げる梢に工兵は力強くうなずいた。

「ええ、もう本当楽しくてたまらないですよ！　つらい出張が一気に薔ば薇ら色いろになった感じ。ひゅー、大おお阪さか最高！　ひゅー！」

　やや無む理り矢や理りなテンションで盛り上げると梢こずえは表情を明るくした。鼻から息を抜きうなずく。

「分かりました。不ふ肖しよう姪めい乃の浜はま梢、残り五時間全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめてご奉仕させていただきます。桜さくら坂ざかさんには大阪の裏と表をあますところなく味わってもらいますね！」

　や……そこまで張りきらなくてもいいんだけど。てか〈ご奉仕〉って単語、日常生活で初めて聞いたぞ。何をしてくれるつもりだ。あと「表」はともかく「裏」とか、ひどくやばげな匂においがするんだが。

　沈ちん黙もくする工兵をよそに梢は立ち上がった。空容器をゴミ箱に入れ背筋を伸ばす。

「じゃあ行きましょうか。次は茶ちや屋や町まちのカフェに寄って阪はん急きゆう三さん番ばん街がいから新しん梅うめ田だシティに。空中庭園上ったあとハービスＥＮＴのレストラン街に。休んでいる暇はありませんよ、うううう、燃もえてきましたよ！」

「お手柔らかに……」

　工兵は溜ため息いきを一つ、荷物を引き寄せ立ち上がろうとした。

　その時、胸ポケットの携帯が音を立てて震ふるえた。取り出して液晶を確かく認にん。……おや、室むろ見みさんだ。

「ちょっとすみません」

　梢に断り通話ボタンを押す。「はい桜坂です」名乗った瞬しゆん間かん、耳元で硬質な声が響ひびいた。

『桜坂、あんた作業終わったって本当？』

　いつもながらの詰きつ問もん口く調ちよう。いやだなぁどうしてこういちいちキツい言い方するかね。折せつ角かくの休暇気分が台なしだ。

「はい、メールで送った通りオンスケで完了してます。特に課か題だいや残タスクはない認にん識しきですけど……何かありました？」

　工兵の質問に、だが答えはない。電話向こうの室見は何かを思い悩むように沈黙している。そこで初めて工兵は妙だと思った。いつもの彼女と微妙にテンションが違う。やりとりに明めい瞭りようさ、スピード感が欠けている。

　何かあったのか。大阪作業で顧こ客きやくからクレームでもついたのか。……いや、ならはっきりそう告げてくるだろうし。だいいちシローさんから何の連絡がないのもおかしい。

　………？　なんだ？

　どのくらい無言の時間が続いただろう。怪け訝げんな表情でたたずむ工兵に室見はふっと、なんの前触れもなく告げてきた。

『あんたさ、このあと浜はま松まつに向かってくれない？』

　………。

　は？
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　車窓の景け色しきが猛スピードで流れてゆく。足下から伝わってくるのは小刻みな震しん動どう。飲食物を載せたシートテーブルが不規則に震ふるえている。工こう兵へいはペットボトルを取り上げると、わずかに残っていた中身を飲み干した。

『一拠点追加になったのよ』

　三十分前──呆ぼう然ぜんとする工兵に、室むろ見みは心底申し訳なさそうに告げた。

『現地のお客さんにかなり強くねじ込まれたらしくって、もともと明後日あさつてに予定されていた作業が今日きようにリスケされちゃったの。私夕方から別拠点で作業だし、あんたしか動ける人いないのよ。……ほんっと悪いんだけど、頼まれてくれない？』

　そうまで言われては突っぱねるわけにもいかない。工兵は新しん大おお阪さか駅えきに移動すると新しん幹かん線せんの時間を変更、電車に飛び乗った。

　梢こずえの沈んだ表情を思い出す。彼女はひどく残念そうにしながらもおとなしく事情を察してくれた。このあたり、女の子ながらやはり同じ業界の人間だ。さばさばした調ちよう子しで「がんばってくださいね」と送り出してくれた。まぁ代わりに帰き京きよう後ご、飲み会の約束を二十個ほど取りつけられたが。

（はぁ……）

　工兵は溜ため息いきとともに窓枠に肘ひじを置いた。電車は京きよう都とを過ぎ、左手に湖こ東とう平へい野やを望み始めている。あと三十分もたたず名な古ご屋やにつくだろう。なんとも短い関かん西さいライフだった。

　憂ゆう鬱うつな思いで携帯を覗のぞき込む。液晶画面に室見からのメールが表示されていた。本日の作業場所、静しず岡おか県けん浜はま松まつ市し浜はま北きた区く──

　むっちゃ地元やん。

　地名を聞いただけで周囲の光景が浮かんでくる。天てん竜りゆう川がわの河原かわら沿ぞい、遠えん鉄てつのどん詰まりだろう。子供の時花火大会でよく行った。高校時代はクラスメイトとバーベキューもやったっけ。丁度気になっていた女の子と一緒になり、あわよくば告白と思っていたところ「桜坂君、聞いて。私、Ｈ君と付き合い始めたんだ。ずっと片思いだったからすっごい嬉うれしかった」あっけらかんと打ち明けられ泣なき濡ぬれた覚えがある。

（なんで関西旅行が里帰りになるんだよ……）

　ああ、お好み焼き豚まん串くしカツ。魅み惑わくの大阪Ｂ級グルメよ。結局たこ焼きしか食べられなかった。こんなことなら昼ご飯、スタバじゃなくご当地の店にしておけばよかった。船せん場ばカリーとか北ほつ極きよく星せいのオムライスとか。焼き肉もよかったなぁ。強い後悔とともにそう思った時だった。

　携帯が震えた。

　液晶に新着メッセージが表示されている。差出人は……カモメさん？

（おおおお!?）

　何事？　ひょっとして室見さんあたりから事情を聞き、慰なぐさめのメールを送ってきてくれたとか!?　やばい真ま面じ目めに泣きそうだ。さすがはみんなの憧あこがれのお姉ねえさん。大好きだよカモメさん！

　新着メールを表示。

『工こう兵へい君くん、今日きよう大おお阪さかだよね？　お金払うから買ってきてほしい物あるんだけど。大阪バナナってやつ』

（……っ）

　歯ぎしりを一回、手の甲で目元を拭ぬぐう。

　まぁいい、分かってたさ、分かってたよ。

　えーっと……。

　眉み間けんを揉もみつつメールを見直す。

　労ねぎらいの連絡でなかったのはともかくとして。大阪バナナって……何それ？　東とう京きようばな奈なじゃなく？

　また面めん妖ような商品を。

　眉まゆ根ねを寄せ返信ボタンを押す。

『すみません……急きゆう遽きよ別作業が入っちゃって今静しず岡おかに移動中なんです。浜はま松まつのお土産みやげでよければ買ってきますけど』

　送信。数秒と待たずメールが返ってくる。

『あちゃー浜松かぁ。うーん……ならまぁいいかな。実は知り合いの情報誌で全国ネタ土産の特集やるらしくって、それの題材にしようかと思ってたんだけど』

　ははぁ……また珍しいことやってるなぁ、この人は。

『でもネタ的なお土産なら浜松にだってありますよ？　うなぎドッグとか、あとわさびらむねとか』

『あー、それ両方ともこないだ買っちゃって』

『!?　浜松行ったんですか!?』

『うん、私、浜松まつりの実行委員だから』

『マジかよ！　てか何やってんすか……!?』

　あいかわらず謎なぞすぎるアシスタントだった。

　というか浜松まつりって来年五月だろうに。今から行って何してるんだ？　事前打ち合わせとか？

　その後何通かメールをやりとりし、結局カレーラムネを買っていくことになった（驚おどろくべきことにコンビニで売っているのだ。いやネタでなく本当に）。携帯をしまい一息つく。気づけば電車は名な古ご屋や駅えきを出ていた。次は目的地、浜松。到着まであと少し時間がある。

　飲み物でも買ってくるか。

　工兵は席から立ち上がり自じ販はん機きに向かった。




　午後六時に浜松駅着、新浜松から遠えん州しゆう鉄てつ道どうに乗り継ぐ。

　八はち幡まん駅えきを越えると、周囲からビルが消え低中層のマンション・家屋が増えてきた。乗降客も減り、いかにも地元民という主婦や学生が目立ってくる。たまに母校の制服と出くわすのが心しん臓ぞうに悪い。気を抜いているとひょっこり知人から声をかけられそうだった。「あれぇ桜さくら坂ざか君くん？　東とう京きようの会社に入ったって聞いたけどどうしたの？　こんなところで背広なんか着て……はっ、ひょっとしてついに？」……とか。

　いや知人程度ならまだいい。親や妹・親しん戚せき筋すじに見つかったら最悪だ。事情を説明する間もなく、すわニートかリストラかと実家に連行されかねない。誤解を解くのも面めん倒どうだしなるべく知った顔に会いたくなかった。

　身を縮ちぢこまらせ電車に揺られること三十分、終点の西にし鹿か島じま駅に到着する。古びた駅舎を出ると清すが々すがしいくらい何もない町並みが広がっていた。日は既に落ちきり行き交う人の姿も少ない。工こう兵へいは駅前でタクシーをつかまえ、目的地を告げた。

　川向こうに黒々とした山並みが浮かび上がっている。明かりが少ない。だだっ広い空を鳥の群れが横切っていく。昨晩大おお阪さかの繁はん華か街がいにいたせいもあるのだろう。何か妙に寒々しい感じがする。

　田舎いなかだなぁ。

　しみじみと思う。天てん竜りゆう市しや周辺市町村を合併し政令指定都市になったものの、奥地に行けばすぐこんな感じだ。だいたい浜はま松まつ駅前だってどんどん百貨店撤てつ退たいしてるし、東京とは比ぶべくもない。今乗ってきた遠えん鉄てつも単たん線せんだし……。

（にしたって静しず岡おか市しには負けてないけどな。人口こっちの方が多いし。はっ、名ばかり県庁所在地め。はっ）

　およそ地元民にしか理解できない対抗意い識しきを燃もやしているうち車は飛ひ龍りゆう大おお橋はしの袂たもとを通過、目的地に停車する。

「九百三十円ね。領収書はいる？」

「あ、はい。お願ねがいします」

「はいよ」

　窓の外に古びた守しゆ衛えい所じよが見える。アプローチ向こうに浮かび上がるのは三階建ての扁へん平ぺいな建物。オリヴィエ浜松工場だった。

　守衛に来意を告げると入にゆう館かんバッジを渡され通用口に通された。ガラス扉の前で待たい機きすること数分、がちゃりとドアが開き壮年の男性が顔を出す。

「スルガシステムさん？」

　ブルドッグのような面相の男だった。大柄で太り肉、目鼻のパーツが大きいためひどく威圧感がある。工兵は一いつ瞬しゆん挨あい拶さつするのも忘れ息を吞のんだ。

「……あ。あ、はい。スルガシステムの桜さくら坂ざかです。本日の……ＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバの設置作業にうかがいました」

　男性は短くうなずき「どうぞ」と扉を開けた。挨あい拶さつも自己紹介もない。ひどくつっけんどんな態度だった。

　……なんか、不ふ機き嫌げんだな。

　男の背中を追いながら工こう兵へいは首を捻ひねった。

　ひょっとして……自分遅刻した？　不安に思い確かく認にんするも時刻はまだ六時五十分、作業開始まであと十分ある。うーん……時間絡みじゃないとすれば格好か？　ネクタイが外れているとか、靴下が左右で色違いとか。……はっ！　まさか首筋に梢こずえさんのキスマークが残ったままとか！

　………。

　なんてね、そんなことあるわけないし。そもそも何もしてないし。

　むむむ、なんだろう一体。

　思い悩んでいると不意に男が振り返った。

「今日きようって、どのくらいかかりますかね？」

「はい？」

「時間です。何十分くらいとか、何時までとか」

「ああ、えーと最大で二時間……いや三時間くらいだと思いますけど」

「三時間……ですか」

　ブルドッグさん（仮）は「うーん」と唸うなるような声を上げた。口角を押し下げ苦しげな表情となる。工兵は眉まゆをひそめた。

「あの……なんかお急ぎだったりします？　別の作業がこのあと控えているとか」

「いやぁ、まぁ直接仕事には関係ない話なんですが」

　沈痛な声こわ音ね。

「実を言うと私、今日お休みなんですよ」

　ほぉ。

「娘の誕たん生じよう日びで午後から遊園地、夕方からレストランに行く予定だったんです。浜はま名な湖このパルパルに行って……三つか四つアトラクションに乗った頃ころでしたか、本社から急に電話がかかってきて、サーバの設置日を早めたから至急立ち会ってくれと」

　ありゃ……。

「娘は大泣きですよ。パパ行かないでパパ行かないでって、それをまぁなんとか宥なだめすかして出てきたんです。『九時には戻るから、そしたらレストランに行こうって』。……でもまぁ三時間かかっちゃいますか……仕方ないですね」

「一時間で終わらせます！」

　遮さえぎるように言って足を速める。

　なるほど、それで仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたのか。自分に腹を立てていたわけじゃないんだな。よかったよかった。

　にしてもこれはまた……新手のプレッシャーだった。家族の安あん寧ねいが自分の双そう肩けんにかかっているとは。責任重大、絶対に失敗できない仕事だった。

　まぁ昼の作業を見る限りシローさんの対応も大分こなれてきているし、頑張れば一時間で終わるだろう。で、自分はとっとと名な古ご屋やに赴おもむく。そして今度こそご当地料理を食べるのだ。エビフリャー。

　───。

　狭い階段と廊下を抜けマシンルームにたどりつく。セキュリティゲートを通過、ラック前に誘ゆう導どうされた。手前の床に段ボール箱が二つ置かれている。もちろんＤＮＳ・ＤＨＣＰアプライアンスだろうが、……あれ？　二つ？

　工こう兵へいはブルドッグさんを振り返った。

「すみません、これ二個設置するんですか？　指示書だと一台のみの取りつけってなってるんですけど」

「さぁ……私も立ち会えとしか聞いてないんで」

　ですか。

　まぁシローさんに訊きいてみればいいかな。

　ノートＰＣを立ち上げ資料ファイルを開く。ラック図に作業スケジュール、あと結線図。……うん、やっぱり一台だけだな。なんだよもう配送ミスか？

　携帯を取り出しシローさんの番号に発信。ベルが数回響ひびいた後、回線が繫つながる。

『はぁい、もしもし』

「あ、スルガシステム桜さくら坂ざかです」

『ああどうもぉ、すみませんねぇ連続の作業で。お客様の情シス担当がどうしても今日きよう中じゆうにって仰おつしやるんで』

　申し訳なさそうにつぶやかれる。工兵は「いえいえ」と首を振った。

「エンドユーザーさんのご意向なら仕方ないと思いますので、とっとと片づけてしまいましょう。もう現地に着いていますけど、作業始めても大丈夫ですか？」

『あー……えー、そうですね、大丈夫です。じゃあいつものように、設置終わったら連絡いただく感じで』

「了解しました。……て、ああ一つ確かく認にんいいですか？」

『はい？』

　工兵は傍かたわらの箱を一いち瞥べつした。

「アプライアンスの箱が二つ届いているんですけど、指示書だと一台のみになってますよね。どちらが正しいですか？」

『二つ？』

「ええ」

『んー？　ちょっと待ってくださいねぇ』

　電話口からシローさんの気け配はいが消える。ややあって足音とともに声が戻ってきた。

『お待たせしました。えーと、多た分ぶん送り間違いだろうということで、手順書に従ってもらえば大丈夫です。余った方は……すみませんけど現地の方に送り返すよう依頼してもらえますか』

　やっぱりそうか。

　ほっとしつつうなずく。

「分かりました。では作業完了後に連絡します。また後ほど。失礼します」

　電話を切り顧こ客きやく担当者に向き直る。

「じゃあ作業開始しますね」

「はい、お願ねがいします」

　工こう兵へいはラック扉を開けた。ノートＰＣのラック図を確かく認にん、……よし、資料とズレてないな。１４Ｕ目に機き器きを設置、接続するスイッチはそのすぐ上と。おおう、これ光ファイバー接続用スイッチじゃないか。コネクタ形状が通常のメタル回かい線せんと明らかに違う。よほど通信量が多い拠点なのか。ファイバケーブルって取り回し難むずかしいから神経使うんだよなぁ。基本ガラスかプラスチック製だから、曲げすぎると折れちゃうし。

　しゃがみ込んで段ボールのガムテープを剝はがす。チェックリストと照らし合わせながら内容物を取り出していった。

　電源ケーブル、よし。ラックマウントキット、よし、本体……もちろんよし。でネットワークケーブルも……うん、メタルＣＡＴ５が四本あるな。で、次が。

　………。

　メタル？

　待った、待った。

　もう一度資料を確認、ラック図と現況を比較する。接続予定のスイッチは……うんやっぱり光ポートだな。なのに同どう梱こんされているケーブルがメタル？　ファイバーじゃなく？

（………）

　すぅっと背筋が冷たくなる。

　不ふ穏おんな想像が脳裏を過よぎった。いや……まさかね？　確たしかに今までの拠点は全部メタル配線だったけど、だからって流れ作業で同じケーブル入れちゃったとか……そんなことないよね？　資料自体はちゃんと更新されてるんだし。

　工兵は段ボール箱を覗のぞき込んだ。緩かん衝しよう材ざいやマニュアルをのけ、取り出し忘れた部材がないか確認する。だがどれだけ探しても目当てのケーブルは見つからなかった。念のためもう一個の箱もチェック、だが梱包されている部材は同じだった。

　えーっと……。

　数すう瞬しゆん思考停止。瞑めい目もくし眉み間けんを押えた後、工こう兵へいはリダイヤルした。

『はい、もしもしぃ。終わりましたか？』

「いえ……あの、梱こん包ぽうされているケーブルが違うようなんですけど」

『違う……？』

「光ケーブルが必要なはずなのにメタルのケーブルしか入ってないんです」

　………。




『えぇ？　なんだぁそれぇ』




　出たぁぁぁぁぁああ！

　畜ちく生しよう、このタイミングでその台詞せりふかよ！　本当肝心なところで使いものにならないな、この人！　勘弁してくれ！

「一応もう一個の箱も探ってみたんですけど中身は同じで。接続予定のスイッチにメタルポートがないことも確かく認にん済みです。現状だと作業を進めようがないんですが……どうしましょう」

『うーん、……近くの量販店かどこかで買ってこれませんかねぇ』

　買えるわけないだろ。秋あき葉は原ばらじゃねぇんだぞ。

「ちょっと……難むずかしいと思います。周りにお店自体ないので。郊外ですし」

　可能な限りオブラートに包み回答する。だがシローさんは皮肉を解した様よう子すもなく「そうですかぁ」と唸うなった。

『困りましたねぇ。……分かりました。少し担当者と相そう談だんしてみますので、また掛け直します』

　電話が切れる。

　担当者に相談って……あなたが担当者じゃないんですか、シローさん。

　まじまじと携帯を眺めていると不意に頭上から影かげが落ちた。

「何かトラブルですか」

　ブルドッグさんが心配そうに顔を歪ゆがめている。やば……聞かれてたか。工兵は引きつった笑えみを浮かべた。

「や、トラブルって程じゃないです。ちょっと確認する項目があったので、担当者に調ちよう査さしてもらっているところです」

「調査……時間がかかるようなら娘に謝あやまりの電話を入れてきますが」

「……っ！　ま、待って、待ってください。すぐ返事来るはずですから。少し、少しだけお時間いただけますか」

　慌てて説得し携帯をしまってもらう。額ひたいの汗を拭ぬぐい工兵はラックを見上げた。

　くそっ、よりにもよってなんでこの拠点だけ光インタフェースなんだ？　他拠点と同じメタル接続なら今いま頃ごろ設置・結線まで終わっているだろうに。だいたいこの人達、前も福ふく岡おかで取りつけ金具入れ忘れてなかったっけ？　何回ミスれば気が済むんだよ。子供か。

　だが泣き言を言っていても始まらない。今はできることをやるしかなかった。

　アプライアンスにマウントキットを装着、両手で抱え込みラックに取りつける。ブルドッグさんが筐きよう体たいを支えてくれたのでネジ止めもスムーズにいった。電源コードを接続すると激はげしいファン音が周囲に響ひびき渡る。ここまでわずか十分、さすがに六拠点目ということもあり手順がこなれてきている。あとはケーブルさえあれば……。

　工こう兵へいはちらりと携帯を一いち瞥べつする。

　連絡は──まだない。

　ええい、いつまで確かく認にんしてるんだ。まさか福ふく岡おかの時みたいに三十分近く待たせる気じゃないだろうな。

　冗じよう談だんじゃないぞ。ブルドッグさんの予定はもちろん自分だって名な古ご屋やへの移動時間を考えねばならないのだ。新しん幹かん線せんの終電は午後十一時、遠えん鉄てつの時間もあるから十時くらいには作業を切り上げないといけない。電車を逃のがした挙げ句浜はま松まつ宿泊、始発移動は意地でも避けたかった。

　五分、七分、……十分。

　時と計けいの針が七時二十分を回ったタイミングで工兵は発信ボタンを押していた。

『はい、もしもし』

「すみません、桜さくら坂ざかです。ケーブルの件どんな感じでしょう？」

『あぁごめんなさい。今丁度別拠点の対応してたんで、まだ手がついてないです』

　マジかよ！

「目め処どはつきそうなんですか？」

『そう……ですねぇ。うちの若い子をハンドキャリーで向かわせようと思っているんですが』

「………。今から東とう京きよう出てこっち向かったら三時間くらいかかると思いますよ？」

『えぇえ？　そんなに遠いんですか』

　……知らなかったのかよ。

「現地の方もあまり遅くまで立ち会えないって仰おつしやってるんですけど」

『うううん、じゃあ近くの量販店で──』

　だからないって言ってるじゃん！

　頭を搔かきむしりたくなる。奥歯を嚙かみしめ別の案をうかがおうとした時だった。

『ああ、すみません。ちょっとお客さんから電話なんで、またあとでかけ直します』

　静止する間もなかった。

　通話が途と絶だえる。耳元で話中音が無慈悲に響ひびいた。

「………」

　工兵は携帯を鞄かばんに叩たたき込んだ。

　またあとで、またあとでね。一体それは何時間後だ、一時間、いや二時間後か？

　嘆息し額ひたいを押える。やはりシローさんは頼りにできない。何か手はないか。たとえば同じハンドキャリーにしても東とう京きよう本社からでなく名な古ご屋や支社（さすがにあるだろう）から持ってきてもらうとか。接続場所をメタルのスイッチに変更するとか、そもそも作業日付をもとの日程に戻してもらうとか。

　しかめっ面つらで考え込んでいると不意にノートＰＣのチャットウィンドウが瞬またたいた。メッセージペインに新規の発言が表示されている。発言者は──室むろ見み立りつ華か。




室見ＰＣ：現地入ってる？　順じゆん調ちよう？




　どっと全身から力が抜ける。ようやく話の通じそうな人が現れた。工こう兵へいは安あん堵どに突き動かされるままキーボードを叩たたいた。




桜さくら坂ざかＰＣ：現地には入っています。ですけど一部部材が不足していて作業が進められない状態です。

室見ＰＣ：部材？

桜坂ＰＣ：光ケーブルです。ＬＣ─ＬＣコネクタで……なんかこの拠点だけスイッチとの繫つなぎがファイバーになってるんですよ。

室見ＰＣ：ラムダコムはなんて言ってるの？

桜坂ＰＣ：それがまったくノープランで。方針決定次第連絡するとは言われてるんですけど……。




　コメントが止まる。何かを思案するような沈ちん黙もくの後、室見は奇妙なレスを返してきた。




室見ＰＣ：一時間作業遅らせてもらえるよう調整しなさい。




　はい……？

　一時間遅らせる？　なんで？

　理由を訊たずねようとした瞬しゆん間かん、だがmuromi_pc quit（室見ＰＣ退出）の文字が表示される。モバイル回かい線せんが切れたのか、メンバーリストからも室見の名前が消えていた。

　………？

　首を傾かしげるもチャットログ以上の情報は得られそうになかった。数秒迷った後、仕方なくブルドッグさんを振り返る。

「あの……すみません。作業再開……一時間ほど遅れてもいいでしょうか」

「一時間？」

「実は部材が一部足りていなくて、その手配に一時間かかるようなんです」

　工こう兵へいの説明にブルドッグさんは目をぱちくりさせた。

「手配……って、バイク便でも使われるんですか？」

「うーん……ちょっと配送方法までは聞けてないんですけど」

　むしろこっちが知りたいくらいだ。というかよくよく考えると一時間待てと言われただけで本当に部材を手配する気かどうかも分からない。

　沈ちん黙もくする工兵の前でブルドッグさんは腕うで時ど計けいを覗のぞき込んだ。

「今が七時半だから一時間後で……八時半に部材到着ですか」

「多た分ぶん……。で、作業は十分もあれば終わりますから八時四十五分には切り上げられると思います。九時までにはお帰りになりたいという話でしたが……間に合いますか？」

「大丈夫ですよ。私の家、ここから十分もかからないんで」

　言ってからブルドッグさんは「あぁ」と口をつぐみ「私わたくし事ごとで恐きよう縮しゆくですが──」と恥じ入るように続けた。工兵は「いえいえ」とかぶりを振った。

「じゃあ、すみません。ちょっとラムダコムさんの方にも確かく認にんとりますんで、その結果をもって正式な待たい機き時間をご相そう談だんさせてください」

「はい」

　工兵は携帯を取り上げリダイヤルした。シローさんに事情を話すと。

『はぁ、そちらでなんとか調ちよう達たつできるならこちらは構いませんけど』

　と甚はなはだ心こころ許もとない言葉が返ってきた。ううん？　じゃあやっぱり室むろ見みさん、シローさんに連絡を取っていたわけでないのか。本当どっから一時間なんて数字が出てきたんだ？　よく分からない。だが現時点では彼女を信じる他ほか手がない。工兵は「もし他に打開策が見つかったら連絡ください」とだけ告げ電話を切った。

　メールチェックしつつ時間を潰つぶす。

　時計の針を気にしながら待機、待機、待機。

　───。

　ううう……やることなしで「待ち」ってのは本当きついな。マシンルームだから空気は乾かん燥そうしているし客の手前寝転がるわけにもいかない。ネットに繫つながるのがせめてもの救いだが、かといって二十分も三十分もネットサーフィンだけをしていられなかった。

　そもそも、これだけ待って部材が届かなかったらどうなる？

　ブルドッグさんは（意外と）温厚なようだが、終了予定が二転三転したらさすがに気を悪くするだろう。不ふ機き嫌げんな顧こ客きやく担当者とマシンルームに缶詰、待機時間は未定。考えるだに憂ゆう鬱うつな未来予想図だった。

　祈るような気持ちで待ち続けること三十分。

　十分経過。

　更に十分が経過。

　八時半まであと十秒を切ったところで、ブルドッグさんは嘆息した。

「ちょっと……自宅に電話してきます」

　落胆も露あらわに言って立ち上がる。工こう兵へいは「待ってください」と言おうとした。もう少し、もう少しだけ時間を下さい。うちの人間は絶対約束を守りますから──

　その時だった。

　マシンルームの静寂を切り裂くように着信音が鳴なり響ひびいた。

「あ……私ですね」

　ブルドッグさんは緩かん慢まんな動作で携帯を取り出した。

「はいもしもし……はい、はい、そうです。……はい？　あ、はい、そうなんですか。じゃあ受付に向かいます。はい」

「届いたんですか」

　工兵は勢い込んで立ち上がった。時間ジャスト、さすがは室むろ見みさん。ナイス手配。素す晴ばらしい調ちよう整せい能力だ。

　興こう奮ふんする工兵に、だがブルドッグさんは首を傾かしげてみせた。

「ええまぁいらっしゃったみたいなんですが」

　ただ……と不ふ思し議ぎそうに続ける。

「ご同僚のようですよ」

　………。

　工兵は目を瞬またたいた。




　……は？
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「この度たびはご心配をおかけして申し訳ありません。ラムダコムさんにかわりお詫わびいたします。本当に、すみませんでした」

　小柄な少女が頭を下げている。シフォンブラウスにプリーツスカート、長く艶つややかな髪と鳶とび色いろの瞳ひとみ。幼さの残る横顔は見間違えようもない、我らが子供上司、室見立りつ華かだった。

　午後八時五十分、オリヴィエ浜はま松まつ工場通用門出口。

　工兵は狐きつねにつままれた表情で立ち尽くしている。作業は無事完了、シローさんの確かく認にんも終え予定通りの時刻にマシンルームを退出した。ブルドッグさんの時間も申し分ない。まさに八方うまく収まった感じだ。一時間前の混乱、焦しよう燥そうが噓うそのようだった。

　だがどうにも事情が飲み込めない。

　なぜ室むろ見みがここにいる？　彼女は昨日きのう郡こおり山やまにいたはずだ。予定表だと今日きようの午前に宇う都つの宮みや作業、そのあと小お田だ原わらへ移動することになっていた。どう考えても浜はま松まつにいられる道理がない。仮に宇都宮で工こう兵へいのアラートを受けたとして、そのあと一時間で駆けつけられるはずがなかった。

　思い悩む工兵の前で、だがブルドッグさんは「いやいや」と頭を下げた。

「こちらこそ、個人的な事情で急がせてしまいすみません。おかげで助かりました。本当にありがとうございます」

　言いながら一層頭を低くする。相あい対たいする室見もこうべを垂れており一見微笑ほほえましい光景に見える。が、なんでだろう。猛犬がフェレットを威い嚇かくしてるように思えるのは。

「では我々はこのへんで。失礼します」

　室見が慇いん懃ぎんに挨あい拶さつする。立ち尽くす工兵に「行くわよ」と囁ささやき二の腕を引っ張ってきた。

　工兵はなすがまま室見についていった。が、工場の敷しき地ちを出たところではっと我に返った。

「ちょ、ちょっと室見さん。待ってください。……え？　なんで？　どういうことですか」

「何がよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで振り向かれる。工兵は「何がって……」と口ごもった。

「どうして室見さんが浜松にいるんですか。今日宇都宮で作業ですよね？　仮に小田原に移動中だったとしても一時間じゃここまで来られないですよ。ヘリでもチャーターしたんですか？」

「ええ」

「マジで!?」

「ドクターヘリ、マジ快適」

「仮病使ったのかよ!?」

　戦せん慄りつして叫ぶと室見は「冗じよう談だんに決まってるでしょ」と唇を尖とがらせた。眉まゆ根ねを寄せ工兵を睨にらみ上げる。

「本当、あんたん中で私はどんだけ非ひ常じよう識しき人じんなのよ？　おちおち冗談も言えやしないわ」

「いや……だって、室見さんよく冗談だか本気だか分からないこと言うじゃないですか」

「たとえば？」

「人間は九十六時間不眠不休で働ける」

「それは本気ね」

「本気だったのか！」

　できれば冗談であってほしかった……。

　藤ふじ崎さきさんの忠告通りだな。何も考えずこの人に付き合っていると身体からだをぶっ壊こわしかねない。適度に距きよ離りを置き付いていくべきだった。

　押し黙る工兵の前で室見は「それはともかく」と口く調ちようを切り替えた。

「私、さっきまで掛かけ川がわにいたのよ。あんたと同じ、飛び込みの作業が入ってね。宇都宮作業が終わり次第静しず岡おかまで急行してたの。掛川から浜松なら車で一時間もかからないでしょ？　だから連絡を受けてすぐタクシーに飛び乗ったってわけ」

「はははぁ」

　頭の中で静しず岡おかの地図を思い出す。浜はま松まつの隣となりは磐いわ田た、その横が袋ふくろ井い、で掛かけ川がわだ。確たしかに……東とう名めい高こう速そくを使えば一時間かからない。なるほど、種が分かれば単純な話だ。

「あれ？　でも光ファイバーはどうしたんですか。掛川だってそんなすぐ光ファイバー買える店ないでしょうに」

「簡かん単たんよ、掛川拠点の機き器きもファイバー接続だったの。こっちはちゃんと正しいケーブルが梱こん包ぽうされていて予備部材まであったってわけ」

「……ふぅむ」

　容易そうに言っているがなんとも綱つな渡わたりな解決法だったわけか。工こう兵へいは居住まいを正し一礼した。

「すみません室むろ見みさん、お手数おかけして。室見さんも移動で大変だったでしょうに」

「いいのよ。こんな出で鱈たら目め案件に巻き込んだ私にも責任あるんだから。だいいちあんたの作業が終わらないと明日あしたの名な古ご屋や拠点、人を手配できなくなるし」

「……すみません」

「だから謝あやまらない。とにかく急ぎましょ。あんたはこれから名古屋、私は小お田だ原わらに移動しなきゃいけないんだから。新しん幹かん線せんの終電逃したら洒落しやれにならないわよ」

「ですね」

　工兵は携帯を確かく認にんする。時間は……九時ジャストか。十一時の終電には十分間に合う。三十分程度なら食事の時間も取れそうだった。

　室見を振り返り笑いかける。

「室見さん。食事まだなら奢おごりましょうか？　駅前に美お味いしい洋食屋さんがあるんですよ」

「はぁ？　あんたね……だから、急がないと」

　瞬しゆん間かんぐぅと室見の腹が鳴った。少女の小さな顔が朱に染まる。彼女は数秒沈ちん黙もくしたあと、バツ悪げに工兵を見上げた。

「時間は……あるの？」

　工兵はにっこりと笑った。

「浜松は僕のホームです。安心してください。一分一秒のロスなく室見さんを新幹線のホームに送り届けてみせますよ」

　大船に乗った気でついてきてください。

　今日きよう一番の力強い口く調ちようで、工兵は室見に告げた。




『東とう海かい道どう新幹線は静岡駅付近で起きた信号機故障のため、ただいま上下線とも運転を見合わせております。本日中の復旧見込みは立っておりません。繰くり返します、東海道新幹線は──』

　浜はま松まつ駅えきのコンコースに平淡なアナウンスが響ひびき渡る。

　工こう兵へいと室むろ見みはぽかんと口をあけ改札口にたたずんでいた。

　遠えん鉄てつを使い九時四十七分浜松駅に到着、その時まだ新しん幹かん線せんは動いていた。終電の時間をもう一度確かく認にんし洋食屋に直行。三十分でカツカレーを完食し戻ってみるとこの有様だった。

　室見が凍りついている。端正な顔から感情という感情が抜け落ちていた。

　工兵はなんと言葉をかけてよいか分からず唇を結んだ。顔を伏せ、いたたまれない面持ちで押おし黙だまっていると。

「浜松は僕のホーム」

　暗い声音が背中を叩たたいた。

　ぐ……。

　下唇を嚙かみしめ縮ちぢこまる。だが室見の声は呪じゆ詛そのごとく追いかけてきた。

「一分一秒のロスなく室見さんを送り届けてみせます」

　ぐぐぐ。

「大船に乗った気でついてきてください」

「すいませんでしたぁあああ！」

　土下座せんばかりの勢いで頭を下げる。

　冷や汗を流し震ふるえていると室見は小さく嘆息した。左手で髪を搔かき混ぜる。

「まったく……やってくれたわね、明日あした朝九時に現地入りなんだけど。どーすんのよ、始発までここで待てって？　小お田だ原わらのホテルもドタキャンして」

「……すみません」

「すみませんですんだら業ぎよう績せき査定いらないのよ」

「………」

　容赦のない追い打ち。工兵はぎりっと歯ぎしりし面おもてを上げた。強い視線で室見を見返す。

「だ、大丈夫です。まだ策はあります。ここは僕のホームなんで、新幹線一つ使えないくらいどうってことありません。完全に、完かん璧ぺきにリカバー可能です」

「ほほぅ」

　室見が半はん眼がんになる。

「たとえば？」

　工兵はぐいと胸を張ってみせた。

「室見さん、ムーンライトながらってご存じですか？」

「なに……？　ムッシュ長なが沼ぬま？」

「誰だれですかそれ……。違います、ムーンライトながらです。東とう京きようと岐ぎ阜ふの大おお垣がきを結ぶ夜行列車ですよ。青春１８切符で乗れる上に浜松発一時十九分、小田原には三時台に到着できます。ちょっと遅くなりますが現地で十分仮眠くらい取れますよ」

「ふぅん」

「あ、信じてない顔ですね。そんな都合のよい電車あるわけないだろって表情ですね。大丈夫です、僕学生時代、こいつで東とう京きように貧乏旅行したことあるんですから。使い方は熟じゆく知ちしてますよ」

　疑わしげな室むろ見みを連れ緑の窓口に向かう。係員のいる受付に赴おもむき自信満々にムーンライトながらの指定席券を要求した。

　だが。

「すみません……ムーンライトながらは現在臨りん時じ列車扱いになってまして。今の時期は運行していないんですよ」

「……え？」

　放心する工兵に係員は申し訳なさそうに告げてきた。

「二〇〇九年の三月からダイヤが変わってまして──」

　うっそーん。

　恐る恐る振り返ると室見が盛大な溜ため息いきをついていた。工こう兵へいは「いやいやいや」と首を振った。

「まだ、まだ次があります！　大丈夫、今度はいけます」

「どう考えても期待できそうにないんだけど……」

「次は大丈夫です！」

　駅ビルを出てバスターミナルに。「乗車センター」と書かれた建物の傍かたわらで止まる。室見は小首を傾かしげ看板を見上げた。

「ここは？」

「ハイウェイバスのチケット売り場です。何を隠そう僕、ここでチケットを買って千ち葉ばに行ったことあるんですよ。あれはある暑い夏の夜、高校生の僕は不安と期待に胸を膨ふくらませながらまだ見ぬ東とう国ごくに──」

「ゲームの展示会見に行ったわけね」

　………。

　なんでバレたんだろう。千葉としか言ってないのに。普通あっちの方って聞いたらディズニーランドを思い出さないか？　……いやまぁお察しの通り幕まく張はりメッセに新作ゲームを見に行ったわけだけど。

　工兵は顎あごを持ち上げた。

「まぁハイウェイバスがなくなったって話は聞いたことありませんから、ここなら大丈夫でしょう。知人も先月こいつで帰省したって言ってましたし」

「そのバス、浜はま松まつ─東京直通で小お田だ原わらに停車しないってオチはないでしょうね……」

　室見の醒さめきった視し線せんを振りきり建物正面に回り込む。自動ドアに到着、意気揚々と売り場に乗り込もうとした。

　………。

　閉まっていた。

　ドア脇わきに『営業時間：十九時まで』と書かれたパネルが見える。まだ明かりこそ点ついているものの屋内から人の気け配はいは消えていた。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす工こう兵へいの背中を、室むろ見みがつんつんとつついてくる。

「そもそも論ろんを言っていい？」

「なんでしょう……」

「カモメが以前ちらっと教えてくれたんだけど、夜行バスの予約って結構前に埋まっちゃうんじゃない？　当日の……しかもこんな時間に取れると思えないんだけど」

「………！」

　───。

　完敗だった。

　惨敗だった。

　工兵はしばし地面を睨にらみつけた後、唇をへの字に歪ゆがめた。

「む、室見さんだって美う味まそうにカレー食べてたくせに。おかわりまでしたくせに」

「………!?　そ、それはあんたがツナと卵をトッピングできるなんて言うから！　そんなこと教えられたらおかわりせざるを得ないでしょ!?　人として、店に対する礼れい儀ぎとして！」

「店員さんから『混み合ってきたので、お時間かかりますけど大丈夫ですか？』って忠告されましたよねー。それを『大丈夫大丈夫』とか『どーんと持ってきなさい！』とか、一体誰だれの台詞せりふですか。はっ、よくもまぁ他た人にん事ごとのように僕だけを責められたもんですね。はっ」

「あ、あんただって食後のデザート、オーダーしてたじゃないの！　カレーのあとにアイスクリーム、これを食べなきゃ浜はま松まつの夜は語れませんよとか言って！」

「何言ってるんすか!?　室見さんが口の中辛ーいとか子供みたいなこと言うからでしょ？　だから気を遣ってデザート頼んだんじゃないですか！」

「じゃあ私の分だけ頼んで終わりにすればよかったでしょ！　折せつ角かくだからってわさびアイスとかうなぎアイスとかゲテモノ頼みまくってたのは誰よ!?」

「室見さんも『面おも白しろいからどんどん頼んじゃえ』とか言ってたじゃないですか！」

「私のせい!?」

「僕のせいだけでもないでしょ！」

「……っ！」

「………！」

　室見はぎりっと奥歯を嚙かみしめ工兵を睨ねめつけた。負けじと工兵も彼女を睨にらみ返す。

　───。

　ややあって彼らは二人ふたり同時に嘆息した。

「まぁ……不可抗力よね」

「ですね……」

　神様じゃあるまいし新しん幹かん線せんの信しん号ごう機き故障まで予測できるはずもない。事実は事実として受け止め、今やれることをするしかなかった。

　室むろ見みは「ていうか」と声をあらためた。細い首を傾けしかめっ面つらになる。

「あたしのことばかり気にしてるけど、あんたこそどうするつもりよ。電車が動かないのは名な古ご屋や方面も同じでしょ？　どうやって移動する気？」

「それはまぁ……」

　工こう兵へいはＪＲの駅舎を見た。

「始発を待って──移動ですかね。どこかカプセルホテルに泊って、朝まで時間潰つぶして」

「？　あんたここ地元でしょ。実家に泊ればいいじゃない」

「えー、嫌いやですよ」

　渋面で首を振る。

「なんで浜はま松まつにいるんだとかいつまでいられるんだとか、根掘り葉掘り訊きかれるに決まってるじゃないですか。面めん倒どうくさい。ただでさえ明日あした早いんですから、少しでもたくさん寝ておきたいですよ」

　室見は「ふぅん」とおざなりに返事した後。

「……気にしてくれるならいい親だと思うけど」

　そうぽつりとつぶやいた。

　ん？

　工兵は視線を向けた。なんだろう、いつもの彼女とは異なる、微妙に冷ややかな声音だった。

　だが違和感の正体をつかむ前に室見は言葉を続けた。

「じゃあまぁ早いところホテル探しにいったら？　新幹線がこんな調ちよう子しじゃ私達と同じこと考えてる人いっぱいいるわよ。行ってみたら全部満室とか困るでしょ」

「ああ……確たしかに。って室見さんはどうするんですか？　どこか泊るところ目星つけてるんですか？」

「ううん、私はそのへんで野宿するつもりだから」

　………。




　はい？




「すみません、よく聞こえなかったんですけど。……なんですって？　野宿？」

「お金ももったいないしね。どうせ五、六時間ならそのへんのベンチで寝てればいいでしょ？　今日きようはあったかいし、風か邪ぜ引く心配もないから」

　いや、いやいや。

「風か邪ぜとかの問題じゃなくて。……え？　まずいでしょ、どう考えても危ないですよ。何考えてるんですか？」

「危ない？　別に大金とか持ち歩いてないけど。貴重品はコインロッカーに預けておくし」

「お金の問題でもないです！」

「？」

　室むろ見みはきょとんと目を瞬またたいた。本当に何が危険か分かっていない様よう子すだった。

　工こう兵へいはまじまじと彼女を見下ろす。人形のように整ととのった顔、細く華きや奢しやな手足、剝むき出しの肌は内側から光を放つように白く眩まばゆい。女性らしい体型かと問われれば微妙だが（主に凹おう凸とつの面で）生白い太ももや二の腕は夜よ闇やみの中、ひどく扇情的に見える。こんな女の子が一人ひとりで眠りこけていたら暴ぼう漢かんならずとも妙な気分になるだろう。だいたいいつものことだけどスカート短すぎるし、寝転がったらその気がなくても色々見えてしまいかねない。

「室見さん、ちょっと質問いいですか？」

「な、なによ」

「野宿の最中、男の人達が何人か近寄ってきて室見さんを起こしたとします。『こんなところで寝てると風邪引くよ。近くにホテルを借りてるからついてこない？』そう言われました。さて、室見さんはついていきますか？　行きませんか？」

「行くわ」

「行くのかよ！　しかもノータイムで答えやがったこの女!?」

　工兵は頭を抱えた。ショックのあまりその場にしゃがみ込みたくなる。衝しよう撃げきが強すぎて目め眩まいさえした。

「えー？　だって別にお金取られないんでしょ」

「だから金の問題じゃありません！　自分の外見とか性別とか色々自覚してるんですか!?　世の中危険がいっぱいなんですよ。暗いところを一人で歩くなとか知らない人にはついていくなとか、子供の頃ころ教わりませんでした!?」

「カモメには百回くらい言われたわね」

　………。

　……ああ、カモメさんも苦労してるんだなぁ。

　うつむきがちになりかぶりを振る。

　ていうか親は何をしてたんだ親は？　教育放棄かよ、放任主義にも程があるぞ。

　工兵は溜ため息いきを一つ、彼女を睨にらみつけた。

「室見さん、よく聞いてください。今後野宿は一切禁止です。お金なら僕が出しますから、ちゃんとホテルに泊ってください。知らない人についていくとか論ろん外がいですから」

「えー」

「えーとか言わない！　駄だ目めなものは駄目、絶対！」

　室むろ見みは「むぅ」とうなり唇を尖とがらせた。ややあって苦々しげにうなずく。彼女は上うわ目め遣づかいに工こう兵へいを見上げた。

「じゃあさしあたり私はどうしたらいいの？　このあたりのホテルなんて全然分からないんだけど」

「任せてください！　ここは僕のホームなんで」

「………」

　なぜか押おし黙だまる室見を先せん導どうしターミナルの外に、駅前のビジネスホテルを順に巡っていく。

　だが室見の懸け念ねん通り、めぼしいホテルは満室になっていた。まさか雑ざ魚こ寝ねのサウナに泊らせるわけにいかないし（ある意味野宿より危険だ）シティホテルは高すぎる。あちこち行ったり来たりするうち、時刻は午後十一時を越えていた。

　──二十分後。

「桜さくら坂ざか……疲れた、眠い」

　室見の声が背中で響ひびく。彼女は酩めい酊ていしたように上体を揺らしていた。寝ぼけ眼まなこをこすり首を振る。

「……もう無理、寝る。ここで寝る」

「こ、ここは駄だ目めですよ。せめてファミレスいきましょう。そうだ、２４時間営業のマックとかでも」

「騒さわがしいとこ嫌い」

「じゃあネットカフェ」

「狭いの嫌いやー」

　……ええい、世話の焼ける！

　工兵は周囲を見渡した。

　あのホテルは……さっき行った。こっちも満室だったし。あれはちょっとボロすぎる。……ううん、あとは駅の反対側とか。

　考え込む工兵の横で、だが室見は今にも倒れ込みそうな様よう子すでふらついていた。もうこれ以上一歩も動いてくれそうにない。

（……ううむ）

　しばらく考えた後、決断する。ガードレールから身を乗り出し片手を上げた。走行中のタクシーが一台急停車する。工兵は室見の手を引き後部座席に乗り込んだ。

「すみません、近くで申し訳ないですけど、八はち幡まんの方まで」

「遠えん鉄てつの八幡駅？」

「はい」

　バンと扉が閉まりタクシーが発進する。やや荒っぽい運転だが、まぁ稼かせぎ時だし気が急せいているのだろう。しょうがない。室むろ見みが「うーん？」と片目を開ける。

「どこ行くのよ？」

「実家です」

　諦あきらめも露あらわに告げる。抵抗はあるが仕方ない。間違いなく寝床が準備でき安全も確かく保ほされているのは自宅しかなかった。浜はま松まつ駅えきから少し距きよ離りがあるが（つまり明日あしたまた電車なりタクシーなりで駅まで戻らなければいけないということだが）贅ぜい沢たくは言ってられない。

　だが工こう兵へいの覚悟をよそに室見は小首を傾かしげた。

「実家？　誰だれの？」

「僕のですよ、決まってるじゃないですか。今更何を言っているんです？」

「だってあんた……帰りたくないとか言ってたじゃない」

「言ってましたけど……しょうがないでしょ。室見さん凄すごく眠そうだし。てか僕以外にそもそも静しず岡おか実家の人なんていないじゃないですか」

「いるわよ」

「え!?」

「社長」

　はいぃい!?

「出身が静岡市駿河区だから、それに因ちなんでお茶ちやの水みずの駿河台に会社作って。ついた名前がスルガシステム」

「何その唐突な裏設定！」

　……驚おどろきの新事実だった。ていうか社長、静岡市民だったのか。道理で最初に会った時から馬が合わないと思った。

　衝しよう撃げきを受けているうち目的地に到着する。

　暗い住宅街の中、古びた店てん舗ぽが街灯の明かりに浮かび上がっていた。軒先には大きな木製の看板、玄関口に朱染めの腰掛けが置かれている。店名は〈遠えん州しゆう桜おう華か庵あん〉、言わずと知れた工兵の実家だった。

「ここ……？」

　支払いを済ましタクシーから降りると室見が目をしばたたいていた。まぁ……びっくりするわな。工兵は頭を搔かいた。

「ええ、なんか江え戸ど時じ代だいから続いている老舗しにせのお菓子屋らしくって……、すいません中も結構古くてボロいですけど。勘弁してください」

「それは……いいけど」

　室見は不安そうに周囲をうかがった。

「いいの？　私、いきなりお邪じや魔ましちゃって。なんか言われるままついてきちゃったけど……家族の方、びっくりするんじゃない？」

「いや、まぁ大丈夫ですよ。びっくりするも何も多た分ぶんみんな寝てますから」

「寝てる？」

　室むろ見みは携帯を覗のぞき見た。ちらりと確かく認にんできた時刻は十一時半前。確たしかに少し早い。だが。

「うちお店、下ごしらえとかあるんで朝とにかく早いんですよ。なので十時くらいにはみんな寝ちゃって朝五時起床です。だから僕らが帰っても全然気づかれないですよ」

「えー、何よそれ。泥どろ棒ぼうみたいで嫌いやなんだけど」

「ちゃんと居間に事情記したメモを残しておきますから大丈夫です。朝起きたらうちの親、一番にそれ見るはずですし、きちんとトラブらないようにしておきますから」

「………」

「それともファミレスかネットカフェまで戻りますか？」

　工こう兵へいの問いかけに室見は沈ちん黙もくした。しばし考え込んだ後、かぶりを振る。

「じゃあ」と工兵は店に向き直った。

「こっちです、裏口から入るんで」

　荷物を肩に掛け先行する。狭いアプローチを進んでいくと前方でほんのり明かりが点ともった。人感センサーに反応したのだろう、白しらんだ光に小さな格子戸が照らし出される。

　工兵はズボンのポケットからキーリングを取り出した。滅めつ多たに使わないものの実家の鍵かぎは常に持ち歩いている。ここ半年で鍵が交換されていなければ開けられるはずだった。

　シリンダーに鍵を差し込み回転、かちゃりと音を立てて錠じようが外れた。よし……開いた。

　格子戸を開く。闇やみの中からひんやりした空気が漂ってきた。懐なつかしい木の香りが鼻をつく。工兵は室見を迎え入れスリッパを勧すすめた。扉を閉め廊下脇わきの階段を指し示す。

「そこ上のぼっていってください。上がりきってすぐ左手が僕の部へ屋やなんで、適当に荷物置いちゃって構いません。すぐ行きますから待っていてもらえますか」

「う、うん……」

　室見が心こころ許もとなさげに階段を上っていく。工兵は彼女を見送ると廊下の奥に向かった。途中両親の寝室を確かく認にん、二人ふたりとも寝入っていることを確たしかめる。足音を忍ばせリビングに、後ろ手に扉を閉めた。

　照明オン。

　蛍光灯が明滅し、こぢんまりした洋間が浮かび上がる。もともと和室だったところを改造したため天てん井じようが低い。狭いスペースにテーブルや椅い子す、テレビがごちゃごちゃと詰め込まれていた。

　さて……と。

　鞄かばんからペンと紙を取り出す。明日あした両親が起きた時のためにメモを残しておくつもりだった。

　どう書こうかな……『仕事で急きゆう遽きよ浜はま松まつに来ています。泊るところがなかったので帰ってきました。自室で寝ていますが明日の朝一（五時半くらい）に出る予定です』──こんなところか。

　あ、あとそうだ。室見さんのことも書かなきゃ。

『上司も泊まっています』

　………。

　微妙に意味不明だな。

『一いつ緒しよに作業していた同僚も連れてきています』

　こっちの方が分かりやすいか。……んー、でもちょっと補足しておいた方がいいかもな、室むろ見みさん、外見アレだし、ぱっと見、学生バイトやアシスタントに間違われかねない。朝に顔を合わせた時、ちゃんと自分の上司として認にん識しきしてもらわないと。

『同僚と書きましたが僕の直属の上長になります。外見的に少しらしくないかもしれませんが、失礼のないようにしてください』

　どう上司らしくないか……付け加えておいた方がいいか。

『外見は女子中学生です。服装も女子中学生です、性格は……やや子供っぽいかもしれません。お酒は飲めません、好きな食べ物はツナ缶です』

（………）

　ただの子供じゃねぇか。

　おかしい、フォローの書き置きのはずなのにどうしてこうなった。

　文面を推すい敲こうし当たり障りのないものに変える。最後に「工こう兵へい」とサインしテーブルの真ん中に置いた。

　さて……あとは室見に飲み物くらい持っていってやるか。ペンを片づけ台所に向かおうとした時だった。

　ふっと──

　後ろで空気が動いた。

「………!?」

　反射的に顔を反そらしていた。

　普ふ段だん室見に散々不意打ちをくらっているせいだろう。第六感とも言うべき感覚がアラートを告げた。瞬しゆん間かん、何かが猛速で頰ほおをかすめる。風切り音とともにテーブルの角が爆ばく発はつするように弾はじけ飛んだ。

　わけが分からないまま飛びのいていた。だが今度は下から突き上げるような一いち撃げき、物もの凄すごい衝しよう撃げきが左手を襲おそう。鞄かばんの底が跳ね上げられたのだ。そう気づいた時にはもう次の攻撃が始まっている。がら空きとなった左ひだり脇わきに──横殴りの一撃が。

　工兵は視し線せんを周囲に走らせた。後ろは──もう下がれない。横への回かい避ひは手遅れ。であれば残った方向、前に進むしかない。工兵は床を蹴けり上体を屈かがめた。相手の得え物ものは分からないが打点さえずらせばダメージを軽減できる……はず。長柄の武器なら……ええい、考えても仕方ない！

　結果として工兵の選択は功を奏した。脇腹を直撃したのは凶器でなく相手の──腕だった。暴ぼう漢かんが焦ったように後退する。工こう兵へいは機きを逃さず相手の手首をつかんだ。動きを封じ組み伏せようとしたのだが。

　──え。

　相手の顔を見てぎょっとなる。

「……のっ！」

　刹せつ那な、甲かん高だかいかけ声とともに相手が工兵を蹴けり上げてきた。直下から膝ひざを突き出すようにしてハイキック。さすがにかわしきれずゼロ距きよ離りで顎あごを打ち抜かれる。物もの凄すごい激げき痛つう、脳が揺れ視界に星が飛んだ。たまらず倒れ込んだ工兵の視界に細身のシルエットが浮かび上がる。得え物ものを振り上げ、こちらに振り下ろそうと──

「ストップ！　誉ほまれ、ストップ！」

　工兵は必死で叫んだ。両手で顔をかばい制止する。

「待て落ち着け、僕だ。工兵だ！」

　………。

「お兄にいちゃん？」

　きょとんとした声こわ音ね。

　細身の少女が眼がん前ぜんに立っていた。

　Ｔシャツにホットパンツ、手首に黄き色いろのミサンガをはめている。長く豊かな髪が二つ結びにまとめられ細い肩へと流れ落ちていた。パンツの裾すそから伸びる足はすっきりと健康的に引ひき締しまっている。露ろ出しゆつは多い──が弱々しい感じはまったくしない。均きん整せいの取れた体格を誇示するように彼女は超然とたたずんでいた。
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　──桜さくら坂ざか誉ほまれ。

　今こ年としで中三になる工こう兵へいの妹だった。

　彼女はくりくりした大きな目を動かし「わお」と言った。

「お兄にいちゃんを名乗る強盗がいる」

「いや、名乗ってるだけじゃなくて見た目も僕だろ!?　ちゃんとおまえの名前だって呼んだじゃないか！」

「最近の強盗は手が込んでるなー」

「そこまで認にん識しきをねじ曲げて僕を叩たたきのめしたいか！」

　工兵は壁かべに背をつけ立ち上がった。荒い息を吐き誉の手にある得え物ものを見つめる。

「……てか、それなんだよ」

　誉は「ん？」と得物を持ち上げた。

「これ？　大した物じゃないよ。古くなった靴下にコインと砂を詰めて振り回せるようにしただけ。敢あえて命名するなら……そう、護ご身しん用よう靴下かな？」

「それはブラックジャックっていう歴れきとした凶器だ！　何かわいげのある名前にしてんだ!?　直ちよく撃げきしたらマジで死ぬぞ！」

　……危なすぎる。いやこいつ、昔からサバイバルオタクで妙な護身術や生存術を身につけていたが、しばらく会わないうちに危険度が増していた。というか最後の蹴けり、あれムエタイじゃないか？　どこで覚えてくるんだ一体。

　怯おびえた眼まな差ざしで身構えていると、彼女は「むー」と眉まゆ根ねを寄せた。

「そのツッコミは確たしかにお兄ちゃん……ううん、顔や知ち識しきは真ま似ねできてもツッコミだけは真似できないからなぁ」

「僕のアイデンティティはツッコミだけかよっ！　てか、おまえの対人識別手段はそれしかないのか!?　逆に不安になってきたぞ、家族の絆きずなはどこにいったんだ」

「早々にうちを出ていった人に絆とか言われても……」

　ぐっ。

　痛いところを。

　気を取り直し睨にらみつける。

「いいからその武器置けよ。おっかなくて気が休まらない。というか本気で恐ろしかったぞ。殺されるかと思った」

　誉は言われるまま得物を置きつつも不服そうに唇を尖とがらせた。

「怖かったのは私も一いつ緒しよだよ。水飲もうと思って降りてきたら知らない人が台所にいるんだもの。なんかゴソゴソ物色してるし、普通泥どろ棒ぼうだと思うでしょ。お兄にいちゃんが帰ってくるなんて一言も聞いてなかったし」

　それは……まぁ確たしかに。

「だったら先手必勝でぶち殺してから誰だれか確かく認にんした方がいいよね？」

「いいわけねぇだろ!?　それ僕が死亡回かい避ひする方法どこにもないじゃねぇか！　せめて行動不能くらいにしとけよ。てか普通に警けい察さつ呼べ！」

　半泣きでまくしたてると誉ほまれは肩をすくめた。「ふぅ」と嘆息し小首を傾かしげる。

「で？　どうしてお兄ちゃんが家にいるの。まさかとは思うけど、何かやばいことして逃げてきたわけじゃないよね？」

「あのなぁ。人聞きの悪いこと──」

　その時だった。

　きしみ音を立て扉が開く。廊下に続く空間に小さな顔が現れた。鳶とび色いろの双そう眸ぼうが不安そうに室内を覗のぞき込む。

「桜さくら坂ざか、どうしたの？　なんか凄すごい音がしてたけど──」

　………。

　最悪のタイミングというものがあれば今まさにこの瞬しゆん間かんだろう。室むろ見みを見た刹せつ那な、誉の表情が凍りつく。彼女はまじまじと見知らぬ少女を眺めた。瞬まばたきを数回、ちらと工こう兵へいをうかがい再度室見に向き直る。

「ほ、誉……」

　どう説明すればいいのか、分からないまま声をかけた瞬しゆん間かん。

「お兄ちゃんが女の子攫さらってきたー！」

　誉が叫んだ。

　制止する間もない。彼女は脱だつ兎との勢いで部へ屋やを飛び出した。そのまま廊下の奥に走っていく。

「ま、待て！　ちょっと待て。誉！」

「お父とうさん！　お母かあさん！　起きてぇええ！」

　ぎゃあああああ！

　工兵は廊下に走り出て誉の首根っこをつかんだ。暴あばれる彼女の口を押えなんとか黙だまらせようとする。だが誉は口が使えないと見るや足で壁かべを蹴けり始めた。古い建家が悲鳴を上げ震ふるえる。……っ!?　ふざけんな、こいつ家を倒とう壊かいさせる気か!?

　片手で口元を、もう片方の手で彼女の太ももをつかむ。後ろから抱え込むように彼女を押さえつけていると不意に──空気が動いた。




「何をしとる」




　野太い声こわ音ねが頭上から降り注いできた。

　空気が固まる。周囲の時間がぴきりと音を立て静止した。工こう兵へいは恐る恐る視し線せんをもたげる。視界に入ってきたのはまず節くれ立った足指、次いで浴衣ゆかたの裾すそ、帯、分厚い胸板──

「………」

　仁に王おうのような顔が工兵を見下ろしていた。

　への字に歪ゆがんだ口元、灰はい色いろの上がり眉まゆ、頭髪はやや薄うすく、張り出した額ひたいが頭頂付近まで禿はげ上がっている。細い目には冷たい氷のような光。和装の男性がじっと寝室の入り口にたたずんでいた。

　父親──

　桜さくら坂ざか家けの家長、この古びた日本家屋の絶対君主だった。

　男性は重々しい口く調ちようで訊たずねた。

「もう一度訊きくぞ、何をしとる。工こう」

「いや……それは、その」

　我知らず視線を逸そらす。身体からだが瘧おこりのように震ふるえてきた。二十年来刷り込まれてきた恐怖が身体と心を麻ま痺ひさせる。冷や汗が尽きることなく首筋を流れていった。

「ええっと……その……ちょっと出張中というか……仕事のトラブルで」

　回らない舌を叱しつ咤た激げき励れい、なんとか事情を説明しようとする。が。

　ばんと誉ほまれが工兵の腕をはねのけた。

「お兄にいちゃんが女の子攫さらってきたんだよ！」

「てめぇこら！　誉ぇえええ！」

　必死で襟えり首くびをつかもうとするも誉は軽やかに彼の手をかわした。

「慣なれない仕事でストレスがたまり、むしゃくしゃした勢いで女の子を拉ら致ち、暴ぼう行こうしようとするも通行人に見とがめられ逃走。既に指名手配がかかり、自宅に帰ることもできず、ようやく逃げ込んだのがここ、実家だったってわけ」

「『てわけ』じゃねぇよ！　何それっぽく捏ねつ造ぞうしてるんだ。ぶん殴るぞ!?」

「妹まで手にかける気!?」

「かけねぇよ！　これ以上話をややこしくするな、黙だまってろ！」

　一気に言いきってから、だが工兵は凍りつく。

　父親がリビングの方を見ていた。細い目をいっぱいに見開き頰ほお肉にくを強こわばらせている。

　視線の先にいるのは明るい髪色の少女──室むろ見み立りつ華かだった。丁度二階で着替え中だったのか、ブラウスの第一第二ボタンを外し、しどけない格好でたたずんでいる。

　息詰まるような沈ちん黙もくがしばらく続いた。ややあって父親が動く。思い詰めた表情で寝室に入り何か年代物の──木箱？　を携えてきた。

　節くれ立った指が箱を開ける。

　中から現れたのは、──鈍にぶい輝かがやきを放つ抜き身の菓子切包丁。

　……っ!?

「私は……工こうの育て方を間違えた」

　苦渋に満ちた声。父親は唇を引き結ぶと両りよう眼がんと平行に包丁を構えた。

「世間様に顔向けできん。工を殺して──私も死ぬ」

「いや、いやいや！　何言ってるの父とうさん!?　違う、違うよ。誤解だから！」

「往生際が悪いぞ、工。心配するな、苦しまないよう一いち撃げきであの世に送ってやる」

「うわ、そんな台詞せりふ現実に聞く時が来るとは思ってなかった！　意外に貴重な体たい験けん──とか言ってる場合じゃなくてっ！　む、室むろ見みさん、ちょっと説明してくださいよ！　事情を、誤解だって！」

　必死に頼み込むが室見は目を白黒させ沈黙している。事態の推移についていけないのか、疑問符を顔中に貼はりつけていた。

　ええい、しっかりしてくれ！

　歯ぎしりしつつ再度呼びかけようとした時だった。

　寝室から──低いすすり泣きが聞こえてきた。

　………。

　おずおずと視し線せんを正面に戻す。

　襖ふすまの横で線の細い中年女性が口元を押えていた。両目を潤うるませ工こう兵へいを見つめている。

「か、母かあさん……」

「工兵が……犯罪者に……」

　今こ年としで五十になる母親は、あたかも童女のようにいやいやをした。

「小さい時から優やさしい子で……虫を殺すのも嫌いやがっていたような子だったのに……なんで……なんでこんなことに」

　直後、感極まったようにわっと泣き崩れる。

　包丁を構える父親、ファイティングポーズの妹、立ち尽くす室見。そして慟どう哭こくする母親。

　工兵はだらりと全身を弛し緩かんさせた。

　カオスだった。
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「……だから何回も言ってるように、この人は僕の上司、会社の先せん輩ぱいなの。今日きようは出張先でトラブルがあって、わざわざ掛かけ川がわから駆けつけてきてくれたんだよ。たまたま新しん幹かん線せんが止まってホテルも満室だから連れてきただけであって、別に疚やましいことはしてないって……、もうさ、何度説明すれば分かってもらえるわけ？」

　工こう兵へいはもう何回目かになる釈明を繰くり返した。

　十畳ほどの和室。座卓を取り囲むように父、母、妹、そして工兵が座っている。室むろ見みは座ざ布ぶ団とんを与えられ一人ひとり床の間の前に座らされていた。小さな肩をすくめ居い心地ごこち悪そうに縮ちぢこまっている。

　父親は太い腕を組み巌いわおのように押おし黙だまっていた。あいかわらず沈ちん鬱うつな面持ちをしているのは母親だ。片や誉ほまれは先程からずっと、うさんくさげに室見をうかがっている。

「上司……ねぇ」

　久方ぶりに発せられた声は疑念に満ちあふれていた。大きな目がきゅっとすぼまる。

「私より年下に見えるんだけどさ。……社会人？　それもお兄にいちゃんの先輩？　はぁ、……なんか噓うそつくならもうちょっとマシな噓ついてほしいんだけど」

「噓じゃないって！　いや、いや凄すごいんだぞこの人、技術的には業界トップクラス、一人で大手出版社や証券会社のネットワークを構築しちゃったりするんだぞ。おまえみたいな学生なんか足下にも及ばない、十次元くらい上の存在なんだ」

「でも私の方が胸大きいよ？」

「言ってはいけないことを！」

　ちらりと室見をうかがう。彼女は小さな顔を凍りつかせていた。白い頰ほおが小刻みにわなないている。あああ、怒ってる。蒼あおざめる工兵の前で母親がずっと身を乗り出してきた。唇を結び覚悟に満ちた表情で告げる。

「ねぇ工兵……お母かあさん達、どんなことがあっても工兵のこと受け止めるから。だから……ね？　本当のこと話して？」

「本当信用ないな僕──！」

　ある意味ショックだった。一体自分のどんな行いがこれほど信用を失墜させる原因となったのか。中高時代、僕そんなに悪い子だったっけ……？

　しかめっ面つらで考え込んでいると父親が眦まなじりを開いた。鋭するどい、鷹たかのような眼まな差ざしが工兵を射貫く。

「工」

　低い声で呼びかけられた。

　反射的に居住まいを正してしまう。緊きん張ちようする工兵に父親は眉まゆ一つ動かさず告げた。

「私はおまえに、狡ずるい噓だけはつくなと教えてきた。悪いことをしたらちゃんと謝あやまれ、ごまかさずに罪を償つぐなえと。その上で訊きくぞ。おまえ、本当に人様の迷惑になるようなことはしとらんのか。ちゃんと真まっ当とうに生きとるのか」

「当たり前だってば」

　強い口く調ちようで主張する。父親は「ううむ」と低い声で唸うなった。工こう兵へいの主張と室むろ見みの異常な容姿、どちらを信じてよいかまだ迷っている様よう子すだった。

　工兵は嘆息する。

　いい加減にしてもらいたかった。何度説明しても埒らちがあかない。自分はともかく室見は早く寝かせてやりたいのだ。ただでさえ疲れている状況でこんな馬ば鹿かげた騒さわぎに付き合わせたくなかった。

　もういい──と言おうとした。

　泊めてもらおうと思った僕が馬鹿だった。ネットカフェにでもどこにでも行く。それでいいんだろ。

　苛いら立だち任せにまくしたてようとした時だった。

　ふっと──微び風ふうが吹き抜けた。

　視界の端で艶つややかな髪が揺れた。はっとなる工兵の傍かたわらを華きや奢しやな体たい軀くが行き過ぎていく。

　明るい髪色の少女──室見立りつ華かは思い詰めた面持ちで座卓にたどりついた。固かた唾ずを吞のむ家族の前ですっと膝ひざを落とす。

「少し──よろしいでしょうか」

　慇いん懃ぎんだが有無を言わさぬ口調。彼女は正座したまままっすぐに面おもてを上げた。

「差し出がましいとは思いましたが、……お話をうかがう限り桜さくら坂ざか──工兵さんがどうこうというより私のことが問題であるように見受けられました。であれば彼よりも私自身の口から事情を説明した方がよいと思いますが──いかがでしょうか」

　………。

　返事はない。

　沈ちん黙もくを肯定ととらえたのか、室見は両手を畳につき一礼した。

「ご挨あい拶さつが遅れました。スルガシステムの室見立華と申します。ご子息を東とう京きようでお預かりしております」

　茶道の型でも見るような完かん璧ぺきな所作だった。

　父親は毒気を抜かれた様子で押おし黙だまっていた。が、ややあって我に返ったのか、釣られるように頭を下げる。

「これは……ご丁てい寧ねいに。こちらこそご挨拶が遅れ申し訳ありません。工兵の……父です」

　名乗ってから、だが彼は複雑極まりない表情で室見を見返した。

「それでは……その、本当に工こうの会社の……？」

「はい」

　室見はうなずいた。

「システムエンジニアリング部──というチームでコンピュータネットワークの設計業務に携わっています。ご子息とは同じ部署で、教育係も兼任しています」

　続けて彼女は今回の仕事、トラブルの中身について説明していった。要旨は先程から工こう兵へいが伝えているものと同じ、だが第三者が言及するだけで不ふ思し議ぎともっともらしく聞こえてくる。室むろ見みの話し方もよいのだろう。いつもの癇かん癪しやくが噓うそのように。淡々と、粛しゆく々しゆくと、冷静に事実だけを話していく。

　別人のようだ──と思った。

　幼い顔立ちも、未み成せい熟じゆくな体型も、社会人らしからぬ服装も全すべてはもとのまま。だがまとう雰囲気だけが明らかに異なる。彼女は旧家の姫君のように、厳おごそかに言葉を紡いでいった。

（慣なれているのか）

　父親のような人間を相手取るのに。

　この時じ代だい錯さく誤ごな空間に。

　あいかわらず……得体えたいの知れない人だった。

　一体どんな経歴を歩んでくればこんな所作が身につくのか。今まで知らされてきた彼女のプライベート、キャリアを鑑かんがみてもまったく見当がつかなかった。

　───。

「以上のような経けい緯いで。電車さえ動いていればそのまま次の作業場所に向かう予定でしたが──急な電車トラブルで足止めされこちらに押しかけてしまいました。お休み中のところ誠に申し訳ありません。お詫わびいたします」

　室見が丁てい寧ねいに頭を下げる。

　父親はやや気け圧おされた様よう子すになっていたが、はっと居住まいを正した。中腰になり室見を押しとどめる。

「いや……いや止よしてください。こちらこそ、失礼なことを言って申し訳ありませんでした。工こうがお世話になっている方に……まったくお恥ずかしい。お顔を上げてください」

　言ってから固い表情で母親を振り返る。

「おい、何してるんだ。お茶をお出しせんか。あとお風ふ呂ろの準備を」

「いえ……あの、お構いなく」

「そういうわけにはいきません。こら、工も何をぼっとしとるんだ。お母かあさんを手て伝つだわんか」

　はぁ……。

（勝手なこと言ってらぁ）

　溜ため息いき混じりに独りごち腰を上げる。

　だが……まぁよかった。あのまま室見のことを認めてもらえなかったらどうしようかと思った。「もういい」と家を飛び出そうにも、うちの両親のことだ、追いすがって家族会かい議ぎを続行しかねない。明日あしたの作業に支障を来きたすのは必至だった。

　胸をなで下ろしながら、だが工兵はふっと表情を固くする。小柄なシルエットがこっそり部へ屋やを抜け出そうとしていた。抜き足差し足、人目をはばかるように歩を進めていっている。工こう兵へいは視し線せんを鋭するどくしてＴシャツの背中を睨にらみつけた。

「どこ行くつもりだ？　誉ほまれ」

　ぎくっ、という擬ぎ音おんが聞こえたように思えた。

　二つ結びの少女は口元に薄うすい笑えみを貼はりつけ振り返った。

「え？　んー、私もお母かあさんの手て伝つだいしようかなー……なんて」

「別に僕だけで手は足りるぞ。そんな頼まれもしないのに殊勝な態度見せるなよ。おまえらしくもない」

「えー、いやだよお兄にいちゃん何言ってるの。私はいつでも世のため人のため、常にみんなの利益を考え生きていっているよ。そんないつも自由気ままに振ふる舞まってるような言われ方、心外だなー」

　工兵はにっこり微笑ほほえみ「そうかそうか」とうなずいた。小首を傾け可能な限り朗ほがらかな表情を作る。

「おまえの気持ちはよく分かった。……でもな、今おまえの存在を必要としているのは母さんじゃない。もっと他ほかにいるだろう？　誉とじっくり話したい、語り明かしたいと思っている相手が」

「な、何を──」

　瞬しゆん間かん、低い咳せき払ばらいの音が響ひびく。誉がびくりと肩を震ふるわせた。振り向いた視し線せんの先にあるのは──和装の仁に王おう様さま。

「……っ!?」

　後じさる彼女の肩を工兵は軽く叩たたいた。

「まぁ夜中に大おお騒さわぎした挙げ句、あることないこと言いまくって人の上司をガキ呼ばわりしたんだから。それなりのケジメはつけないとな？　もちろん世のため人のため生きている誉はこんな状況でも決して逃げないと信じてるぞ。お兄ちゃんは」

「や……え……いや、ちょっと」

「誉、少しこっちに来て座りなさい」

　有無を言わさず彼女の背を押し出す。

　誉は二、三歩ふらついた後、父親の前で膝ひざを折った。和装の仁王様が室むろ見みに重々しく会釈する。

「室見さん、すみません。ちょっと家族の話になりますので、リビングに行ってくつろいでもらえますか。工こうに案内させますので」

　室見は目をぱちくりさせた。戸惑った表情で工兵と誉を交互に見やる。工兵は沈痛な面持ちで首を振った。

「行きましょう。こうなったら最後、僕らにできることは何もありません」

「え……でも」

　ためらいがちな彼女の手を引き歩き出す。

　立ち去り際、背後で悲鳴のような声が上がった。

（まぁ……三十分は解放されないだろうな）

　少し気の毒ではあるが、人の顎あごを力いっぱい蹴けり上げてくれたのだ。これくらいは灸きゆうを据えてもらわないと、こちらの気も収まらない。

　工こう兵へいは肩をすくめ部へ屋やから出た。




　ある意味困ったことに、室むろ見みを上司と認めたあとの母親の張りきりぶりは凄すごかった。

　お茶や風ふ呂ろの準備はもちろん「もう食べた」と言っているのに夕食を用意してくる。果物に酒、乾き物にコーヒー。店のお菓子まで持ってくる。挙げ句に明日あしたの弁当は何がいいだの、浜はま松まつ駅えきまで車を出そうかだの頼んでないことまで考え始める有様。まったくお節せつ介かい極まりない。『明日は早いから』『とにかく寝かせてくれ』──延々主張し続けること数十分、ようやく解放された頃ころにはもう夜の一時を過ぎていた。

　工兵は室見を風呂まで案内し客間に戻った。来客用の布団を敷しいていると扉口で小さな物音が響ひびいた。

　肩越しに振り返る。二つ結びの少女──誉ほまれが恨うらめしげにこちらを覗のぞき込んでいた。

「お、やっと解放されたか」

　あっけらかんと告げた瞬しゆん間かん、誉の眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。片手でホットパンツの尻しりをさすり部屋に入ってくる。父親の折せつ檻かんを受けたのか、彼女は不ふ機き嫌げんも露あらわに工兵を睨にらみつけた。

「お兄ちゃんの薄はく情じよう者もの」

　工兵は鼻を鳴らした。枕まくらを置いてから身体からだを起こす。

「自業自得だろ。だいたいいくら動転してたからって凶器を持ちだして、机までぶっ壊こわしたんだから。遅かれ早かれ怒られてたって」

「むぅ」

　誉は唸うなった。唇を尖とがらせ「……まぁ、いいや」とつぶやく。

　彼女は嘆息し頭を搔かいた。

「あ、そうそう。室見さんの寝ね間ま着き、私のを渡しておいたから。ちょっと大きいけど小学校の時に着てた奴やつだし、ブカブカにはならないはず。あとバスタオルの場所くらい教えてあげなよ、室見さん困ってたよ」

　あ……。

　しまった、寝床の準備を急ぐあまり失念していた。

　風呂から出て気がついたのか？　うわぁ……それは……悪いことしたな。さぞかし困っていただろう。自己嫌悪に陥っていると誉がちらとこちらをうかがってきた。

「あのさ……お兄にいちゃん」

　彼女はやや生き真ま面じ目めな口く調ちようになった。

「？　なんだよ」

「……あの人、変じゃない？」

「おまえ……まだそんなこと」

　声を強こわばらせると誉ほまれは慌てた様よう子すで手を振った。

「ああ違う、違う。別に子供っぽいとか社会人に見えないとか、そういうこと言ってるんじゃなくて……ううん、なんだろう。もっと根本的な部分で」

「根本的？」

　何を言っているのか、不ふ審しんな表情でいると誉は「ううん」と呻うめいた。

「お風ふ呂ろ場ばでさ、ちょっと話したんだよ室むろ見みさんと。失礼なこと言ってごめんなさい、年上の方にすみませんでした──そう言って謝あやまりたかったし。お兄ちゃんの上司がどんな人かも知りたかったから。でも……」

「でも……なんだよ、喧けん嘩かにでもなったか？」

　誉はかぶりを振った。

「ううん、ちゃんと礼れい儀ぎ正ただしく対応してくれたよ。私のこと子供扱いもしなかったし、今日きようの件もあんまり気にしてなかったみたいで。……ただなんて言うかね。どれだけ話しても全然人となりが分からなかった」

「？　人となり？」

「私ってさぁ、自分で言うのもなんだけどあんまり物もの怖おじしない性た質ちなのね。初対面の相手でもどんどん立ち入った質問しちゃうし。趣しゆ味みとか血液型、あと好きな男性のタイプとか」

　──でも、と彼女は首を傾かしげた。

「室見さんは本当に……何も出てこないんだよ。どれだけ訊きいてもうーんと唸うなってるばかりで」

「それは……おまえ、単純に鬱うつ陶とうしがられてたんじゃないのか？　馴なれ馴なれしい奴やつだと思われて」

　だが誉はかぶりを振った。

「そんな感じでもないんだよねぇ。……どっちかと言えば『答えたいけど答えられない』『答える材料がない』って感じで。会話が続けられなくて申し訳ないみたいに、凄すごく困った顔されるんだよ。だから私も途中で諦あきらめちゃって……なんか、凄く変な感じだった」

「………」

「空からっぽみたい」

　ぽつりとつぶやく。工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

「空っぽ？」

「過去とか思い出とか……そういうのがゼロっていうか。うーん自分でも何言っているか分からないけれど」

　誉ほまれは釈然としない様よう子すで唸った。

　その言葉に、だが工こう兵へいは奇妙な既視感を覚える。二ヶ月前の事件、泥酔した室むろ見みを自宅に送った際、目もく撃げきした光景。何もない部へ屋や、廊下、空っぽの空間──

　………。

「他ほかに……他に何か話したのか？　室見さんとは」

　無む意い識しきのうちに訊たずねていた。

　誉の言葉を全すべて鵜う吞のみにしたわけではない。だが彼女の発言は昔から不ふ思し議ぎと真をつく（一見何も考えず喋しやべっているように見えてだ）。何か気づいたことがあれば訊きいてみたかった。

　誉は「うーん」と唸うなった後、愁しゆう眉びを開いた。

「あぁそういえば、一個だけ答えてくれたよ。なんで今の会社選んだんですかーって訊いたら、ちょっと困った顔したあと『知り合いが紹介してくれたから』って言ってた」

「知り合い？」

「社長さん？　と仲良しな人なんだって」

　六ろつ本ぽん松まつと？

　工兵は眉まゆをひそめた。

　誰だれだ一体。カモメ……藤ふじ崎さきか？　いや、なら「知り合い」でなく「同僚」と呼ぶだろう。だいいち二人ふたりとも六本松と仲良くなどない。であれば外部の人間か？　自分の知らない第三者、会社以外の室見を知る人物──

　ふと二ヶ月前に室見と交わした会話が蘇よみがえった。合唱の話をした時、彼女はなんと言っていた。『知り合いの紹介で入れてもらった』……そうは言っていなかったか。

　知り合い──室見のディスコミュニケーションを憂うれえ、就しゆう職しよく先さきを斡あつ旋せんし、プライベートの世話まで焼くような人間。

（………）

　ちくりと胸が痛む。

　なんだろう……妙な気分だった。室見が誰と付き合っていようと関係ないはずなのに、ひどく心がもやもやする。苛いら立だちにも似た感情が湧わき起こってくる。まるで自分の領分を侵されたような、役目を横取りされたような感覚。

（……って、何を言ってるんだ自分は）

　しかめっ面つらで首を振る。疲れているのか、妙なことを考えてしまう。なんだよ領分って、室見さんは別に僕の子供じゃないんだぞ。誰と知人になろうが知ったことじゃない。むしろ彼女の人間関係が広がってよかったと思うべきだろう。

　とはいえ折せつ角かく誉が訊き出してくれたのだ。詳細を聞いて悪いことはない。いや……別に気になっているわけじゃなく。話の接つぎ穂ほとして、会話の流れとして。

「で、その知り合いってのは」

　何気ない口く調ちようで質問を続けようとした時だった。

「ちょっと誉ほまれー？　何してるの、台所手て伝つだって」

　廊下の向こうから母親の声が響ひびいてきた。誉は「あ、やば」と口を押えた。

「明日あしたの弁当、仕込み手伝ってって言われてたんだ。ごめん行ってくるね」

「お、おい誉」

「あ、そうだ」

　慌ただしく飛び出しかけて、誉はつんのめるように立ち止まった。肩越しに工こう兵へいを振り返る。大きな眼にひどく生き真ま面じ目めな光が宿った。

「お兄にいちゃん、今日きようのことはちょっと私も悪かったけど……というか大分悪かった気もするけど、でも一つだけ絶対に譲ゆずれないことがある」

「……なんだよ」

「私の方が室むろ見みさんより胸がでかい」

「そこかよ！」

　心底どうでもいいこだわりを残し誉は去っていった。あとに立ちこめるのはなんとも言えない沈ちん黙もく。工兵はしばし鼻の頭を搔かいていたが、ややあって寝床の準備に戻った。

「桜さくら坂ざか？」

　唐突に声をかけられた。顔を上げると室見が扉口に立っている。誉の物だろう、やや丈の長い花柄のパジャマを着込んでいた。

「あ、室見さん」

　工兵は姿勢を正した。

　さっきはすみませんでした。タオルと寝ね間ま着きの準備忘れてごめんなさい。謝あやまろうとすると室見は片手で制してきた。

「いいのよ。こっちこそすっかりお世話になっちゃって、申し訳ないわ。あんたも悪かったわね。私のせいで色々言われて」

「いえ……」

　工兵は恐きよう縮しゆくしこうべを垂れた。室見は長い髪を搔き上げ工兵の横を行きすぎた。枕まくら元もとに正座し着替えを置く。瞬しゆん間かん、ふわりとシャンプーのよい香りが漂ってきた。剝むき出だしのうなじが桜さくら色いろに紅こう潮ちようしている。湿り気を帯びた髪が奇妙に艶なまめいて見え、工兵はどきりとした。湯上がりのせいか、いつにも増して雰囲気が女らしい。白い肌から匂におい立つような色香が感じられた。

　心音が高鳴る。そのまま見続けていると妙な気分になりそうだったので、工兵は慌てて視し線せんを逸そらした。

「いい家族ね」

　深呼吸を数回、鼓動を鎮しずめていると室見が呼びかけてきた。息を止め「はい？」と訊きき返す。室むろ見みは正座したまま、ゆっくりこちらを仰あおぎ見た。

「いい家族ねって言ったの。賑にぎやかで、温かくて、気が置けなくて、自然にみんなが一いつ緒しよにいる感じ」

「はぁ……」

　工こう兵へいは頰ほおを搔かいた。賑にぎやか……ねぇ。

「別に……騒そう々ぞうしいだけだと思いますけど。何かと言えば家族会かい議ぎですし、ちょっとしたことですぐパニックになりますし。面めん倒どうくさいことこの上ないですよ」

「心配されてるってことでしょ？　どうでもいい相手なら説教も注意もしないわよ」

「それはまぁ……そうでしょうけど」

　口元を歪ゆがめ難むずかしい表情になる。

　心配されているのは……まぁ分からないでもない。大事に思われてるってのも多分そうなのだろう。でもだからってブラックジャックや菓子切包丁まで持ち出すか？　母親も……凶器こそ使わないが、号泣やすすり泣きで精神的に追い込んでくるし。どう考えても真まっ当とうな家庭には思えない。……いや、端から見ると違うのか？　まさかこれが標準？　理想的な家族の形について思い悩んでいると室見は「んー」と声を上げた。

「なんか……目が覚めちゃったわね」

「確たしかに」

　さんざん大おお騒さわぎして知らない人と話しまくったのだ。彼女ならずとも目が冴さえてしまうだろう。工兵自身、実家にいるにもかかわらずすぐ眠れる自信がない。客人である室見ならなおさらだろう。

「眠れるようにホットミルクでも持ってきましょうか？　また歯を磨かなきゃいけなくなりますけど」

「うーん……飲み物はもういいわ、十分もらったし」

「ですよねぇ」

　じゃあどうする。枕まくら投なげでもして体力を消耗するか？　あるいは修学旅行の定番、布団に入って眠くなるまで恋バナとか。

　………。

（何も出てこないだろうなぁ）

　友達さえいないのに……室見の彼氏とか想おもい人びととかまったく想像がつかない。

　溜ため息いき混じりに独りごちた後、ふっと考えつく。

　そうだ、どうせ眠れないなら。

「室見さん、ちょっと見せたい物があるんですけど」

　室見は目を瞬またたいた。

「見せたい物？」

「ええ、僕の宝物です」

「エロ本のコレクションとか見せられても困るわよ」

「見せねぇよ！　そんなもん。どんな性せい癖へきだよ自分!?　てかコレクション自体してませんから！」

「そうなの？」

　室むろ見みは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「カモメ曰いわく、一人前の男ならエロ本の百冊や二百冊持ってて当然って話なんだけど」

　………。

　またカモメさん情報かよ……本当あの人ロクなこと教えないな。

「というか室見さん……そもそもエロ本ってなんだか知ってますか？　どういうことが載ってる本か分かってます？」

「当たり前でしょ」

　室見は唇を尖とがらせた。得意げに胸を張ってみせる。

「男の人と女の人がキスしてる本よ」

「……それから？」

「その先……なんてあるの？」

　可愛かわいいなおい。本当小学生かよ。

　工こう兵へいはかぶりを振り「まぁいいです」と言った。

「とにかくちょっと付いてきてください。そんなに時間かかりませんから」

　室見は怪け訝げんな様よう子すだったが、少し興きよう味みを引かれたのだろう。ぴょこりと立ち上がり工兵に並んだ。

　上着を取り上げ寝室から出る。室見にスリッパを勧めてから周囲を見渡した。人の気け配はいはない。足音を忍ばせ玄関に到着、二階へ続く階段を上っていった。暗い廊下を進み突き当たりに、右手壁かべの引き戸を開ける。

「何？」

　押し入れでも開けたと思ったのだろう、室見が肩越しに覗のぞき込んでくる。だが彼女は一いつ瞬しゆん息を吞のんだ後「あ」と呻うめいた。

　狭い空間に上り階段が現れている。いや……階段というより梯はし子ごか。木製の踏み板が重なり合い階上まで続いていた。中途から墨汁のような闇やみが視界を閉ざしている。工兵は壁のボタンを探り押し込んだ。明滅、オレンジ色の光が空間を満たす。

「この上です」

　ぼうとする室見を促し階段を上っていく。段数にして十段程度、足場に注意しつつ進んでいくと不意に視界が開けた。やや埃ほこりっぽい、古びた木の香りが鼻び腔こうを満たす。

　室見は夢ゆめ現うつつな様子で周囲を見渡した。

「……屋根裏部べ屋や？」

　工こう兵へいはこくりとうなずく。床の荷物を片づけ進路を確かく保ほした。

「古い家なんで地下室とか納なん戸どとか……まぁそういうのが色々あるんですよ。小さい時は探検気分であちこち入り込んだものですけど、……よいしょっと」

　古新聞の束をまたぎ奥へと進む。床の軋きしみに肝を冷やしながら壁かべ際ぎわにたどりついた。屋根の内側、傾斜面に向き直る。

「で、これが……室むろ見みさんに見ていただきたいものです」

　留め具を外し天てん井じようの取っ手を引く。ガコンと音を立て戸板が落ちてきた。次いでガラス窓を開放。雨戸を外に向けて開く。

　工兵は室見に手招きした。

　室見は恐る恐る近づいてきた。怪け訝げんな表情で窓を覗のぞき込む。

　瞬しゆん間かん。

「わ……」

　鳶とび色いろの目が大きく見開かれた。室見はぽかんと口をあけたまま立ち尽くした。整ととのった顔から一いつ瞬しゆん、全すべての表情が抜け落ちる。

　工兵は得意げにうなずいた。

「桜さくら坂ざか家け名物、天然プラネタリウムです。どうです、なかなかのもんでしょう？」

　満天の星空が頭上に広がっていた。周囲に店てん舗ぽやビルがないせいだろう。市街地にもかかわらず星々が鮮せん明めいに見える。遮さえぎる物がない空はどこまでも茫ぼう々ぼうと、無限に広がっていた。南天に輝かがやくのはみなみのうお座のフォーマルハウトか。天頂付近にペガススの四辺形。北側にカシオペアのＷが確かく認にんできる。

　工兵は窓枠に腕を置いた。

「いやぁ懐なつかしいな。子供の時、嫌いやなことがあるとよくここに来てたんですよ。親に叱しかられた時とか、毛布持ち込んで籠ろう城じようしたりして。……まぁすぐ連れ戻されちゃうんですけどね。それでも少し気が紛れたもんです」

　本当は夏の夜空が一番綺き麗れいなんですけど。そう説明しようとした矢先だった。傍かたわらの影かげが伸び上がった。

「え……」

　一瞬何が起きたのか分からなかった。間近でパジャマの足が揺れている。スリッパがぽとりと床に落ちた。細い膝ひざが窓枠にかかりもう片方の足が持ち上がって──って、ええええ!?

「ちょ、ちょっと室見さん何やってるんですか!?」

　慌てて叫ぶ。長い髪の少女は屋根の斜面にすっくと立っていた。夜風にパジャマの裾すそが揺れている。彼女は両手を広げ大きく深呼吸した。

「うわぁ気持ちいい。眺めもいいし、最高ね、ここ」

「でしょう。さっすが室むろ見みさんお目が高い……じゃなくて！　ちょっと、降りて下さいよ。危ないです。落ちたらどうするんですか！」

「えー」

　室見は不服げに首を捻ひねった。

「なんでよ。こんないい気候なのに。あんたも来たら？　大して高くないわよ」

「二階建ての屋根は普通に高いです！　ってか歩き回らないで下さい！　危ない、危ないですから！」

　必死で制止するも室見は無造作に傾斜を上っていってしまった。視界からパジャマの花柄が消える。工こう兵へいは迷った後、窓枠に手をかけた。懸けん垂すいの要領でリフトアップ、瓦かわらに足を乗せる。

　室見は……どこだ。見渡すと頭上に細い足が投げ出されている。あたかも公園のベンチにでも腰掛けているかのように、我らが上司は悠然と棟むな瓦がわらに座っていた。

（マジか……）

　冷や汗が頰ほおを伝う。だが男として、しかも他ほかならぬ自分の実家で臆おくすることなどできない。工兵は四よつん這ばいになり斜面を登っていった。二歩、三歩、四歩。息を詰め膝ひざを引き寄せた瞬しゆん間かん。

　つるりと足が滑った。

　……っ!?

　慌てて瓦をつかみ体勢を整ととのえる。一いつ瞬しゆん遅れ、睾こう丸がんが縮ちぢみ上がる。全身の毛穴という毛穴から妙な汗が噴ふき出てきた。

　……ぐ、ぐ、ぐ。

　頭を振り恐怖を払う。怖くない、怖くないぞ。ここは一階、一階だ。高くない、全然高くないからな！

　慎重に四肢を動かし勾こう配ばいを踏破していく。頂に到着、棟瓦をつかみ身体からだごと乗り上げた。

「はぁ……はぁ」

　荒い息を漏らしながら工兵は視し線せんをもたげた。室見は憎たらしいくらい静かな表情で腰掛けている。彼女はちらと工兵を一いち瞥べつした。

「ようこそ。室見家のプライベート展望台に」

「勝手に改名しないでください……」

　唸うなるように言って工兵は室見の横に座った。商標権の侵害も甚はなはだしい。誰だれの家だと思ってるんだ。嘆息し面おもてを上げた瞬間、だが工兵は固まった。
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　南の空がぼうっと白しらんでいる。光の粒が何十、何百と地ち平へい線せんに瞬またたいていた。重なり合い、混ざり合い、連なるようにして、煌きらめきが天地の境界を彩っている。

　浜はま松まつ駅えき前まえの──ビル群だった。

（見えるんだ）

　意外な事実だった。周囲を家屋に囲まれているため駅まで視界が通ると思っていなかった。左手に見える一ひと際きわ高い光の柱はアクトタワーか。息を吞のみ見入っていると室むろ見みが髪を後ろに払った。

「綺き麗れいな町ね」

　ぽつりとつぶやく。工こう兵へいは素直にうなずいた。こんな光景を前にしてはさすがに茶ちや化かす気もおきない。シンプルな感動が胸を満たしていた。

「……もともと海沿いの──平野にできた町ですしね。凹おう凸とつが少ない分見通しはいいと思いますよ。西に行けば浜はま名な湖こもありますし、弁べん天てん島じまや滝たき沢ざわの展望台とか見所は多いかもしれませんね」

　工兵の説明に室見は「うん」と相づちを打った。

　沈ちん黙もくが数秒、ややあって彼女は小さく顎あごをもたげた。

「桜さくら坂ざかの育った町かぁ……」

　感慨深げにつぶやく。整ととのった横顔にわずかだが羨せん望ぼうの色が混じって見えた。そんな態度を示されてはこちらも悪い気はしない。工兵は口角を歪ゆがめた。

「なんなら引っ越してきたらどうですか？　室見さん程の腕があればどこでも欲しがる会社はあると思いますよ。こっちは東とう京きようほど忙しくないですし、少しは人間らしい生活を送れるんじゃないですか」

「そうね」

　………。

　はい？

　予想外の答えに工こう兵へいは目をしばたたいた。てっきり「はぁ？　あんた何言ってるのよ。私は今みたいな状況が好みなの。死ぬほど忙しい、血ち反へ吐どを吐くような大おお修しゆ羅ら場ばがね」そんな回答が返ってくると思っていた。

　凝視する工兵の前で彼女は静かに続けた。

「あんたと一いつ緒しよなら……知らない土地でもなんとかやってけるだろうし」

（………）

　どくりと心音が跳ねる。一いつ瞬しゆんおいて、なんとも言えない感情が湧わき上がってきた。自分と二人ふたりなら見知らぬ場所でも暮らしていける？　今の職しよく場ば、環かん境きようを捨てても？

　それって……なんというか、凄すごいこと言ってないか。

　工兵はごくりと唾つばを飲んだ。小柄な少女は星明かりを背に腰掛けている。白い顔に感情の揺らめきは感じられない。一体どういうつもりで先の発言をしたのか、動揺しながら訊たずね返そうとした時だった。

　唐突に──鋭するどい呼び出し音が鳴り響ひびいた。

　胸ポケットで携帯のＬＥＤが明滅している。プラスチック製のケースが暴あばれ馬のように震ふるえていた。

　なんだよこんな時間に。一体誰だれだ？

　工兵はしかめっ面つらで携帯を取り出した。液晶に表示された文字は──んんん？　ラムダコム？

「誰？」

　よほど面食らった顔をしていたのだろう。室見が怪け訝げんそうに問いかけてくる。工兵は液晶の画面をかざして見せた。沈ちん黙もくする彼女の前で通話ボタンを押す。

「はい……もしもし、桜坂です」

『……ああよかったぁ、つかまったぁ』

　間延びした声が響ひびく。シローさんだった。工兵は眉み間けんの皺しわを深くした。

「どうしたんですかこんな時間に」

　口く調ちようが知らず知らずのうち厳きびしくなる。だがシローさんはあくまでのほほんとした調子で続けた。

『やぁすみません、夜分お休み中に。あの……ですね実はちょっと問題が起きまして』

「問題」

『浜はま松まつ拠点のＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバですけど、実は昨日きのういっぱい監かん視し停止をかけてたんですね。作業の影えい響きようを避けるために。で、先程監視再開したんですけど、そこでアラートが上がりまして』

「アラート……？　ですか？」

　まさかと思う。だって件くだんの機き器きについては設置後ちゃんと通信確かく認にんしてたじゃないか。他ほかでもないシローさんが全テスト終了、問題なしと言ったんだぞ。なんで今更通信障害なんて話になるんだ？

　工こう兵へいの疑問を感じ取ったのか。シローさんは慌てた様よう子すで『あ、いえ。御おん社しやに設置いただいた機械は大丈夫です。何も問題ありません』と続けた。

「問題ない……って。じゃあなんでアラートが上がってるんですか」

　わけが分からない。混乱する工兵にシローさんは『いやぁ』と言った。

『それが……大変申し上げづらいんですけど、現地に二箱あるって仰おつしやってたじゃないですか』

「……はい」

『あれ、実は二つとも設置だったらしくって』

　………。




　はい？




『いやぁ、冗長構成っていうんですかね。二台でアクティブ・スタンバイのシステムだったらしくて。すみません、展開チームのドキュメントが軒並み間違ってたみたいです。監視チームは別途お客さんと直接やりとりしていたので、正しい設定を入れていたらしくて──』

　意い識しきが真っ白になる。衝しよう撃げきが強すぎて思考が追いつかない。いや……いや、なんだよそれ。ぐだぐだにも程があるだろう。わけが分からない。

「そ、それでどうするつもりなんですか？　二台目の立ち上げ」

『そう、そのあたりをご相そう談だんしたくて』

　シローさんが声を明るくした。やっと話が通じたとばかりに言葉を続ける。

『実は件くだんのアラート、お客様にも飛んじゃってですね。障害対応に現地の方まで動かしてもらったんですけど……結果機器の立ち上げ漏れでしょ？　もう無む茶ちや苦く茶ちや怒ってて、今晩中に二台目を設置しろって言われてるんですよ』

「………」

『というわけでスルガシステムさん、今から現地に向かってもらえませんかねぇ？』




　ふ、ざ、け、る、なぁあああああ！




　危うく絶叫するところだった。怒りのあまり全身の毛が逆立ちそうになる。夜の二時に電話かけてきて何言ってるんだ!?　明日あしたは僕ら朝一で作業なんだぞ。徹てつ夜やしろっていうのか？　あんた達の不手際をカバーするために!?

　無理です──

　反射的に断ろうとした。さすがに無む茶ちや苦く茶ちやすぎる。だいたい自分達が今浜はま松まつにいるのだって偶然の結果なのだ。本来ならとっくに名な古ご屋や・小お田だ原わらまで移動していた。こんな電話を受けたところで対応のしようがなかったはずなのだ。

　だが大きく息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、横から携帯を奪われた。

　いつからやりとりをうかがっていたのか、室むろ見みが固い顔で電話に出る。彼女は横目で送話口を見つめた。

「お電話変わりました。スルガシステムの室見です」

　周囲の熱ねつを冷ますような落ち着いた口く調ちようだった。先程までの華やいだ空気が一切消きえ失うせている。目の前にいるのはいつもと同じ仕事中毒者ワーカホリック──我らが上司、室見立りつ華かだった。息を吞のむ工こう兵へいの前で彼女は淡々と状況を確かく認にんしていった。ややあって小さくうなずく。

「分かりました。費用の件については後ほど営業からご連絡します。はい、……はい。では今から現地に向かうということで。どなたを訪問すればよろしいですか？　……承知しました。それではまた後ほど。失礼します」

　淡々と告げ電話を切る。工兵は激げつ昂こうした。

「室見さん！　なんであんな人達の言うことを！」

　だが返ってきたのはぎろりというきつい一ひと睨にらみだった。彼女は氷のような視し線せんで工兵を睨ねめつけた。

「あんた、ここで私達が断ったら現地のお客さんはどうなるの？　夜中に障害誤検知で叩たたき起こされた担当者の立場は？」

「………！」

　絶句する工兵の前で室見は立ち上がる。片手で携帯を畳み工兵に渡した。

「うちのカウンターはラムダコムでも、実際に現地でやりとりしているのはお客さん──オリヴィエよ。私達の姿がエンドに見えている以上、恥ずかしい仕事はしない。たらい回しの片棒なんて誰だれがかつぐもんですか」

　きっぱりと言いきる。引ひき締しまった表情に一切の迷いはない。不器用なまでのプロフェッショナリズムと職しよく人にん根性が小さな身体からだに同居していた。彼女は軽やかに斜面を駆け下りると、屋根裏の入り口で工兵を振り返った。

「仕事の時間よ桜さくら坂ざか。十分で準備なさい」




　混乱する家族に事情を説明、取るものも取りあえず夜の町へ出た。大通りでタクシーを捕まえ目的地を告げる。現地まで約三十分、工場受付に乗りつけると無骨な壮年男性──ブルドッグさんが迎えに出てきた。

　強こわ面もての担当者は申し訳なそうに頭を下げた。

「すみません、こんな夜遅くに」

　物ぶつ騒そうな外見にそぐわぬ腰の低さだった。工こう兵へいは慌てて首を振る。

「いえ、こちらこそ。何度も立ち会っていただき申し訳ありません」

　一礼してからふっと思い出す。

「そういえば……娘さんのお祝い、無事できましたか？」

　なんだかんだで結構ギリギリになってしまったし、滞とどこおりなく誕たん生じよう会かいができたか気になっていたのだが。

　ブルドッグさんは気恥ずかしげに首をすくめた。

「ええ、はい。おかげさまでなんとか。娘も喜んでくれました。ただ結局遊園地は途中退場になってしまったので、明日あしたまた仕切り直そうという話になりまして」

「明日？」

「ええ朝一に入場しようと。……話し合った瞬しゆん間かん本社から電話がかかってきまして」

　本当間の悪い人だな！　この人。

　……なんだか気の毒になってきたぞ。畜生、悪逆非道なラムダコムめ。

　工兵は力強く胸を張ってみせた。

「安心してください。今回は部材もちゃんと揃そろってますから。すぐに終わりますよ。早く帰って明日の遊園地に備えてください」

　自信満々に告げる。ブルドッグさんは恐きよう縮しゆくした様よう子すで一礼した。工兵と室むろ見みの胸に入にゆう館かんバッジがあることを確かく認にんし屋内に誘ゆう導どうする。

　マシンルームは五時間前と変わらず低いファン音に満たされていた。薄うす暗ぐらい空間にサーバのＬＥＤが瞬またたいている。室見は鞄かばんを肩から下ろし視し線せんを走らせた。

「それで、もう一個の荷物というのは？」

「こちらです」

　ブルドッグさんが段ボール箱を抱えてきた。ゆっくりと覚おぼ束つかない動作で床に置く。室見は会釈した。

「桜さくら坂ざか、開かい梱こん。部材が揃そろっているか確かく認にんして。私はＰＣの準備するから」

「はい」

　しゃがみ込んで蓋ふたを開ける。マニュアルに緩かん衝しよう材ざい、仕切り板を取り出しているとブルドッグさんが廃棄用のポリ袋を持ってきてくれた。不要品を片づけながら内容物チェック、本体とラックマウントキット、電源ケーブル。……あとは室見の持ってきた光ファイバー。

　よし。

「確認完了、いつでもマウントできます」

　工兵の言葉に室見はこくりとうなずいてみせた。机上にノートＰＣを据えコンソールを立ち上げている。ＬＡＮポートから緑みどり色いろのイーサネットケーブルが伸びていた。

「ＯＫ、とっとと立ち上げて終わらせましょう。こっちもすぐ接続確かく認にんできるようにしておくから」

「了解です」

　慎重にアプライアンスを持ち上げる。ラック前まで運び設置位置確認、筐きよう体たいを奥へと差し込んだ。

　丸ネジで固定、機き器きが平行なことをチェックし増まし締じめする。

　工こう兵へいはラック裏に回ると電源コードを差し込んだ。パワースイッチをオン、途と端たん激はげしいファン音が目の前で響ひびく。

「立ち上げました」

「ＯＫ」

　室むろ見みはコマンドプロンプトからｐｉｎｇと打ち込んだ。テスト手順書（もちろん修正・更新済みのものだ）のＥＸＣＥＬファイルをオープン、今設置した機器のアドレスをコピー、ペーストする。

　エンター。

　………。

「通じないわね」

　室見は首を捻ひねった。訝いぶかしげに工兵を振り返る。

「ＬＥＤちゃんとついてる？」

　工兵は筐体前面を覗のぞき込んだ。ＬＥＤの色は──グリーン。液晶パネルにもエラーメッセージは出ていない。

「……大丈夫そうですけど」

「変ね」

　室見は固い表情でもう一度ｐｉｎｇを打った。

　だが結果は同じ。画面に表示されたメッセージは「Request timed out（要求がタイムアウトしました）」の繰くり返しのみ。桜さくら色いろの唇がきゅっと歪ゆがむ。工兵は彼女の横に移動するとＰＣを見下ろした。

「ＰＣのアドレス設定間違ってません？　一号機きにｐｉｎｇ当たりますか？」

「あんたね……私がそんなミスするわけないでしょ。馬ば鹿かにするのもいい加減に」

　言いながらもアドレスを変え一号機にｐｉｎｇする。もちろん問題なくリプライが──

「来ない？」

　何これ……と室見がつぶやいた。慌てた様よう子すでＰＣのネットワーク設定を再さい確かく認にんする。だが何も問題を発見できなかったのか、彼女は細い眉まゆを寄せた。

「どういうことよ。二号機はともかく一号機にまで通信できないなんて。……あんた設置する時、ケーブルに手引っかけて抜いちゃったんじゃないでしょうね？」

「そんなはずは」

　不安な表情でラックを見上げる。ざっと眺めた限り配はい線せんに異常はない。ポート上のＬＥＤも問題なく点灯しているし、間違えて抜いちゃったなんてことは──

　瞬しゆん間かん、胸ポケットの携帯が振動した。

　取り出して液晶を確認する。電話は……シローさんからだった。

「はい、スルガシステム桜さくら坂ざかです」

『ちょっと、ちょっと何されてるんですか。設置済みの機き械かいまでアラートが上がってますよ。勘弁してください』

　工こう兵へいは目を丸くした。

「え？　そっちからも通信できないんですか」

『ケーブルでも抜かれたんですかぁ、困りますよ。事前連絡なしにそんなことされるとぉ』

「いえ……」

　工兵は混乱して立ちすくんだ。センターからも疎通がとれない？　二号機設置しただけなのに？　何が起きているのか、……さっぱり見当がつかなかった。

「ちょ、ちょっと状況確認します。特にケーブルとか抜いていないんで、通信断とか起こるはずないんですけど」

『頼みますよぉ、もう』

　電話が切れる。室むろ見みが怪け訝げんな表情でこちらを振り返った。

「どうしたの？」

「いえ……ラムダコムから電話が来たんですけど、あっちの監かん視しシステムからも一号機が見えなくなったみたいで」

「監視システムから？」

「はい」

　室見は困惑も露あらわに押おし黙だまった。額ひたいに指を当て考え込む。

　………。

　どのくらい時間がたっただろう、不意に鳶とび色いろの双そう眸ぼうが見開かれた。「もしかして」とつぶやきＰＣに向き直る。スタートメニューからアプリケーションを起動。一いつ瞬しゆんの間を置き見み慣なれぬウィンドウが現れた。スリーペインの……メーラーを思わせる画面。だが全すべての表示領域は空白のままだった。

　工兵は液晶を覗のぞき込んだ。

「なんですか？　それ」

「Wireshark」

「ワイ……なんですか？」

「ワイヤシャーク、パケットアナライザよ。以前教えなかったっけ？　同一セグメント上の通信──ブロードキャストは基本的に他端末でも受信可能なのよ。単純に自分宛あてじゃないから破棄してるだけで。このソフトを使えばそのあたりが表示できるわけ」

　はぁ……。

　要領を得ないままつぶやく。つまりは盗とう聴ちようソフトか。なかなか興きよう味み深ぶかいツールではあるが……それが今なんの役に立つと？

　室むろ見みはキーボード操そう作さでCapture Optionと書かれた画面に移動、いくつか項目を編へん集しゆうした後Startボタンを押した。

　途と端たん、元ウィンドウに膨ぼう大だいな文字列が流れ始める。室見はざっと目を走らせFilterテキストボックスに一号機きのアドレスを打ち込んだ。画面がフラッシュ、出てきた結果を確認し口角を歪ゆがめる。

「やっぱり……ね」

　彼女は半身になり液晶画面を示した。表示されている文字列は──『ＡＲＰ……duplicate use of xx.xx.xx.xx detected』？

「ＡＲＰ……ってなんでしたっけ」

　聞いたことがあるような……ないような。首を傾かしげ考え込んでいると。

「死ね」

　顔面にドライバーを突き立てられた。慌てて飛びのき両手を振る。室見は「ちっ」と舌打ちした。

「残念……二センチずれたか」

「ず、ずれたかじゃないですよ！　危なっ、真ま面じ目めに大けがするところでしたよ！　いきなり何するんですか!?」

「ＡＲＰみたいな初歩的知ち識しき、今更『なんでしたっけ』とか言われると真面目にイラっとくるのよ。ねぇ、手先が震ふるえて落ち着かないから、ちょっとだけ刺していい？」

「駄だ目めです！　何それ!?　禁断症状!?」

　必死で拒否していると室見は嘆息した。苛いら立だたしげに髪を搔かき混ぜる。

「スイッチ構築の案件で教えたでしょ？　ＡＲＰはホストのＩＰアドレスと物理識しき別べつ子し──ＭＡＣアドレスを紐ひもづける仕組みだって。同一セグメントにアドレス問い合わせのパケットをブロードキャストして回答を待つ。Ｌ３とＬ２の通信を変換するメカニズムよ」

　ああ……。

　朧おぼろ気げに記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　ＡＲＰ──Address Resolution Protocol。集約・ルーティング可能な論ろん理りアドレスを物理識別子であるＭＡＣアドレスに変換するプロトコル。反対語はＲＡＲＰ（Reverse Address Resolution Protocol）。こちらは逆にＭＡＣからＩＰアドレスを取得する仕組みだ。なるほど、確たしかにどちらも聞き覚えがある。で、その……ＡＲＰ関連のメッセージがパケットアナライザに出ていると。

　もう一度画面を確かく認にん。『ＡＲＰ……duplicate use of xx.xx.xx.xx detected』。ふむ……だが後段の一文はなんだ？　useは「使用」、detectedは「検出」として、duplicateはどういう意味だ。「duplicateな使用が検出されました？」。うううん？

　受じゆ験けん英語の記憶を必死に掘り起こしていると室むろ見みが鼻を鳴らした。

「ＩＰアドレス重複、異なる筐きよう体たいに同一のＩＰが振られちゃってるのよ。ＭＡＣアドレス解決のタイミングで両者の回答が衝しよう突とつして通信できなくなってたのね。まったく……凡ミスにも程があるわ」

　ああそうだ、重ちよう複ふく……重複だった。Duplicate、うん。心のメモを更新しつつ工こう兵へいはうなずいた。

「なるほど分かりましたよ室見さん。つまり『ＡＲＰ』でＩＰアドレスの『重複利用』が『検出』されたのでうまくいかなくなってるんですね！」

　室見はうさんくさげに工兵を眺めた。

「……あんたそれエラーメッセージを直訳しただけじゃない。本当に何が起きてるか分かってるの？」

　すみません……正直ピンと来てません。

　うなだれる工兵に室見はかぶりを振ってみせた。

「ＡＲＰってのはね、まぁたとえるなら薬局の呼び出しみたいなものよ。『番号札××番をお持ちのお客様、最寄りの受付カウンターまでおいでください』って感じで。この時、同じ番号札が複数の人に配られていたらどうなると思う？」

「それは……、二人ふたり一いつ緒しよに来ちゃいますね」

「でしょ？　でどちらに薬を出せばよいか判断する術すべはない。まぁ早い者勝ちって話はあるけど、基本的に真っ当な対応はできなくなるわよね。これと同じことよ。二つの機き械かいに同じＩＰが振られていたら、送信元は通信をどちらに送ってよいか分からなくなる──」

「あ」と工兵は喘あえいだ。

　唐突に事態が理解される。設置済みの機械にまでｐｉｎｇが届かなくなった理由、正常だった通信がいきなりダウンした原因。

「二号機に一号機と同じアドレスが設定されている？」

　呆ぼう然ぜんとした口く調ちようでつぶやく。室見は苦い顔でうなずいた。

「展開ドキュメントと運用ドキュメントの内容がズレてるって言ったわよね？　大方設定キツテイングチーム宛あての情報も間違ってて、二台の機械に同じコンフィグ入れちゃったってオチでしょ。アドレスどころかホスト名、ＶＲＲＰのプライオリティまで同じなんじゃない？」

「………」

　なんとも驚きよう嘆たんすべきいい加減さだった。よくもまぁこう次から次へとトラブルを起こしてくれるものだ。てか二台の機き械かいに同じ設定を入れるって……変だと思わないのか？　いや、別の担当者が並行で作業していたら気づきようもないのか。ああ本当に大企業というのは厄やつ介かいだな。

　工こう兵へいは溜ため息いきを一つ、室むろ見みを見下ろした。

「で、どうしましょう。ことが設定の問題ならこっちで手の打ちようもないですよね？　ラムダコムに連絡してリモートで対応してもらいますか？」

「監かん視しパケットも届かない状況でリモートに設定変更できるはずないでしょ。……ったく、ログインパスさえ分かればこっちで修正しちゃうのに。七しち面めん倒どうくさい」

　苛いら立だたしげにつぶやき室見は親指で顎あごを擦さすった。

「とにかく──まずは二号機を抜ばつ線せんして一号機の通信を回復、そのあとラムダコムに判断を仰ぎましょう。一応パスさえ教えてもらえればこちらで設定も可能だと伝えてちょうだい」

「了解しました。……って、え？　室見さん、この機械も操そう作さできるんですか？」

　驚おどろきながら訊たずねる。室見は肩をすくめた。

「昔ちょっと別案件で触ったことがあってね。ＣＬＩがＣＩＳＣＯクローンだから取っつきやすかったわよ。ＷＥＢインタフェースの方はまぁ直感的にいじれたし」

「ＣＩＳＣＯクローン……ってＣＩＳＣＯとユーザインタフェースが同じってことですか？　……いいんですか。そんな他社のインタフェース、パクったりして」

「別によくある話よ。国産ルータのアラクサラやFITELnetとか、あとソフトウェアルータのZebOSとか、あれインタフェースはまんまＩＯＳだしね。まぁ変に独自コンフィグで囲い込まれるよりＣＩＳＣＯも商売しやすいんじゃない？　他ベンダー製のネットワークをリプレースしやすいって意味で」

「はぁ……」

　なるほどね、色々あるもんだな。

　にしても室見さん、本当なんでもできる人だなぁ。ひょっとしてスパコンや汎用機とかも使えちゃったりするのか？　コンソールアクセス可能なら飛行機だって飛ばせたりして。

　感心しながら二号機のケーブルを抜く。一号機にｐｉｎｇが通ったことを確かく認にん、携帯連絡するとほどなくして相手が出た。

『はいラムダコムです』

「あ、スルガシステムの桜さくら坂ざかです、お世話になっております」

『お世話になっております』

　挨あい拶さつもそこそこに工兵は説明を始めた。配はい線せんに問題はなかったこと、ＩＰアドレスが重ちよう複ふくしていること、現在二号機はネットワークから切きり離はなし済みであること、などを順序だてて解説していく。

　全すべてを聞き終えた瞬しゆん間かんシローさんは沈ちん黙もくした。さすがにひどいと思ったのだろう。いつもの口くち癖ぐせ──『なんだぁそれぇ』もなく気まずげに押おし黙だまっている。

「というわけで方針をうかがいたくて。あ、一応うちの室むろ見み曰いわく、ログインパスさえ教えていただければこちらで設定変更も可能ということで」

『はぁ』

　シローさんの声は茫ぼう洋ようとしていた。もともと機き転てんが利くほうでないのだろう。立て続けのトラブルにすっかり動転しきっている様よう子すだった。

『……ちょっと私の方では判断つかないので、ＰＭと相そう談だんしてみます。そのままお待ちいただけますか』

　電話を切られる。

　室見が「どうだった？」と声をかけてくる。工こう兵へいはかぶりを振った。

「確かく認にんするから少し待機しててくれってことです」

　確認、確認。

　室見は苛いら立だたしげに親指の爪つめを嚙かんだ。

「いくら考えたってやれることなんか知れてるんだから、とっとと判断すればいいのに。本当融ゆう通ずうの利かない」

　……確認が十分二十分ですめばいいんだけど。

　室見のつぶやきに工兵はぞくりとする。現在の時刻は──午前三時。始発まであと三時間強しかない。いつもの調ちよう子しでのんびりやられていたら確実に間に合わなくなる。

　十分。

　二十分。

　三十分経過──

　時と計けいの針が三時半を示した瞬間、工兵はリダイヤルしていた。無礼は承知だが構っていられない。

『はい、もしもし』

　電話が繫つながる。工兵は押し殺した声で訊たずねた。

「すみません、今どんな状況でしょう？」

　一いつ瞬しゆんの沈黙、ややあって消え入りそうな声が響ひびいた。

『いやぁ……なんとも申し訳ない状況でして』

「というと」

『パスワードなんですけどね、どうも我々の運用部隊が使っている共通の文字列らしくて、外部の方に教えるのはまかりならんってことなんですよ。なんか他ほかのお客さん機器も同じパスで運用されているとかで。……すみません、大分調ちよう整せいしたんですけど』

「……じゃあ、じゃあどうしていく感じなんでしょう」

『それがまだ話し合っている最中で』

　工こう兵へいは携帯を握りしめた。

「我々も次の現場に移動しないといけないんですよ」

『分かってます、分かってますから。だからもうちょっとだけ待っていただけませんか』

「もうちょっとってどのくらいでしょう」

『………』

　駄だ目めだ、話にならない。

　工兵は嘆息し天てん井じようを仰いだ。この人達に任せていたらいつまでたっても作業が終わらない。なんとかアイディアを出さなければ。現状を打開する方法、トラブルを収束させる手立てを。

　………。

　ふっと思いつく。

「そうだ。こうしたらどうでしょう？　二号機きって一号機と同じ設定が入ってるんですよね？　だったら一号機を外して二号機に繫つなぎ替え、一号機のアドレスでリモートログインした後、二号機の設定を流し込めばいけるんじゃないですか？」

　これならパスワードを教えてもらうことなく正常構成に復帰できる。名案だと思ったのだが。

『いやぁ、いやまずいです。だってそれ設定完了するまでＤＮＳ・ＤＨＣＰサービスが使えなくなりますよね？』

「？　それはそうでしょう」

　何がまずいのか、きょとんとしているとシローさんは声をか細くした。

『まずいですよぉ。だって二号機を設置するだけって話なんで、サービス停止とかお客さんにネゴっていないんです。さっきも予告なしで全断しちゃいましたし、もう一度停とめるなんて言ったら大問題になりますよ』

　知らんがな！

　工兵は頰ほおを引きつらせた。何、他ひ人と事ごとみたいに駄だ目め出だししてるんだよ。そもそもあんた達の不手際が原因だろう。代案が出せないならその程度の調整くらいしろよ！

　だがシローさんは懇こん願がんするように言葉をかぶせてきた。

『とにかく、もうちょっと、もうちょっとだけお待ちください。方針決まり次第ご連絡しますから』

　あからさまな逃げ口上を最後に電話が切れる。ツーツーと無機質な終話音が耳元に残された。工兵はぎりっと歯ぎしりし電源ボタンを押した。

「時間……かかりそうですか」

　ブルドッグさんが不安そうに訊たずねてくる。工兵は慌てて表情を緩ゆるめた。精一杯の笑えみを浮かべ向き直る。

「すみません……ちょっと作業の方向性を決めるのに手間取ってるみたいで。御おん社しやの情報システムさんも了解済みだと思うんですけど」

「ですかねぇ」

「多た分ぶん……」

　二人ふたりして嘆息する。遠い東とう京きようでのやりとりを忖そん度たくする術すべはない。自分達現場にできるのはただ上同士の話し合いを待ち、指示に従うだけだった。

　三十分経過、一時間経過、一時間半経過。

　───。

　連絡はない。

　午前五時を回りマシンルームは重々しい空気に満たされていた。

　新しん幹かん線せんの始発まであと一時間半、本来ならそろそろ出発の時刻だった。だが作業の方針が決まらない限り勝手に引き上げることもできない。

（最悪、リスケか……）

　工兵はノートＰＣに向き直りスケジューラを確かく認にんした。今週中は他拠点の作業が詰まっているからやるなら週末か。土ど曜よう夜に浜はま松まつ入りして日曜朝まで待たい機きとか──

　事務的に計算して暗あん澹たんたる気分になる。

　……って、また土日潰つぶされるのかよ。たまらんなぁ。本当冗じよう談だん抜きで月月火水木金金じゃないか。どこの大だい日につ本ぽん帝てい国こく海軍だよ。猛もう訓くん練れんにも程があるだろう。溜ため息いき混じりに思った瞬しゆん間かん、ふっと通知領域に新着メールのポップアップが現れた。何気なくタスクバーをクリック、メーラー画面を表示し、刹せつ那な、彼は凍りついた。




『オリヴィエ　情報システム ご担当者様




　お世話になっております、ラムダコム○○です。

　先程お電話でご相そう談だんした件ですが、浜松拠点のリプレース作業を以下の日程で再さい調ちよう整せいすることは可能でしょうか？




　十月十四日（水）　午前九時〜十二時




　弊へい社しやエンジニアの稼か働どうを考こう慮りよした結果、時期が後ろ倒しになってしまうことをご容赦ください。

　よろしくお願ねがいいたします』




　………。

　十月……十四日だと？

　激はげしい不安に突き動かされスケジューラを見る。来週の……水すい曜よう日びって、まさか。

「ＡＭ９：００〜ＰＭ６：００　業なり平ひら産さん業ぎよう　東とう阪はんバックアップ接続開通作業」




　ぎゃぁあああああ、やっぱり！

　全身の毛が逆立つ。

　無理！　さすがにこれは無理！　調ちよう整せい不能！　ていうかラムダコムの人達、何こっちの予定も確かく認にんしないで調整進めてるの!?　ジャイアン!?

　たまりかねシローさんにダイヤルする。だが返ってきたのは無愛想な話中音のみ。顔も知らない〈担当者〉達はあいかわらず出口の見えない「調整」「検討」を続けているようだった。

　工こう兵へいはぎりっと歯ぎしりし周囲を見渡した。マシンルーム内の空気は先程と変わらず、重く澱よどんでいる。室むろ見みは疲労も露あらわに押おし黙だまっていた。スルガシステム最高のエンジニアは、その持てる力を発揮することも叶かなわず無為な沈ちん黙もくを強しいられている。

　くそっ。

　工兵はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

　畜生、自分で機き械かいを自由にできないのがこんなに歯がゆいなんて。わずかなりとも権限や裁量さえ与えられていれば、こんなトラブル即座に彼女が解決してしまうだろうに。

　だが今の自分達は設計エンジニアでもプロジェクトマネージャーでもない。カスタマーエンジニア、フィールド作業員だった。であれば与えられた権限内で仕事をするしかない。普ふ段だんのトラブルシュート方法が使用不能な前提で勝負をする他ほかなかった。

　何か手はないか、パスワードは共有不可、リモートログインも不能、断時間も取れない。八はつ方ぽう塞ふさがりな状況で全すべてを丸く収める手段。

　ラムダコムのエンジニアを寄よ越こしてもらう──のは難むずかしいか。バイク便で代替機器を送ってもらうのも非現実的。別拠点の機器を流用する……ってどこからだよ。ああくそ、駄だ目めだ駄目だ。奇跡でも起こさない限り今の状況はひっくり返せそうにない。それこそ二号機のパスワードをクラックして設定修正、何食わぬ顔してネットワークに繫つなぎ直すくらいしなければ。

　───。

　待て……よ。

　唐突に意い識しきが引っかかりを覚えた。

　パスワードクラック？　設定変更？

　ちょっと待った。えっと……似たような話どこかで聞かなかったっけ。

　現地でパスワードが分からなくて、オペレーション不能になって、それで──

　それでどうしたと言っていた？




　彼女──姪乃浜梢は。




　ゆっくりと脳が回転し始める。

　無力感が後退し代わりに冷静な思考が戻ってきた。頭ず蓋がいの奥でチリチリと火花が弾はじける。瞑めい目もくすること数すう瞬しゆん、工こう兵へいは目を見開いた。肩越しに振り返り室むろ見みに呼びかける。

「室見さん、さっきこの機き械かい設定したことあるって言いましたよね？」

「？　言ったけど」

「ＷＥＢ─ＵＩはともかくコマンドラインレベルではＣＩＳＣＯのクローン……そういう話でしたっけ」

「ええ。って何よ突然。ＵＩがなんだってログインできなきゃ意味ないでしょ。私達は機器のパスワード知らされてないんだから」

「パスワードが分からなければログインできない……本当にそうですか？」

「？　どういう意味」

「ＣＩＳＣＯにコンフィギュレーション・レジスタってのがあると聞いたんですけど」

　室見の目が丸くなる。彼女は鼻び腔こうを広げた後、ややきつい視し線せんになった。

「あんた……そんな単語どこで覚えてきたの」

「どこって……まぁ僕も色々勉強してますから」

　さすがに梢こずえの名前は出せない。言えばいつ教えてもらっただの、なんでそんな話になっただの根掘り葉掘り訊きかれかねない。ただでさえ時間がないのだ。余計なやりとりを増やしたくなかった。

　工兵は口く調ちようをあらためた。

「今回機器に設定されているパスワードってどうもラムダコム運用部隊の共通パスらしいんですよ。他顧こ客きやくでも使っている文字列だから簡かん単たんには教えられないって話で。……でもコンフィギュレーション・レジスタさえいじれればパスワード不明でもログインできるんですよね？　認証スキップしてターミナルアクセス、アドレス設定変更後再起動。一号機のサービスには一切影えい響きよう与えませんし、これで全すべての問題が解決するんじゃないですか？」

　予想外の提案だったのか、室見が押おし黙だまる。息詰まるような沈ちん黙もく。しばらく考え込んだ後、彼女は唇を歪ゆがめた。

「問題が二つあるわ」

　細い指をまっすぐに立てる。

「まずこの機械がいくらＣＩＳＣＯのクローンといってもコンフィギュレーション・レジスタまで移植されているかは分からない。というか起動プログラムブートストラツプのレベルでは別物と考えた方がいいわ。設定の初期化程度ならハードウェアリセットでなんとかできそうだけど、パスワード認証のみスキップできるかは不明。これが問題の一つ」

「二つ目は？」

「仮に認証スキップの方法を見つけても、ラムダコムが許可すると思えない。ＣＥにコンソールアクセスさえ許さない連中よ。中の設定は顧こ客きやく資産だからと難なん癖くせつけてくるに決まってるわ」

「ラムダコムは……そうでしょうね」

「………？　どういうこと」

　怪け訝げんそうな室むろ見みに工こう兵へいは口角を歪ゆがめてみせた。
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「室見さん言いましたよね。うちのカウンター──商流的な顧客はラムダコムでも実際に現地でやりとりしているのはエンドユーザー、オリヴィエだって。だったら両者のパスを有効に使わせてもらいましょう。何も物わかりの悪い相手と馬ば鹿か正直に交渉することはないんです。駆け引きは相手の弱点をつくべし、戦術の常道でしょう」

「あんた、……またロクでもないこと考えてるわね」

　室見は額ひたいを押え嘆息した。諦あきらめたように視し線せんをもたげる。

「ラムダコムとの関係は悪くならないでしょうね？」

「ええ……まぁ」

　多た分ぶん。

「ならいいわ。そっちの交渉は任せる。で？　私はコンフィギュレーション・レジスタが使用可能か試してみればいいの？」

「はい」

「駄だ目めだった場合は？」

「代わりの方法を探して下さい。ちょうどネットに繫つながる環かん境きようもありますし、室むろ見みさんならダース単位で認証スキップの方法を調しらべられるんじゃないですか？」

　なんなら本当にパスワードクラックしていただいてもいいですし。

　揶や揄ゆするように告げると室見は天てん井じようを仰いだ。「ほんっとう人使いの荒い」唸うなるような声でつぶやく。

「まぁ、やれる範はん囲いでやってみるわ。どうせこのまま待ってても埒らちがあかなさそうだし。眠気覚ましに色々試してみるわよ」

　腕まくりしＰＣに向き直る。唇を舐なめ打だ鍵けん開始、双そう眸ぼうにぎらりと鈍にぶい光が宿った。

（ああ……楽しそうだな）

　難なん題だいを与えられれば与えられるほどテンションを上げていく、まったく難なん儀ぎな人だった。だが今はそのピーキーさが頼もしい。工こう兵へいは軽く一礼し踵きびすを返した。ブルドッグさんのところに赴おもむき小さく会釈する。

　さて──ではこちらの仕込みを始めるか。

「すみません。ちょっとご相そう談だんよろしいでしょうか？」

「はい？」

　ブルドッグさんの目がぱちりと瞬またたく。工兵は口角を歪ゆがめ、やや露ろ悪あく的てきな表情で告げた。

「御おん社しやの内部情報をいくつかリークしていただきたいんですが」




「……はい、……はい。ええ、それでちょっと現地のエンジニアさんが直接お話したいということで、……ええ、状況説明含めて。……え？ラムダコムさん経由じゃ駄だ目めなのかですか？……ああ、ちょっと色々細かい説明になるので、こちらからお話した方が早いということで。……はい、……はい。大丈夫ですか？　分かりました。では電話変わります」

　ブルドッグさんのアイコンタクトに工兵は小さくうなずいた。携帯を受け取り深呼吸、電話に出る。

「もしもし、スルガシステムの桜さくら坂ざかと申しますが」

『オリヴィエ情報システム部のナカスガワです。今回の作業──ＤＮＳ・ＤＨＣＰサーバリプレースの統括責任者です』

　やや硬質な、冷たささえ感じさせる声こわ音ねだった。脳裏に過よぎるイメージは瘦やせ形の精せい悍かんなビジネスマン、たとえるならマトリックスのキアヌ・リーブスといったところか。……なるほど、これはなかなか難なん物ぶつそうだ。シローさん程度では到底交渉役がつとまるまい。

　工兵はごくりと唾つばを飲んだ。可能な限り呼吸を整ととのえ続ける。

「いきなりご連絡して申し訳ありません。ちょっと……状況報告とご相談がありまして」

『状況報告』

　鸚おう鵡む返がえしに繰くり返される。ナカスガワと名乗った男は冷ややかに続けた。

『二号機きに誤ったコンフィグを投入して出荷、リモートオペレーションができないためどうしたらよいか検討中とうかがっていましたが──その後何か進展あったんですか？』

　うは、意外とぶっちゃけた報告してるんだな。シローさんってば……少しはオブラートに包んで話せよ。これじゃあ自分達含めてアホの集団みたいじゃないか。

　工こう兵へいは冷や汗を拭ぬぐった。

「状況自体は変わっていません。まだ二号機は切きり離はなし中ですし、対応方針・スケジュールも固まっていません。ただ、我々──現場エンジニアの方からいくつか対策案は提示しています」

『対策案』

　どういうものでしょう。

　ナカスガワの問いに工兵は状況を説明していった。パスワードさえ教えてもらえれば自分達で設定変更可能なこと。最悪起動プログラムの設定をいじることで認証を無効化できること。だがパスワードの共有はラムダコムから拒否され、後者の提案も受け入れてもらえそうにないこと。──

　全すべてを聞き終えるとナカスガワは沈ちん黙もくした。考え込むように間を置いた後、つぶやく。

『お話は分かりました』

　理性的な、感情を極度に抑えた声こわ音ね。

『ですが、今回の不手際についてはともかく、セキュリティに関するラムダコムさんの主張は至極真まっ当とうだと思いますよ。担当者以外にパスワード・設定情報を漏らさない。そもそも機き器きにログインさせない。ベンダーとしてきわめて誠実な態度だと思います。弊へい社しやも機器の保守・運用・セキュリティ対策は全てラムダコムさんにお任せしていますから、彼らが御おん社しやにパスワードを公開しないと決めているのなら、それを否定する理由はありませんよ』

　やっぱりそう来るか……。まぁ思った通りだ。元もと請うけベンダーを飛ばし、いきなりこんな交渉をしたところでうまくいくとは考えていない。

　だが──

　工兵は下唇を舐なめた。

「その……運用方針についてですが」

　低い声でつぶやく。

「今回に限り変更できませんか？」

『は……？』

　呆あつ気けにとられたような声音。当然だろう、自分が相手の立場でもおそらく同じ反応を示す。だが怯ひるんではいられない。工兵は受話器を握りしめた。

「ルータやスイッチなど、滅めつ多たに設定変更が発生しないものについては仰おつしやる通りラムダコムさんに完全外注で問題ないと思います。ですが今回の機器──ＤＮＳ・ＤＨＣＰについても同様の考え方で大丈夫でしょうか」

　どういうことでしょう、と訊たずね返される。工兵は手元のメモを取り上げた。

「先程ブルドッ……現地の方にうかがいましたが、浜はま松まつ工場におけるＤＮＳ・ＤＨＣＰ変更作業は昨年だけで二十四件。結構な数ですよね？　全拠点分ならおそらくこの十倍・二十倍にも上るはずです。三百件、四百件、いえ五百件以上あったかもしれません。……違いますか？」

『いえ、……だいたいそのくらいでしょうね』

　だよな。ルータ・スイッチならネットワークの単位で追加・削除を行うが、ＤＮＳはコンピュータ……ホスト単位だ。設定の頻ひん度ども桁けたが異なるはず。

　工こう兵へいは勢い込んで質問を重ねた。

「それだけの作業を以前は情報システム様で実施されていたわけですよね？　Ｗｉｎｄｏｗｓサーバにログオンされて」

『ええ』

「それをラムダコムさんに移管する」

『その予定ですね』

「果たして捌さばききれますか？」

　ナカスガワさんは沈ちん黙もくした。息詰まるような静寂の後、唸うなり声ごえが受話器から漏れた。

『何が仰おつしやりたいんですか？　ラムダコムさんの運用体制が駄だ目めだ、なってないとでも主張されるつもりですか？』

「いいえ、いいえ違います。ただ一般的にお客様から申しん請せいを受けてベンダーが対応できるまでの所要期間リードタイムは一から三営業日です。メールオーダーを受けて内容確かく認にん、作業メンバー割アりサ当イてン後、設定実施、確認。──実際僕らの運用窓口も同様の依頼を受けつけてますから、体制や業務フローについてなんとなくイメージが湧わくんですよ」

　返事はない。工兵は滔とう々とうと説明を続ける。

「先程、年間通し五百件の作業があると仰いましたよね？　一件の処理に平均二営業日かかるとしてトータルの所要期間は千営業日。三年かかっても作業が完了しないイメージです。まぁかなり乱らん暴ぼうな計算ですし、多少後ろ倒しになっても依頼自体無視されることはないでしょうけど、にしても緊きん急きゆうのオーダーを捌ききれない可能性はあると思うんです」

『それは……』

　ナカスガワさんは何かを言おうとして取りやめた。

　もう一度声を上げかけ沈黙する。

　どのくらい時間がたっただろう、電話向こうの担当者はつぶやくように言った。

『……確たしかに。今までなら緊急の設定作業はこちらでプライオリティを上げこなしてましたからね。ラムダコムさんに移管したあと、そうした融ゆう通ずうは利きづらくなるかもしれません』

「であれば」

　工兵は語気を強めた。

「保守・運用については既定方針通りラムダコムさんに依頼するとして、設定は御社自身でも実施できるようにすればいいんじゃないでしょうか」

『弊へい社しや自身で？』

　ナカスガワさんが意外そうに訊きき返す。工こう兵へいはうなずいた。

「今回のＤＮＳ・ＤＨＣＰアプライアンスはウェブインタフェースで設定可能です。ホスト名の追加・削除程度ならメール依頼オーダーと同じくらいの手間でオペレーションできるんじゃないでしょうか？　もちろん緊きん急きゆう性せいの低い作業はラムダコムさんに依頼してしまえばよいですし、あくまで非常時に御おん社しやで対応可能な余地を残すということです」

『……ですがラムダコムさんは共通パスワードで機き器きを設定されているのでしょう？　我々にそれを教えていただけると思いませんが』

「御社専用のアカウント・パスを追加すればよい話です。機器設定をラムダコムと御社で共有するなら一時的に認証スキップ、ログインしたところで特に問題ないでしょう。我々の方で起動プログラムを変更、現地ご担当者様にパス・アカウントを設定いただく。大した手間じゃありません。それで今後の運用課か題だいが解消されるなら、検討の価値はあるんじゃないですか？」

『………』

　工兵は一いつ瞬しゆん息継ぎした後「まぁ」と言った。頰ほお肉にくを吊つり上げ、やや諧かい謔ぎやくを含んだ口く調ちようで続ける。




「アカウント追加のついでに、二号機の設定修正方法も、現地担当者様にお知らせしてしまうかもしれませんが」




　ナカスガワさんははっと息を吞のんだ。

　───。

　沈ちん黙もくが数秒。

　ややあって呆あきれたような声が響ひびく。

『なるほど……本題はそちらですか』

　電話向こうの担当者は低く笑った。

『面おも白しろいご提案をされるＣＥさんですね。……ふふん、……設定修正のために運用スペックを変更しろ……ですか、……ふふ』

　ひとしきりくすくす笑いを漏らした後、ナカスガワさんは口調をあらためた。声こわ音ねに張りを持たせ告げてくる。

『……まぁいいでしょう。ラムダコムさんと調整してみます。先方も数百件の依頼が削減されるならウェルカムでしょうし、弊へい社しやとしても緊急時の対応手段は確かく保ほしておきたいです。お互いにとってメリットのある話でしょう。……とりあえず調整がつき次第ラムダコムさんから正式な指示を出す、という形でよろしいですか？』

「はい。……あ、それで」

　工こう兵へいは慌てて付け加えた。

「大変ぶしつけなお願ねがいなんですけど。……できればこの話、弊へい社しやから提案したことは──」

『伏せておきますよ。御おん社しやの立場もあるでしょうからね』

　あっけらかんと受け入れてくれる。拍子抜けするような物わかりのよさだった。

『代わりと言ってはなんですが、……うちの人間がミスオペしないようしっかり面めん倒どう見ていて下さいよ。お話いただければ分かると思いますが、拠点の者は基本ＩＴについてド素人しろうとなので』

「それは……はい、もちろん」

『お願いします。ではまた後ほど……と、ああそうだ』

　ナカスガワさんは今思い出したというように言葉を切った。口く調ちようにわずかな好奇心を滲にじませ訊たずねてくる。

『御社名とお名前を──もう一度うかがってもよろしいですか？』

　工兵は一いつ瞬しゆん息を吞のみ、だが淀よどみない発音で答えた。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかと申します」

『……スルガシステム……桜坂さんね』

　覚えておきましょう、と言ってナカスガワさんは電話を切った。あとには無む機き質しつな終話音が残される。

　工兵は大きく深呼吸した。

　よし……よし、なんとかうまくいった。

　額ひたいの汗を拭ぬぐい室むろ見みを振り返る。

「室見さん、一いつ旦たんこちらは調整待ちです。そっちはいかがですか？」

「今やってるわよ。……ったく、微妙にＣＩＳＣＯとインタフェースが違うから苛いら々いらするわ」

　憎々しげに唸うなって室見は画面を示した。白一色のターミナルウィンドウに『boot 〉』のプロンプトが現れている。薄うす紅べに色いろの頰ほおがきつく歪ゆがめられた。

「ＣＩＳＣＯのブートストラップに相当する画面はあったわ、コンフィギュレーション・レジスタっぽい設定も存在する。ただ……設定値が微妙に異なるのよね」

「設定値……ですか？」

「ＣＩＳＣＯの場合、レジスタの初期値は0x2102、これを0x2142に変更することでコンフィグの読み込みをスキップ──すなわちパスワードの認証をキャンセルできるの。ただ同じ値を入れてもこの機械、普通に起動してきちゃうのよね。多た分ぶん別の数値を入力しなきゃいけないんだろうけど……ヘルプを見ても何も出てこないし」

「ど、どうするんですか」

　あれだけ啖たん呵かを切って実はできませんとかスーパー格好悪い。……いや見切り発車で色々くっちゃべった自分が悪いんだが。え？　マジで？　できないの？

　真まっ青さおになっていると、だが室むろ見みは鼻息を荒くした。

「心配しないで。ローカルヘルプが使えないなら本家のドキュメントを当たればいいだけよ。インフラエンジニアの調査スキルを舐なめるんじゃないっていうの」

「本家……って」

「メーカーサイトよ」

　ブラウザを起動、室見は検索ボックスにアルファベットを打ち込んだ。表示された結果からトップリンクを選択、一いつ瞬しゆんの間を置き白基調のシンプルなホームページが開いた。中央には見み慣なれた機き器きの画像。今回導どう入にゆう機器──ＤＮＳ・ＤＨＣＰアプライアンスのメーカーサイトだった。

「……って英語じゃないですか」

　工こう兵へいは呻うめいた。海外ベンダーの製品だったのか。道理で聞き覚えのない機器名だったはずだ。

　ホームページの記述を斜め読みしてみる。Support（サポート）とかProducts（製品）とか簡かん単たんな単語は分かるものの、あとはさっぱり意味がつかめない。えーっと……evaluateってどういう訳だっけ？

　だが室見は工兵の逡しゆん巡じゆんを気にした様よう子すもなくどんどんリンクをクリックしていく。SupportからTechnical Support、Documentation、次いでCategories、Find（サイト内検索）。ずらりと出てきたサーチ結果を室見は上から順に舐めていった。ＰＤＦドキュメントを開いては閉じ、閉じては開きして、目当ての記述を探していく。もちろん記述は全すべて英語だ。白い紙面をびっしりとアルファベットが埋め尽くしている。

「室見さん……英語読めるんですか」

　息を吞のみ訊たずねる。だが室見は首を振った。

「読めないわよ。まぁ受じゆ験けん英語レベル」

「……そうなんですか？　でも」

　英語のドキュメントを見てるじゃないか。そう思ったのだが。

「技術資料なんてキーワードを拾っていけば大おお凡よその意味はつかめるのよ。だいたいコンピュータ用語の大半は英語なんだから、文法無視で読んでいってもあらかた内容は理解できるわ」

　彼女は検索ウィンドウに単語を打ち込んだ。

「今回のケースだと調しらべたい内容はパスワードリカバリなんだから。そのものずばりpassword recoveryで検索するのが第一。それで駄だ目めなら類似の単語、reset（リセット）、initialize（初期化）、factory default（工場出荷状態）で引っかける。あとはprocedure（手順）とかinstruction（説明書）とか、そのへんの修飾語をつければＯＫ。……ほら」

　画面のスクロールが止まりいくつかの単語がハイライトされる。ページタイトルは──Register Bit Meanings（レジスタ・ビットの意味）。

「見つけた」

　室むろ見みの唇が歪ゆがむ。あたかも獲え物ものを見つけた猛もう禽きんのように鳶とび色いろの双そう眸ぼうが煌きらめいた。そのまま検索キーワードの周辺を丹念に読み込んでいく。

「メモリからコンフィグを読み込まないためには……0xFFFF？　はぁ？　なんでこんな値使ってるのよ。初期値は……0x0。へぇ、最初と最後ってわけか。安あん直ちよくね、で、設定方法は──うん、ここはＣＩＳＣＯと同じ。ったく、だったら設定値のテーブルも踏とう襲しゆうしろっていうの。……bootプロンプトに移動してconfreg、で……」

　放っておけばそのまま設定変更してしまいそうな勢いだった。慌てて止めようとした瞬しゆん間かん、胸ポケットで携帯が震ふるえる。取り出して液晶を確かく認にん、発信者は──ラムダコム。

「はい、スルガシステム桜さくら坂ざかです」

『……あ、もしもしラムダコムの──ですけど』

　シローさんだった。普ふ段だんから要領を得ない口く調ちようだが今回は特に茫ぼう洋ようとしている。言葉の端々に強い混乱が滲にじんでいた。

『すみません……ちょっと我々もよく分かってないんですけど、実は急きゆう遽きよお願ねがいしたいオペレーションがありまして。……いや、そのオペレーションってのも現地の担当者様……？　がご存じという話なんですけど』

「オペレーション……ですか」

『実は──』

　シローさんは訥とつ々とつと事情を説明していった。アカウント追加にパスワード設定、ＤＮＳ・ＤＨＣＰ設定画面の開放。経けい緯いは先程ナカスガワさんと話したものと同じ。それをもう一度他人の口から聞かされるのはなんだか妙な感じだった。だが表向き神妙に工こう兵へいは相づちを打っていく。

　全すべてを聞き終えたあと、彼は「なるほど」としかつめらしくうなずいた。

「分かりました。すぐに実施します。手順についてはメールで共有という形でよろしいですか？」

『はい』とシローさんの回答。補足も何もない。状況が分からない以上、好きにやってくれという感じだった。工兵は深呼吸を一回、一拍おいた後「……で、まぁ折せつ角かくですから」と続けた。




「ついでにネットワーク設定も修正してしまってよろしいですか？」
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「桜さくら坂ざか！　何ぐずぐずしてるの。遅れるわよ」

　早朝の浜はま松まつ駅えきに少女の声が響ひびき渡る。

　桜坂工こう兵へいはキヨスクの会計をすましながら「はぁい」と叫び返した。左手にペットボトルの袋、右手首に駅弁の包みをぶら提げている。眠気覚ましのガムと合わせ締しめて千二百五十五円。本日の朝食だった。

　時刻は午前六時。売店のシャッターも開放され、だだっ広い構内は徐々に目を覚ましつつある。新しん幹かん線せんの始発まであと十分、心なし行き交う人の姿も増えてきたように思えた。

　工兵はふっと立ち止まり駅舎の外を眺める。

　朝日がバスターミナルをオレンジ色に染め上げていた。白しらんだ空に駅前のビル群が浮かび上がっている。普ふ段だん夜半に帰き京きようすることが多いせいだろう。見み慣なれた景け色しきにもかかわらずどこか新しん鮮せんな眺めに思えた。

　結局──家に戻ることなく浜松駅まで直行してきた。両親は『弁当くらい受け取っていきなさいよ』と電話してきたが、今のスケジュールではとても回収できそうにない。落ち着いたらまた連絡するからとだけ告げ通話を打ちきった。いやはや、一体どんな仕事と思われてるだろうな。徹てつ夜やに早出、飛び込みの出張依頼。およそ真っ当な勤務体系ではない。業界内の自分でも異常と思うのだから、外の人間──両親や妹にはまず理解できないだろう。

　まぁ……でもこれが自分の選んだ道だし。

　工兵は溜ため息いきを一つ、小走りに室むろ見みのもとへ駆け寄った。

「遅い」

　小柄な上司はむくれ顔で眦まなじりを吊つり上げた。これ見よがしに腕うで時ど計けいをつついてみせる。

「折せつ角かく浜松の作業を無事終わらせたのに、電車逃して次の現場遅刻なんてことになったら格好悪すぎよ。……てか何？　その怪しげな飲み物」

「あ、これですか？」

　工兵はペットボトルをかざした。

「静しず岡おか名物カレーラムネです。カモメさんにお土産みやげで頼まれたんですけど……一本飲みます？」

「うまいの？」

「ご想像にお任せします」

「……やめとくわ。カモメのお土産って時点で何か悪い予感がするし」

　……鋭するどい。

　時折仕事で見せる危険察知能力はプライベートでも有効──といったところか。

　ペットボトルをしまい歩き出す。構内アナウンスが昨晩の信しん号ごう機き故障を謝しや罪ざいしていた。指定席券の取り直しも可能なようだが……まぁ今の時間なら自由席で十分座れるか。

「あ」

　唐突に室むろ見みが声を上げる。顔を向けると彼女は泣きそうな表情で鞄かばんを覗のぞき込んでいた。

「？　どうしたんですか」

　室見がバツ悪げに袋の口をあけて見せる。中に見えるのは──花柄のパジャマ。

　うわっ。

「持ってきちゃった……」

　誰だれの物かは考えるまでもない、誉ほまれのだった。慌てて出発したため荷物に紛れ込んでしまったのだろうが……にしても、うっかり屋さんすぎだろ。

　室見はがっくりと肩を落とした。疲れきった様よう子すで嘆息する。

「ああもう散々。グダグダったらありゃしない。だから下した請うけ業務って嫌いやなのよ。……時間もタスクもコントロール不能で調ちよう子しが狂いっぱなし。普ふ段だんなら絶対こんなミスしないのに」

「まぁまぁ」

　と工こう兵へいは彼女をなだめた。

「パジャマは僕の方で送り返しておきますから、気にしないでください。というかグダグダって言いますけど、度たび重かさなる無む茶ちや振ぶりや飛び込み作業を僕ら全部こなしてるじゃないですか。全然コントロール不能じゃないですよ。いつも通り、完かん璧ぺきな仕事ぶりです」

「持ち上げたって何も出ないわよ」

　室見は恨うらめしげに工兵を睨にらみつけた。わずかに顔を背け鼻を鳴らす。

「てか、なんであんたそんな前向きなのよ。昨日きのうまでこんな腐れ業務、付き合ってられるかみたいな顔してたのに」

「それは……まぁ」

　頰ほおを搔かきつつも、だが工兵は心境の変化を自覚している。確たしかにＣＥ業務はハードだった。いい加減な設置計画やキッティング作業。見ず知らずな設計エンジニアの不手際に振り回され元請けの体制不備を指摘することもままならない。ＰＭや設計エンジニアとは真逆の立場。一いつ旦たん上流を経けい験けんした身としては好んで関かかわることもないと思っていた。だが──

　帰り際、ブルドッグさんと交わした会話が蘇よみがえる。

『ありがとうございました、おかげさまで無事今日きようの業務を始められそうです。桜さくら坂ざかさん達のおかげです。本当にどうもありがとうございました』

　強こわ面もての男性が相そう好ごうを崩し感かん謝しやしてきた。ベンダーや情シス担当者からのものとは違う、エンドユーザーの生の言葉。そう……結局、自分達エンジニアの構築するシステムを使っているのは彼ら一般ユーザーなのだ。実際の利用者の前で機き械かいを設置し、ともに正常稼か働どうを祝い合う。ある意味技術屋の本分、本質だった。人間、作業の成果を可視化できることほど幸せな話はない。つまり工兵はエンジニアリングの最も純粋な対価を獲かく得とくしたのだ。これが嬉うれしくないはずあるだろうか。

　ラボやＤＣ、プロジェクトルームにこもっていたら決して得られない感覚。それを体感できただけでも今回の業務に関かかわれてよかったと思う。だがそうした諸もろ々もろをいちいち語るのは野や暮ぼというものだった。だから工こう兵へいはただ一言、雑多な思いを込め室むろ見みに告げた。

「いや、……やっぱり現場っていいなと思っただけですよ」

　室見は小さく目を見開いた。

　が、工兵の真意を察したのだろう、ややあって口角を持ち上げる。頰ほお肉にくを歪ゆがめ「生意気」とつぶやいた。拳こぶしで軽く工兵の胸を叩たたく。

「あんたが、あんたごときが現場を語るなんて十年早いのよ。まだまだ全然鍛きたえ足りないんだから、今後も同じような案件あったら遠えん慮りよなくメンバーにぶち込むわよ。覚悟なさい」

「望むところです」

　工兵は胸を張った。実際断る理由もない。自分の見ている世界はまだまだちっぽけで未知の領域に満ちていた。少しでも多く、少しでも密に経けい験けんを積つみたい。エンジニアとしてまだ見ぬ地平を切り開いていきたい。仕事をえり好みしている余裕などなかった。

　互いにまっすぐな視し線せんで見つめ合う。

　数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくの末、だが彼らは二人ふたり同時に肩の力を抜いた。

「……まぁ、とはいってもこんなグダグダ案件しばらくないと思うけどね」

「ですよねぇ。さすがにこんな状況そうそうあったら困りますよ」

「本当、私の案件遍歴でも一、二を争うひどい仕事だったわ」

「え？　そうなんですか。いや、でもそう聞くと少し名残なごり惜おしくもありますよ。だってワースト一、二の案件を経験しておけば、以降の仕事は比較的楽に思えるわけじゃないですか。だったらもう少しこの惨状を味わっておきたいですよ」

「あんたねぇ、そんなこと言っていると本当に作業依頼されるわよ？　また昨日きのうみたいに、飛び込みで」

「いやぁ、さすがにないでしょ。昨日の今日きようで。ラムダコムさんもまだ寝てるんじゃないですか？」

「まぁ。……まぁそうよね」

　あははと笑い合った瞬間──不意に携帯の着信音が鳴なり響ひびいた。

　室見の笑えみが凍りついた。視線を押し下げ工兵の胸元を凝視する。ワイシャツの左胸、膨ふくらんだポケットの中でグリーンのＬＥＤが明滅していた。

　なんとも言えない沈黙が訪れる。工兵はごくりと唾つばを飲み携帯を取り出した。恐る恐るカバーを開け液晶画面をさらす。




　発信者は──ラムダコム。




　数秒後、早朝の駅舎に複数の悲鳴が響き渡った。




　　　　[image: ]




　長生きしたければ仕事を探すな。間違っても「何かやることはありますか？」などと訊きいてはならない。不用意な発言は命を縮ちぢめる。気をつけろ、奴らは群れでやってくる。


──とあるプロジェクトマネージャーの言葉









　あとがき




　会社を辞めるというのは実のところ簡かん単たんで、極端な話「お世話になりました」とメールを一本出し、そのまま欠勤し続けるだけで綺き麗れいさっぱり解雇されます。会社もやる気のない社員を雇っていく余裕はありませんから、余程替えのきかないスキルを持った人材でない限り、比較的簡単に辞めさせてくれるものです。

　ただ周りから祝福されたい（円満退社）とか、退たい職しよく日びと次の会社の入社日を合わせたいとか、立つ鳥跡を濁にごしたくないとか、色々考え始めると話がややこしくなってきます。

　たとえばの話、あなたが転職先を決め、今までのお礼も兼ね上長に退職願を持参したとします。返ってくる言葉はなんでしょう？　「そうか、頑張れよ」？　それとも「おお、よい転職先だな。羨うらやましいぞ」？　まさかまさか。

「ちょっと待った」

「いきなり言われても困る」

「自分だけじゃ決められない」

「何が不満だ。とにかく話し合おう」──

　だいたいこんな感じでしょうか。下へ手たをすれば退職願を破り捨てられるかもしれません。又聞きですが会議室に監禁されたなんて話も聞いたことがあります。

　まぁ当然でしょう。上長としては、メンバーが一人ひとり抜けることでチーム全体の稼働率がどうなるか、仕事が回るのか、代替要員はどうするかなど様さま々ざまなことを考えねばなりません。しかも部下に逃げられるなんてイメージがつけば、自身の管理能力さえ疑われます。「辞めます」「そうか頑張れよ」などと言えるわけないのです。

　なので僕は一度転職絡みで大おお揉もめした後、退職理由を偽いつわるようになりました。

　要は上長に「それじゃあ仕方ない」「ああ、そういう理由なら自分の評点に傷つかないな」と思わせられればよいのです。なら「次の会社が決まったから」などと真まっ当とうな理由を告げるのは下策です。もっとドラマティックな、有無を言わさぬストーリーを考えなければなりません。たとえば某社を辞める時、僕はこんな言いい訳わけをしてみました。

「父の介かい護ごをすることになったので実家に戻ります」

　これは反論しづらいですね。いやうちの父は今も昔もピンピンしていますが、そんなこと会社の人間に確たしかめる術はありません。実際上長は何も言わず僕の退職を認めてくれました。

　次いで某通信会社。

「家業を継ぐことになったので辞めさせてください」

　家業の設定を考えるのが大変でしたが、これも無事通りました。

　で、某プロバイダ。

「留学することにしましたので」

　驚おどろくべきことにこれも通りました。

　ですが難関は最後の某ＳＩｅｒエスアイアーでした。その会社の上司とは帰り道が同じ方向だったこともあり、とにかくよく飲みに行っていました。で、まぁプライベートとか近況とか家族構成とかを飲みの席であらかた話してしまっていたのです。当然、家業も介かい護ごも留学もないことは熟知されています。今更退社の言いい訳わけに使えません。

　僕は頭を悩ませながら退たい職しよく報告にうかがいました。

「実はやりたいことができまして……」

「へぇ、何かな？」

「起業しようと思ってるんです」

「出世すると責任増えるから嫌いやだって言ってた君が起業？　会社経営者？」

「………」

　余計なこと言いやがって、過去の自分。

「や、そういう大げさなものじゃなくてですね。なんというか、趣味の延えん長ちよう線せん上じよう的な感じです。個人事業というか」

「趣味を仕事にするのは感心しないとか、前に言ってなかったっけ」

「し、仕事ってほど仕事な感じじゃないので……」

「要領を得ないねぇ。具体的に何やるんだい？」

　そこまで突っ込まれると思わなかったので僕はパニックに陥りました。考えること十秒、二十秒、三十秒。訝いぶかしげな上長の視し線せんに耐えきれず、ついつい思った事を口にしてしまいました。

「じ、実はそう、作家になることにしたんです。今編へん集しゆうさんとやりとりをしていてもうすぐデビュー予定なんですよ！」

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな言い訳だったせいでしょう、上司はぽかんと口をあけ、しばらく沈ちん黙もくした後、腫はれ物ものに触るような態度で僕を解放してくれました。多分「そんな苦し紛まぎれの言い訳をしなきゃいけないほどこの会社が嫌なのか」と思われたのかもしれません。そのあとも特に引き留めることなく退社手続きを進めてくれました。

　数年後──僕は電でん撃げき文庫さんでデビューすることになります。噓うそから出たまことという言葉がありますが、人生本当何がどう転がるか分からないものです。当時の上長が今の僕を見たらどう思うでしょうか。

　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇一一年七月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。最近モバイル環境をＦＯＭＡハイスピードからＷｉＭＡＸに移行。使い勝手の良さに驚喜する反面、ネットサーフィンの頻度が激増し執筆に支障を来す日々。
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Ｉｘｙイクシー

仕事はやっぱりある程度興味持ってないとキツイです。

ＳＥとか特に！










なれる！ＳＥ５
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